
大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

旭川医科大学
旭川医科大学医学部医学科学生に対する奨学資金 在学中 年度ごとに申請 学費支援

日本学生支援機構第二種貸与奨学金の最大額の貸与を受けてもなお、特別な理由により、経済的困窮度の高い医学科の学生。
貸与奨学金

月7万円
最長７２箇月間 地域の制限なし 学生支援課学生総務係 併用可

旭川医科大学 旭川医科大学医学部看護学科学生に対する奨学資金 在学中 年度ごとに申請 学費支援
看護学科学生対象

貸与奨学金
月３万５千円

最長４８箇月間 地域の制限なし 学生支援課看護学科事務係 併用可 併用可

小樽商科大学
小樽商科大学後援会助成金による奨学金（交換留学） その他 留学決定後 留学費用支援制度

全学年全学部
交換留学派遣学生のうち成績優秀者 給付奨学金

10～20万円（派遣先により異なる）
※単価は変更される可能性がある 一時金

年間25名程度
地域の制限なし 学生支援課国際交流室 併用可 併用可

小樽商科大学
教育振興基金による奨学金（事情科目） その他

各プログラムの募集期間による
留学費用支援制度

全学年全学部（対象となる事情科目を受講した者のみ）
面接試験を課している。 給付奨学金

10万円
※単価は変更される可能性がある 一時金

年間40名程度
地域の制限なし 学生支援課国際交流室 併用可 併用可

小樽商科大学
教育振興基金による奨学金（ギャップイヤープログラム） その他 ギャップイヤープログラム参加者に給付されるため申請不要 留学費用支援制度

1年間の入学猶予を伴うギャップイヤープログラムに参加する者
面接試験を課している。 給付奨学金

60万円
※単価は変更される可能性がある 一時金

5名
※人数は変更される可能性があ
る

地域の制限なし 学生支援課国際交流室 併用可 併用可

小樽商科大学
小樽商科大学後援会助成金による奨学金（語学研修） その他 各プログラムの募集期間による 留学費用支援制度

全学年全学部（対象となる語学研修を受講した者のみ）
面接試験を課している。 給付奨学金

５～10万円
※単価は変更される可能性がある 一時金 年間10名程度 地域の制限なし 学生支援課国際交流室 併用可 併用可

帯広畜産大学
帯広畜産大学基金奨学金 在学中 全学年 学費支援

他の給付型の奨学金を受けていない者で、以下のいずれかに該当する学生。
１．経済的理由により修学が著しく困難で有り、かつ学業優秀と認められる場合
２．申請前６ヶ月以内において、学資負担者が死亡し、又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けたことにより、修学が著しく困難であると認められる場
合

給付奨学金

月額　３万円

１年間
昨年度：学部12名、大学院7名
※予算に応じて変動あり

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

北見工業大学
北見工業大学創立50周年記念基金奨学金 入学手続時

特待生・成績優秀者
学費支援

前期日程試験合格者のうち入試成績１～６位以内の者、及び後期日程試験合格者のうち入試成績１～４位以内の者
給付奨学金

44,650円 ×　12ヶ月（学部1年間）
入学年度の4月から1年間

前期日程：合格者の上位6人
後期日程：合格者の上位4人

地域の制限なし 学生支援課学生支援係 併用可 併用可

北見工業大学
学部一般入試成績優秀者に対する入学料免除 入学手続時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

前期日程及び後期日程合格者の総得点の高い順にそれぞれ募集人員の上位10％以内、並びに一定の収入基準を満たす者

免除・減免

282,000円

入学時のみ
【令和4年度対象者数】
前期日程：合格者の上位15人
後期日程：合格者の上位13人

地域の制限なし 学生支援課学生支援係 併用可 併用可

北見工業大学
地元就職奨学金 在学中 学部4年次または大学院博士前期課程2年次

用途を定めない経済的支援
就職支援

学部4年次または大学院博士前期課程2年次を対象とし、本学卒業または修了後、北海道のオホーツク管内への就職率向上を目指すという趣旨に賛同し、事前登
録されたオホーツク管内賛助企業等に就職し、3年以上勤務すること。 給付奨学金

30,000円/月　×　12ヶ月 学部4年次または大学院博
士前期課程2年次の各4月か
ら翌年3月までの1年間

人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課学生支援係 併用可 併用可

北見工業大学

TOEIC受験補助制度 その他
申請不要（（３）の条件を満たした場合、受験後に受験料の一部補助を受
けられる。）

資格取得支援制度

【条件】
①本学学生である
②北見工業大学生協で申し込む
③本学の試験会場で受験する
④本学に成績通知されることを了承する

その他

3,000円（受験料の一部補助）

受験後、生協が定める期間 制限なし 地域の制限なし 教務課教務企画係 併用可 併用可

北見工業大学

検定料の免除（東日本大震災特例） その他

【令和5（2023）年度入学者選抜における申請期間】
(1)総合型選抜、学校推薦型選抜の申請期間
令和5年1月6日（金）から令和5年1月13日（金）まで（必着）

(2)  一般選抜及び私費外国人留学生入試の申請期間
令和5年2月10日（金）から令和5年2月17日（金）まで（必着）

被災者資金支援

（1）東日本大震災における災害救助法が適用されている地域で被災した志願者で、以下のいずれかに該当する者
1. 主たる家計支持者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊、流失した場合
2. 主たる家計支持者が死亡又は行方不明の場合

（2） 居住地が福島第一原子力発電所事故により、帰還困難区域、居住制限区域又は避難指示解除準備区域に指定された者

※いずれも編入学試験及び大学院工学研究科入学試験の志願者を除く

免除・減免

17,000円

例年3月下旬に返還 制限なし 地域の制限なし 教務課入学試験係 併用可 併用可

北見工業大学

協定校へ留学する学生への奨学金 その他 派遣3か月前まで 留学費用支援制度

対象者（次の条件を全て満たす者）
　(1) 本学正規課程に在籍する日本人学生で、協定校に短期交換留学生として派遣される者
　(2) 学業・人物ともに優れ、経済的援助が必要であると認められる者
　(3) 日本政府、団体等から奨学金（給与）等を受けていない者又は受けている奨学金（給与）等が月額３万円に満たない者
　(4) 留学期間終了後、本学に戻り、学業を継続する者
　(5) 以前に本奨学金を支給されたことがない者（本奨学金の支給は1回限り）

給付奨学金

月額30,000円を限度とし、派遣期間の月数に応じて支給する。

派遣２週間前までに、助成額
の全額を支給する。

制限なし 地域の制限なし 研究協力課国際交流係 併用不可 条件有りで併用可

北見工業大学
語学研修プログラム参加旅費 随時 留学費用支援制度

対象者
英語（北米、フィリピン）、中国語（台湾）の語学研修プログラムへ参加する学生 給付奨学金

旅費の一部（当該年度の予算の範囲内）

随時 当該年度の予算の範囲内 地域の制限なし 研究協力課国際交流係 併用可 併用可

北見工業大学

学生海外派遣旅費 随時
留学費用支援制度
課外活動支援制度

対象者
①本学と学生交流に関する協定等を締結している外国の大学に交換留学生として留学する学生
②外国で開催される国際会議等に出席し，発表等の役割を有する学生 給付奨学金

助成額
①国内分を除くエコノミークラス割引航空運賃又は最低見積額の６０％。片道１５万円を限度と
する。
②国内分を除くエコノミークラス割引航空運賃又は最低見積額の５０％以下。往復１０万円を限
度とする。

随時 当該年度の予算の範囲内 地域の制限なし 研究協力課国際交流係 併用可 併用可

北見工業大学

情報処理技術者試験受験補助制度 その他
申請不要（（３）の条件を満たした場合、受験後に受験料の一部補助を受
けられる。）

資格取得支援制度

【条件】
①本学の学習管理システムで出席登録を行う
②支払いを証明する書類を提出する
③試験結果が確認できる書類を提出する
※ITパスポート試験は対象外

その他

【試験に合格した場合】
全額（7,500円）
※複数の試験区分に合格した場合は全て補助対象となる。

【不合格であった場合】
年度内に2回まで補助を受けることができる。
1回目は全額、2回目は4,000円の補助となる。

1回目：令和5年9月19日（火）
～令和5年10月13日（金）
2回目：令和5年12月18日
（月）～令和6年1月17日（水）

制限なし 地域の制限なし 教務課教務企画係 併用可 併用可

北見工業大学

外国人留学生受入援助奨学金 その他
4月入学者は6月
10月入学者は12月

用途を定めない経済的支援

対象者（次の条件を全て満たす者）
　(1) 私費外国人留学生（学部、大学院、研究生、特別聴講学生）
　(2) 外国政府、団体等から奨学金（給与、貸与）等を受けていない者又は受けている奨学金が月額４万８千円に満たない者
　(3) 入学料及び授業料が未納でない者                          
　(4) 本国の家族の連絡先の届けを提出している者  
　(5) 以前に本奨学金を支給されたことがない者（本奨学金の支給は1回限り）
  (6) 在学期間が３か月を超える者

給付奨学金

１か月あたり10,000円
支給額上限120,000円(1年間)

(1) 原則として入学から２か
月を経過した以降に支給す
る。
(2) 奨学金の支給は、四半期
毎に在学状況及び他の奨学
金受給状況等に基づく資格
確認を行った上で、３か月分
を一括して支給する。

制限なし 地域の制限なし 研究協力課国際交流係 併用不可 条件有りで併用可

北海道大学
きのとや奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

・本学の学部1年次に在学する日本人学生（聴講生、研究生等の非正規生を除く）
・申請時点において、ひとり親家庭であること。
・申請時点において、休学中または留年中でないこと。
・学資に乏しい者であること。

給付奨学金

月額4万円

標準修業年限 毎年度3名以内 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援担当 併用可 併用可

北海道教育大学旭
川校

北海道教育大学基金による修学支援事業（奨学金給付事業） 在学中 全学年
学費支援
その他

物価高に対する経済対策支援
経済的困窮度の極めて高い学生に対して，本学が定める選考基準に従い，奨学金を給付する。

給付奨学金
1000～4500円（経済困窮度に応じて決定する）

一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学旭
川校

北海道教育大学基金による修学支援事業（海外留学支援事業） 在学中 全学年 留学費用支援制度
経済的支援の必要が高い学生を対象に，本学が定める選考基準に従い，海外留学に係る渡航費用の一部を補助する。

給付奨学金
上限100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

北海道教育大学旭
川校

北海道教育大学基金による育英事業 在学中 2,3,4年次 特待生・成績優秀者
前年度成績上位者で自己研磨に励む優秀な者（学部２年次～４年次）

給付奨学金
年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学旭
川校

学生寮 在学中 全学年 寮制度
通学状況，又は経済的状況を調査の上，選考を行う。

その他
寄宿月額1,800～4,300円。その他光熱水費等は自己負担。

全学年
男90名、女36名 地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学旭
川校

留学による授業料減免 在学中 ４年次 入学金・授業料減免
在学中に留学したことにより修業年限を超えて在学し、かつ学業優秀と認められる場合、授業料を半期ごとに全学または半額を免除する。

給付奨学金 一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学岩
見沢校

留学による授業料減免 在学中 ４年次 入学金・授業料減免
在学中に留学したことにより修業年限を超えて在学し、かつ学業優秀と認められる場合、授業料を半期ごとに全学または半額を免除する。

給付奨学金 一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学岩
見沢校

北海道教育大学基金による修学支援事業（海外留学支援事業） 在学中 全学年 留学費用支援制度
経済的支援の必要が高い学生を対象に，当該年度に海外留学（3か月以上ただし，海外長期語学研修制度により留学した場合は、その定める期間）する学部、大
学院、別科の学生に海外留学に係る渡航費用の一部を補助する。 給付奨学金

上限100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）
一括

毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 国際課 併用不可 条件有りで併用可

北海道教育大学岩
見沢校

北海道教育大学基金による育英事業 在学中 2,3,4年次 特待生・成績優秀者
前年度成績上位者で自己研磨に励む優秀な者（学部２年次～４年次）

給付奨学金
年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学岩
見沢校

学生寮 在学中 全学年 寮制度
通学状況，又は経済的状況を調査の上，選考を行う。

その他
寄宿月額4,300円。その他光熱水費等は自己負担。

修学終了時まで（年限あり） 男60名
女60名

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学岩
見沢校

北海道教育大学基金による修学支援事業（奨学金給付事業） 在学中 全学年 その他 物価高に対する経済対策支援
経済的困窮度の極めて高い学生に対して，本学が定める選考基準に従い，奨学金を給付する。

給付奨学金
1000～4500円（経済困窮度に応じて決定する）

一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学釧
路校

北海道教育大学基金による修学支援事業（奨学金給付事業） 在学中 全学年 その他 物価高に対する経済対策支援
て高い学生に対して，本学が定める選考基準に従い，奨学金を給付する。

給付奨学金
1000～4500円（経済困窮度に応じて決定する）

一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学釧
路校

北海道教育大学基金による修学支援事業（海外留学支援事業） 在学中 全学年 留学費用支援制度
経済的支援の必要が高い学生を対象に，本学が定める選考基準に従い，海外留学に係る渡航費用の一部を補助する。

給付奨学金
上限100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

北海道教育大学釧
路校

北海道教育大学基金による育英事業 在学中 2,3,4年次 特待生・成績優秀者
前年度成績上位者で自己研磨に励む優秀な者（学部２年次～４年次）

給付奨学金
年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学釧
路校

学生寮 在学中 全学年 寮制度
通学状況，又は経済的状況を調査の上，選考を行う。

その他
寄宿月額1,800～4,300円。その他光熱水費等は自己負担。

全学年 男72名、女57名 地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学釧
路校

留学による授業料減免 在学中 ４年次 入学金・授業料減免
在学中に留学したことにより修業年限を超えて在学し、かつ学業優秀と認められる場合、授業料を半期ごとに全学または半額を免除する。

給付奨学金 一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学札
幌校

北海道教育大学基金による修学支援事業（奨学金給付事業） 在学中 全学年 その他 物価高に対する経済対策支援
経済的困窮度の極めて高い学生に対して，本学が定める選考基準に従い，奨学金を給付する。

給付奨学金
1000～4500円（経済困窮度に応じて決定する。

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 教育研究支援部　学生支援課 併用可 併用可

北海道教育大学札
幌校

北海道教育大学基金による修学支援事業（海外留学支援事業） 在学中 全学年 留学費用支援制度
経済的支援の必要が高い学生を対象に，当該年度に海外留学（3か月以上、ただし海外長期語学研修制度により留学した場合は、その定める期間）する学部、大
学院、別科の学生に海外留学に係る渡航費用の一部を補助する。 給付奨学金

年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）
一括

毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 国際課 併用不可 条件有りで併用可

北海道教育大学札
幌校

北海道教育大学基金による育英事業 在学中 2,3,4年次 特待生・成績優秀者
前年度成績上位者で自己研磨に励む優秀な者（学部２年次～４年次）

給付奨学金
年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

北海道教育大学札
幌校

留学による授業料減免 在学中 4年次 入学金・授業料減免
在学中に留学したことにより修業年限超えて在学し、かつ学業優秀と認められる場合
授業料を半期ごとに全額または半額を免除 免除・減免

毎年度の事業計画に基づき決定する。
一括

毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援課学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学札
幌校

学生寮 在学中 全学年 寮制度
通学状況，又は経済的状況を調査の上，選考を行う。

その他
寄宿料　月額4,300円（電気・水道・暖房・ガス別）

全学年 男80名、女80名 地域の制限なし 学生支援課　学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学函
館校

北海道教育大学基金による修学支援事業（奨学金給付事業） 在学中 全学年 その他 物価高に対する経済対策支援
経済的困窮度の極めて高い学生に対して，本学が定める選考基準に従い，奨学金を給付する。

給付奨学金
1000～4500円（経済困窮度に応じて決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学函
館校

北海道教育大学基金による修学支援事業（海外留学支援事業） 在学中 全学年 留学費用支援制度
経済的支援の必要が高い学生を対象に，本学が定める選考基準に従い，海外留学に係る渡航費用の一部を補助する。

給付奨学金
上限100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

北海道教育大学函
館校

北海道教育大学基金による育英事業 在学中 2,3,4年次 特待生・成績優秀者
前年度成績上位者で自己研磨に励む優秀な者（学部２年次～４年次）

給付奨学金
年額100,000円（毎年度の事業計画に基づき決定する）

一括
毎年度の事業計画に基づき決定
する。

地域の制限なし 学生支援グループ 併用可 併用可

北海道教育大学函
館校

北海道教育大学海外留学奨励金 在学中 全学年 留学費用支援制度
詳細はHPを確認

給付奨学金
毎年度の事業計画に基づき決定する。

一括
支給人数は毎年予算の範囲内
で決定する。

地域の制限なし 学生支援グループ

北海道教育大学函
館校

学生寮 在学中 全学年 寮制度
通学状況，又は経済的状況を調査の上，選考を行う。

その他
寄宿月額4,300円。その他光熱水費等は自己負担。

修学終了時まで（年限あり） 男　120名、女60名 地域の制限なし 教育支援グループ 併用可 併用可

室蘭工業大学
室蘭工業大学東奨学金 入学後 学費支援

国立高専から本学に編入学した者（ただし、留学生を除く。）で、かつ、次に掲げる要件を全て満たす者とする。
(１)　 大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）による授業料等減免の対象者
(２)　 大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第３号に該当する者 給付奨学金

半期分毎（前期分又は後期分）の授業料６分の１相当額（昼間コース44,650円、夜間主コース
22,325円）とする。 入学時から卒業時までの２

年間とする。
人数制限なし 地域の制限なし 学務課学生支援係 併用可 併用可

室蘭工業大学
室蘭工業大学卓越した学生に対する授業料免除 在学中 4年生 入学金・授業料減免

4年生対象

成績優秀者
詳細は学務課学生支援係にお問い合わせください。

免除・減免

前期授業料全額

4年生の前期授業料1回限り 8名 地域の制限なし 室蘭工業大学学務課学生支援係 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

弘前大学

岩谷元彰弘前大学育英基金 その他 10月上旬～11月中旬 用途を定めない経済的支援

1　年次ごとに相応の修得単位数があり，標準修業年限で卒業が見込まれる者。但し，留学による休学期間は修業年限に含めない。
2　1年次学生は4月に入学した者。
3　弘前大学における全履修単位の評定値の平均が2.75以上の者。
4　奨学金希望者は，1～3を満たし，かつ家庭の所得が日本学生支援機構第一種奨学金基準（学部用）以下の者。他の奨学金受給に対する給付制限はしない。
5　本育英基金の採用は，学部在学期間中1～2年次（医学部医学科学生は1～3年次）で1回，3～4年次（医学部医学科生は4～6年次）で1回までとする。

給付奨学金

奨学金1人20万円

一括給付 24名程度 地域の制限なし 学務部学生課生活支援グループ 併用可 併用可

弘前大学

弘前大学基金「トヨペット未来の青森県応援事業」 その他 6月上旬～8月上旬 用途を定めない経済的支援

1　本学の学部に在学する2年次以上の学生で，年次ごとに相応の修得単位数があり，標準修業年限で卒業が見込まれる者。
2　青森県内出身者であること。
3　家計支持者の収入・所得額が日本学生支援機構第一種奨学金基準（学部用）以下の者であり，経済的理由により修学が困難であること。
4　本学における累積GPAの値が2.5以上の者。
5　本学を卒業後に青森県内に就職を希望している者。

給付奨学金

奨学金1人25万円。

一括給付 4名 青森県 学務部学生課生活支援グループ 併用可 併用可

弘前大学
弘前大学生活支援奨学金 随時 用途を定めない経済的支援

1　一時的な経済的理由により生活が困難な者が対象。
2　担任教員の同意が必要。 貸与奨学金

一人10万円を上限とし，貸与回数は原則として一回。
申請から2週間程度後に一
括振込

制限なし。（ただし，予算の範囲
内）

地域の制限なし 学務部学生課生活支援グループ 併用可 併用可

弘前大学
弘前大学国際交流基金助成金 その他 派遣決定後，速やかに。 留学費用支援制度

協定校（本学が国際交流を目的として交流協定の締結を結んだ大学）に交換留学として派遣，または英語圏の協定校で実施される3ヶ月未満の派遣プログラムに
私費で参加する者で，他国政府からの給付金，あるいは日本学生支援機構から給付される奨学金を受給していない者。 給付奨学金

渡航に要した費用相当額等を支給する。ただし，当該年度予算の範囲内で一人あたり4万5千
円を上限とする。

帰国後，必要書類を確認の
上，1回支給。

特に定めはない。 地域の制限なし 国際連携本部 併用不可 併用不可

弘前大学
学生寮 その他 令和6年度は前期：3月6日～10日，後期：3月20日～22日を予定 寮制度

原則学部学生（外国人留学生を含む。）とする。ただし，入寮定員に達しない場合は，大学院の学生（外国人留学生を含む。）並びに外国人留学生である科目等履
修生，研究生，聴講生及び特別聴講学生（以下「科目等履修生」という。）を入寮可能である。
家計支持者の年間所得状況及び家族状況等を総合的に判断して入寮選考する。

その他 地域の制限なし 学務部学生課課外教育担当 併用可 併用可

弘前大学 課外活動団体支援 在学中 各年度末　1年生～4年生 課外活動支援制度
10年以上継続している課外活動団体を対象として，各団体からの要望に基づき，物品支援・施設補修等を実施している。

その他
年間で10件以内で，1団体当たり10万円以内とする。

地域の制限なし 学務部学生課学生・企画担当

弘前大学

学生ボランティア活動助成 在学中 例年，4月の募集時期 課外活動支援制度

学内外のボランティア活動を実施している課外活動団体について，活動を助成するため，希望する消耗品を支給する。
なお，対象となるには，以下の条件を満たす必要がある。
１　ボランティア活動であること。
２　ボランティア活動として過去2年の実績を有すること。
３　本学構成員のみから成る5名以上の団体であること。
４　営利企業に直接関係がないこと。

その他 地域の制限なし 学務部学生課学生・企画担当

弘前大学

TOEIC受験料支援制度 その他 実施年度毎に定めている。 その他 TOEICの受験料支援

本人の申請に基づき，学部学生及び大学院生に対し，TOEIC Listening&Reading Testの公開テスト及びInstitutional Program【IPテスト】（当該年度実施分）の受講
料の一部を給付。

給付奨学金

・TOEIC Listening & Reading Test 公開テスト　6,850円
・TOEIC Listening & Reading Test 公開テスト(リピート受験割引サービス)　 6,250円
・TOEIC Listening & Reading Test Institutional Program (IPテスト) 　3,700円
・TOEIC Listening & Reading Test Institutional Program (IPテストオンライン)　 3,700円

申請後の翌月支給
特に定めはない。予算がなくなり
次第，受付を停止する。

地域の制限なし 学務部教務課教養教育担当 併用可 併用可

弘前大学

弘前大学基金「弘前大学生活協同組合学生支援金給付事業」 その他 11月～12月頃 用途を定めない経済的支援

（1）本学の正規の学部学生であること。（申請日時点で休学中の者を除く）
（2）独立行政法人日本学生支援機構（以下「機構」という。）の給付型奨学金に申請したが家計基準により不採用又は給付停止となった者（本学入学前に予約採用
で給付型奨学金に申し込み家計基準により不採用となった者を含む）。
（3）機構の貸与奨学金を利用している者（申請中の者を含む）。
（4）申請日の属する年度において，以下の免除及び支援のいずれも受けていない者。
　・弘前大学学則（平成16年規則第2号）第45条に規定する授業料免除
　・卓越した学生に対する授業料免除
　・青森県国民健康保険団体連合会医師修学資金支援事業
　・弘前大学医学部付属病院看護学生修学資金
　・トヨペット未来の青森県応援事業
　・その他，本学で扱う授業料免除及び給付型奨学金

給付奨学金

1人あたり10万円

一括給付 30人 地域の制限なし 学務部学生課生活支援グループ 併用不可 条件有りで併用可

弘前大学
弘前大学医学部附属病院看護学生修学資金 在学中 2～4学年の4～5月

学費支援
用途を定めない経済的支援

２～４学年・弘前大学医学部保健学科・卒業後，看護師または助産師として弘前大学医学部附属病院での就業を希望することが条件。
なお，卒業後すぐに本院に採用されない場合や，受給した期間分，本院で勤務しない場合などは，修学資金の返還が必要となる。 給付奨学金

毎月50,000円支給
卒業までの期間（最大３年
間）

１学年８名程度（応募人数により
学年毎の人数調整あり）

地域の制限なし
医学部附属病院総務課人事グ
ループ

併用可 条件有りで併用可

弘前大学
弘前大学医学生修学支援金 その他 在学中随時 用途を定めない経済的支援

対象は医学部医学科に在籍する学生
貸与奨学金

1人10万円を上限とし，貸与回数は原則として1回とする。ただし，特別な事情により生活が困窮
した場合は，上限額，貸与回数共に制限を設けず，予算の範囲内で貸与する。 随時

人数制限なし（ただし，予算の範
囲内）

地域の制限なし 医学研究科学務グループ 併用可 併用可

岩手大学
成績優秀者の授業料免除 その他 大学側で選考を行い、対象者となった方に直接ご連絡します。

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

学年：学部４年次
学部：全学部
資格・条件：各学部において３年次後期までの成績が優秀である者

免除・減免

後期授業料全額免除（267,900円）
対象年度の後期授業料を免
除します。

全学部合計12名程度（学部学生
数に応じて選出） 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

岩手大学
岩手大学イーハトーヴ基金国際交流・留学生支援事業奨学金 在学中 前期・後期各１回募集を行い、渡航予定前に申請 留学費用支援制度

学年：指定なし
学部：指定なし
資格・条件：本学が認めた海外研修プログラムに参加する学部生及び大学院生のうち、他団体からの海外派遣・留学等に関する奨学金の未受給者で、指導教員等
の推薦を受けた者

給付奨学金

留学期間６か月以上　１人当たり２０万円
留学期間６か月未満　１人当たり１５万円
短期研修１人当たり４万円 １回渡し切り

（２０２３年度）
交換留学：１１名程度
短期研修：１６名程度

地域の制限なし 学務部国際課 併用不可 併用不可

岩手大学
岩手大学イーハトーヴ基金奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

学年：指定なし
学部：指定なし
資格・条件：本学の学部生で経済的に困窮しており、かつ学業優秀と認められる者

給付奨学金

年額10万円を一括で支給
対象年度の４月１日～３月３
１日

年間６０名程度 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

東北大学

東北大学元気・前向き奨学金（修学支援奨学金） 在学中 学部１年生から６年生
用途を定めない経済的支援
その他

修学支援

（１）対象学生

本学に在籍する学部学生で、以下に掲げるすべての事項に該当し、経済的支援を要する学業成績優秀者

・ 令和３年度以降入学の学部１、２、３年生（外国人留学生を除く）(2023年度募集時)

・ 応募年度の４月１日現在で２５歳未満である者

・本学の他の給付型奨学金、または他の団体・機関からの給付型奨学金を受けておらず、また受給する予定のない者

・ 日本学生支援機構給付奨学金が受給対象外の学生のうち、以下の理由で対象外となった者
　・年収基準
　・学業基準（ただし、現在留年中の者は除く）
　・入学時期（高校卒業後２年以上等）

給付奨学金

年額３６万円（月額３万円）を一括で支給

１年間（４月から翌年３月） ５０名程度 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用不可

東北大学
授業料減免制度 在学中 ４年生～６年生

学費支援
入学金・授業料減免
被災者資金支援

４年生～６年生（2023年度現在）
経済的理由により、授業料を納付することが困難であると認められ、かつ、学業成績が優秀であると認められる者、 その他やむを得ない事情があると認められる者
ただし、日本学生支援機構の給付奨学金の申請をすること、又は給付奨学金に申請しない（できない）正当な理由があること 免除・減免

授業料の全額、2/３、半額、1/３相当額

学期毎 予算による 地域の制限なし 学生支援課 併用可 条件有りで併用可

宮城教育大学

授業料免除 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

以下①～④の全てを満たす者

①高等教育の修学支援新制度の対象外である者
②教員になろうとする意志が強く、成績が特に優秀である者
③経済的困窮度が高いと認められる者
④前年度（１年生は前期）において、本学が認めるボランティア活動又は奨励している課外活動に規定の日数取り組んでいる者

免除・減免

授業料の一部を免除

半年毎に審査 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

宮城教育大学
サークルステップアップサポート 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度

大学公認サークル

その他

原則として
　１団体につき１０万円以内
　１団体につき年１回

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

秋田大学
新入生育英奨学資金 その他 入学時のみ 用途を定めない経済的支援

学部新入生のうち、次のいずれかに該当する場合
 　①経済的理由により入学料の納付が著しく困難であると認められる者 
 　②入学前年度に、本人の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡し、または本人もしくは学資負担者が風水害・地震等の災害を受け
たことにより、入学料の納付が著しく困難であると認められる者。

給付奨学金

10万円を給付。ただし、入学料免除許可者については5万円を給付。

一時金のため、給付は一度
限り。

10人程度 地域の制限なし 学生支援・就職課 併用可 併用可

秋田大学
学業奨励金 在学中 卒業年次を除く学部学生

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

・対象者／卒業年次を除く学部学生
・成績優秀者を表彰し、学業奨励金の給付を行う。

給付奨学金

1人　10万円（予定）

一時金のため、給付は一度
限り。

教育文化学部については3名、
医学部については4名、理工学
部については6名、国際資源学
部2名を原則とする。

地域の制限なし 学生支援・就職課 併用可 併用可

山形大学
山形大学山澤進奨学金 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免

学業が極めて優秀で，かつ経済的理由により山形大学への進学が困難な方で，卒業後，山形県の地域振興に貢献してくださる方
給付奨学金
免除・減免

月額５万円の奨学金のほか，授業料を免除
4年間（医学部医学科は6年
間）

８名 地域の制限なし
エンロールメント・マネジメント部学
生支援課

併用可 併用可

山形大学
山形大学エリアキャンパスもがみ土田秀也奨学金 入学手続時

学費支援
入学金・授業料減免

学業が極めて優秀で，かつ経済的理由により山形大学への進学が困難な方で，山形県最上地区の高等学校出身の方。最上地区の発展に強い意欲を有する方
給付奨学金
免除・減免

月額４万円の奨学金のほか，授業料を免除
4年間（医学部医学科は６年
間）

１名 山形県
山形大学エンロールメント・マネジ
メント部学生支援課

併用可 併用可

山形大学
山形大学 YU Do Best 奨学金 在学中 学部3年生（医学部医学科は5年生） 特待生・成績優秀者

学部３年生（医学部医学科は学部５年生）のうち，成績，人物ともに優秀であり，奨学生にふさわしい学生。奨学生は学部長の推薦に基づき学長が選考します。
給付奨学金

月額３万円
2年間 １０名 地域の制限なし

エンロールメント・マネジメント部学
生支援課

併用可 併用可

山形大学
山形大学修学支援事業学生支援奨学金 随時 学費支援

経済的理由により，一時的に授業料等の支払いが困難になった方
貸与奨学金

３０万円まで
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし

エンロールメント・マネジメント部学
生支援課

併用可 併用可

福島大学
しのぶ育英奨学金 在学中 福島大学に1年以上在籍の学生 用途を定めない経済的支援

①福島大学に１年以上在籍する日本人学類生であること。
②経済的に困窮する学業成績優秀な者であること。
③日本学生支援機構給付奨学金や他の団体からの給付奨学金を受けていないこと。

給付奨学金

月額５万円

１年間 ４～５名程度 地域の制限なし 学生・留学生課 併用不可 併用不可

筑波技術大学

授業料免除制度 その他
前期：３月頃
後期：９月頃

入学金・授業料減免

本学の学部または大学院研究科の学生（研究生、科目等履修生及び特別聴講学生を除く）であって、次のいずれかに該当していること。
（１）経済的理由によって納付期限までに授業料の納付が困難であり，かつ，学業成績が基準を満たす場合
（２）当該学生の生計を維持する者の死亡・傷病・失職又は風水害等の被災等（授業料の各期の納入期限前６か月以内（新入学生に対する入学した日の属する期
分の免除に係る場合は，入学前１年以内）又は納期中に発生したもの）による家計急変のため，授業料の納付が著しく困難であると認められる場合
（３）学業成績が優秀であると認められる場合，又は国立大学法人筑波技術大学学生の表彰に関する規程（平成１７年規程第７８号）第２条の規定により表彰された
場合
（４）社会人として入学した場合
（５）私費外国人留学生である場合
（６）その他やむを得ない事情があると認められる場合

免除・減免

授業料の全額または半額または一部（267,900円または133,950円または一部）

半期ごとに1回 予算の範囲内 地域の制限なし
聴覚障害系支援課学生係／視覚
障害系支援課学生係

併用可 併用可

筑波技術大学
入学料免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免

本学の学部または大学院研究科に入学する者（科目等履修生及び研究生としての入学者を除く）であって、次のいずれかに該当していること。
（１）生計を維持する者の死亡・傷病・失職又は風水害等の被災等（入学前1年以内に発生したもの）による家計急変のため、入学料の納付が著しく困難であると認
められる場合
（２）前記に準ずる場合であって、学長が相当と認める事由があるとき

免除・減免

入学料の全額または半額（282,000円または141,000円）

１回限り 予算の範囲内 地域の制限なし
聴覚障害系支援課学生係／視覚
障害系支援課学生係

併用可 併用可

筑波技術大学
入学料徴収猶予制度 入学手続時 その他 入学料の徴収猶予

本学の学部または大学院研究科に入学する者（科目等履修生及び研究生としての入学者を除く）であって、次のいずれかに該当していること。
（１）経済的理由によって納付期限までに納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合
（２）その他やむを得ない事情があると認められる場合 その他

納付する必要がある額全額

入学した年度の2月末日まで
入学料の徴収を猶予する。

対象者全員 地域の制限なし
聴覚障害系支援課学生係／視覚
障害系支援課学生係

併用可 併用可

筑波技術大学
授業料徴収猶予制度 その他

前期：３月頃
後期：９月頃

その他 授業料の徴収猶予

本学の学部または大学院研究科の学生（研究生、科目等履修生及び特別聴講学生を除く）であって、次のいずれかに該当していること。
（１）経済的理由によって納付期限までに授業料の納付が困難であり、かつ、学業成績が基準を満たす場合
（２）生計維持者の死亡・傷病・失職又は風水害等の被災等による家計急変のため，授業料の納付が困難と認められる場合
（３）その他やむを得ない事情があると認められる場合

その他

納付する必要がある額全額 前期分については8月末日ま
で、後期分については2月末
日まで、授業料の徴収を猶
予する。

対象者全員 地域の制限なし
聴覚障害系支援課学生係／視覚
障害系支援課学生係

併用可 併用可

茨城大学

入学料免除 入学手続時 入学金・授業料減免

（対象者）
・入学前1年以内に入学するものの学資負担者が死亡した場合
・入学前1年以内に入学する者若しくは学資負担者が風水害等の影響を受けた場合
・その他やむを得ない事情がある場合
（選考基準）
家計の基準により審査のうえ、決定する
※高等教育の修学支援新制度の対象者は申請不可

免除・減免

入学料の全額又は半額

入学年度のみ
基準に該当する者全員を対象と
している

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

茨城大学

授業料免除 入学後 入学金・授業料減免

（対象者）
・学資負担者が非課税、又は学生本人が社会的養護を必要とする者である場合
・経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合
・申請前6か月以内（新入生の入学した日の属する学期の免除に係る場合は入学前1年以内）において学資負担者が死亡、又は学生若しくは学資負担者が風水害
等を受け、授業料の納付や著しく困難であると認められる場合
・その他やむを得ない事情がある場合
（選考基準）
学力基準及び家計基準により審査のうえ、決定する
※高等教育の修学支援新制度の対象者は申請不可

免除・減免

授業料の全額又は半額若しくは1/4額を免除

半期ごと
基準に該当する者全員を対象と
している

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

筑波大学

筑波大学学生奨学金「つくばスカラシップ」 在学中
申請時期については大学ホームページ/キャンパスライフ/奨学金・学生
生活の支援/奨学金・修学支援/筑波大学学生奨学金「つくばスカラシッ
プ」を参照してください。

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援
その他

育児支援、緊急支援

【１】緊急時の経済支援
　　　家計支持者の死亡、やむを得ない事由による失職など
【２】国際的医学研究人養成コース学生への経済支援
　　　医学群医学類国際的医学研究人養成コース，または人間総合科学研究科（医学の課程）に在学する者など
【３】育児支援
　　　教育・保育施設、認可外保育施設等に入所している小学校就学の始期に達するまでの子どもを養育する者など
【４】学業成績優秀者支援
　　　学群２年次の者など
【５】大学院進学奨励支援
　　　学群４年次の者など

詳細については、大学ホームページ/キャンパスライフ/奨学金・学生生活の支援/奨学金・修学支援/筑波大学学生奨学金「つくばスカラシップ」を参照してくださ
い。
https://www.tsukuba.ac.jp/campuslife/support-scholarship/scholarship-tsukuba/

給付奨学金

【１】一時金２０万円
【２】学群月額５万円、大学院月額８万円
【３】保育料月額の半額を支給（上限2万円）
【４】一時金１０万円
【５】一時金１０万円 【１】１回限り

【２】１年間
【３】６カ月
【４】１回限り
【５】１回限り

【１】予算の範囲内で申請のあっ
た人数
【２】若干名
【３】予算の範囲内で申請のあっ
た人数
【４】約５０名
【５】約５０名

地域の制限なし 学生部学生生活課経済支援 併用可 併用可

群馬大学
入学検定料免除 学校出願時 被災者資金支援

群馬大学の受験生であって，東日本大震災及び風水害等の災害に罹災した志願者が対象

免除・減免

学部入試 17,000円
編入学試験・大学院入試 30,000円
専攻科入試  16,500円

出願時 制限なし 地域の制限なし 学務部学生受入課 併用可 併用可

群馬大学

群馬大学学生海外派遣支援事業奨励金 在学中 学年は問わない 留学費用支援制度

①全学生対象（JASSO海外留学支援制度との併給は認めない）
（１）派遣交換留学（学生交流協定締結大学への１学期以上１年以内の留学）に参加する本学の正規課程に在籍する学部生及び大学院生
（２）本学が実施する海外研修プログラムに参加する本学の正規課程に在籍する学部生及び大学院生
（３）その他学長が認める海外派遣プログラムに参加する本学の正規課程に在籍する学部生及び大学院生
（４）前３号のほか，学長が特に認める海外で行われる事業等に参加する本学の正規課程に在籍する学部生及び大学院生

給付奨学金

対象事業の内容，人数，期間及び地域を勘案し，役員会の議を経て学長が決定する。
GFL（グローバルフロンティアリーダー）プログラムについては特別手当あり。

各参加学生のプログラム参
加期間

予算の範囲内で決定 地域の制限なし 群馬大学学務部国際課 併用可 併用不可

群馬大学

群馬大学基金による「留学（派遣）経費補助事業」による奨学金 在学中 学年は問わない 留学費用支援制度

日本学生支援機構（以下、「JASSO」という）海外留学支援制度奨学金等の受給決定者のうち、JASSO第１種奨学金の採用基準（家計基準）を満たしている学生

給付奨学金

JASSO 海外留学支援制度による奨学金と同額とし、詳細は以下のとおり。
「国家公務員等の旅費に関する法律」（昭和２５年法律第１１４号）及び「国家公務員等の旅費支
給規程」（昭和２５年大蔵省令第４５号）による地区の区分により、月額で、「指定都市」は
100,000 円､「甲地方」は80,000 円、「乙地方」は70,000 円、「丙地方」は60,000 円とする。GFL 
プログラムはJASSO の規則に基づき、JASSO の支給金額と同額まで支給する。群馬大学学生
海外派遣支援事業奨励金を受給する学生もこれと同額とする。
なお、オンライン留学は留学期間に関わらず30,000 円を上限とする。

（1）３ヵ月以上の長期留学・
研修：２か月分
（2）３ヵ月未満の短期留学・
研修：１か月分
（3）オンライン留学：１回

年間30 人程度（留学の期間や予
算等により変動する）

地域の制限なし 群馬大学学務部国際課 併用可 併用可

群馬大学
群馬大学基金「駆けろ、世界を！」グローバルチャレンジプログラム 在学中 学年は問わない 留学費用支援制度

本学に在籍する正規学生あるいは正規学生で任意に構成する学生グループで「グローバルチャレンジプログラム」に採択された者
給付奨学金

１件あたり上限５０万円（往復航空賃（実費）、授業料・プログラム参加費用、留学期間中の活動
支援費用） １回

特に定めなし（採択件数は１年度
に原則３件）

地域の制限なし 群馬大学学務部国際課 併用可 併用不可

群馬大学 卓越した学生に対する授業料免除 在学中 全学年 入学金・授業料減免
群馬大学の学部及び大学院に在籍する卓越した学生を対象とする。

免除・減免
学費相当額

後期 64名 地域の制限なし 学務部学生支援課学生生活係 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

埼玉大学 【埼玉大学基金奨学金】白楽ロックビル奨学金 その他 ４年次に在籍する学生から成績優秀な者を大学が選抜する 学費支援
理学部分子生物学科および生体制御学科に在籍する４年次生から選抜する。支給は１回限り。

給付奨学金
年額２万円

１回限り ２名（各学科１名づつ） 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】MARELLI奨学金 在学中 １１月頃 学費支援

理学部・工学部の３～４年次生で経済的な事情のある者
※４年次生は埼玉大学理工学研究科博士前期課程に進学予定であること。 給付奨学金

年額３０万円
最長で博士前期課程２年次
在籍まで

４名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用不可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】エネグローバル奨学金 入学後 学費支援

工学部情報工学科の在籍生から該当する者を大学が選抜する
・区分A…当該年度の後期授業料免除適用者のうち成績優秀な者
・区分B…埼玉大学大学院理工学研究科博士前期課程へ進学が決定している者のうち成績優秀な者

給付奨学金

年額５万円

１回限り
・区分A…２０名程度
・区分B…１６名

地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】大栄不動産奨学金 在学中

２年次在籍時の５～７月頃
※３年次生以上でも募集することがある

学費支援

教養学部・経済学部の２年次生より１名、理学部・工学部の２年次生より１名を募集。ただし日本人学生に限る。

給付奨学金

年額３０万円
３年間（４年次まで）
※毎年度、継続の審査を受
ける

各学年２名
※原則、２年次生から新規奨学
生を募集するが、他の学年で定
員に空きが出た場合は募集を行
う。

地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用不可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】デジタルベリー奨学金 在学中 毎年度５～９月 学費支援

教養学部生対象
給付奨学金

年額１０万円
１回限り

４名（2023年度募集）
※寄附額によって毎年度異なる

地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学 【埼玉大学基金奨学金】武島（志方）明子奨学金 在学中 ３年次生秋ごろ 学費支援
教育学部３年次生（日本人学生）

給付奨学金
年額３万円

１回限り １名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】高脇基礎工事奨学金 在学中 ２・３年次生秋ごろ 学費支援

工学部環境社会デザイン学科２～３年次生
※３年次生は埼玉大学大学院理工学研究科に進学予定であること 給付奨学金

年額５０万円
１回限り ２名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】祐昭奨学金 入学後 学費支援

教育学部４年次生から該当する者を大学が選抜する
・埼玉大学大学院専門職学位課程教育学研究科へ進学する者のうち、経済的に困窮している者 給付奨学金

年額１０万円
１回限り ２名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】大志奨学金 在学中 ３・４年次６～７月頃 学費支援

工学部機械工学・システムデザイン学科３～４年次生（日本人学生）
※大学院生を優先して選抜する 給付奨学金

年額１０万円
１回限り ２名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

埼玉大学
【埼玉大学基金奨学金】Max会奨学金 入学後 学費支援

教養学部２年次生から該当する者を大学が選抜する
・経済的に困窮している者のうち、成績優秀者 給付奨学金

年額２万円
１回限り ３名 地域の制限なし 学生支援課奨学支援担当係 併用可 併用可

千葉大学
経済的に困窮かつ優秀な学生に対する奨学金 その他 各年度１回募集 特待生・成績優秀者

経済的に困窮かつ優秀な成績を修めている学生に対し奨学金を支給
授業料全額免除者より各学部及び大学院各課程成績優秀者１名 給付奨学金

年額１０万円（変更の可能性あり）
地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

千葉大学 家計急変者への就学支援 その他 急変発生時 用途を定めない経済的支援
家計支持者の死亡や、風水害等の災害により家計が急変した者に対し奨学金を支給（年間人数制限あり）

給付奨学金
１０万円（変更の可能性あり）

地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

電気通信大学

ＵＥＣ学域奨学金 入学後 その他 修学支援

（奨学生数）
　情報理工学域昼間コースの１年次から４年次

（申請資格）
情報理工学域昼間コースに在籍し、次のいずれにも該当する者

1. １年次にあっては一般入学試験を受験し入学した者、２年次生にあっては１年次の学業成
　績のＧＰＡが２．５以上かつ修得単位数が３１単位以上である者、３年次生にあっては２年
　次までの学業成績のＧＰＡが２．５以上かつ修得単位数が６２単位以上かつ２年次終了審査
　に合格している者、４年次生にあっては３年次までの学業成績のＧＰＡが２．５以上かつ修
　得単位数が９３単位以上かつ卒業研究着手審査に合格している者

2. １年次入学以降、前年度までの在学期間が最短であること

3. 本学の教育活動及び広報活動等に自ら協力し、大学の発展に貢献する意欲のある者

給付奨学金

年額20万円の奨学金を2期に分割のうえ支給

1年間
情報理工学域昼間コースの１年
次から４年次の各年次において
原則として男子５名、女子５名

地域の制限なし 学生課学生係 併用可 併用可

電気通信大学
ＵＥＣ成績優秀者特待生制度 その他 公募しない 特待生・成績優秀者

学域（昼間コース）2～4年生
前年度までの学業成績に基づき決定 給付奨学金

年額50万円
1年間

学域（昼間コース）2～4年生　各
学年3名

地域の制限なし 学生課学生係 併用可 併用可

東京大学

東京大学さつき会奨学金 その他
本学一般入試・推薦入試出願予定の11月上旬（予定）

用途を定めない経済的支援

申請資格：本学一般入試・推薦入試出願予定者で下記項目全てに該当する女子。
（１） 日本の高等学校又は中等教育学校を卒業又は卒業見込みの者、高等専門学校第３学年を修了した者又は修了見込みの者。
（２） 本学学部１年生に入学予定の者で、本学に強く入学を志望する者。
（３） 本学入学後に自宅外から通学せざるをえない者であること（自宅から大学までの通学時間が有料特急を利用しない場合に、徒歩を除いて 1 時間 30 分以
上）。
（４） 成績・人物とも優秀（調査書の学習成績概評がＡ以上）で、大学進学において経済的支援が必要と認められる者。
（５） 卒業（見込み）の高等学校長等（以下、「学校長」という。）が推薦する者。
（６） 入学後にさつき会が行う面談（年に１回を予定）に出席でき、さつき会の活動に積極的に参加できる者。

※詳細は本学ホームページの下記参照
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/welfare/h02_12.html

給付奨学金

①月額5万円
②入学時に入学支援金（30万円）を支給

①学士課程における標準修
業年限の期間
②入学時に１回限り

若干名 地域の制限なし
東京大学教育・学生支援部奨学
厚生課奨学チーム

併用可 併用可

東京大学

東京大学学部学生奨学金 その他 出願する年度の1月中～下旬（予定） 用途を定めない経済的支援

申請資格：本学一般入試・推薦入試出願予定者で下記の項目すべてに該当する者。
（１） 日本の高等学校又は中等教育学校を卒業した者または卒業見込みの者、高等専門学校第３学
年を修了した者または修了見込みの者。（高等学校卒業程度認定試験合格者を含む）。
（２）本学学部 1 年生に入学予定の者で、本学に強く入学を志望する者。
（３） 成績・人物とも優秀（調査書の学習成績概評がＡ以上）で、大学進学において経済的支援が
必要と認められる者。
（４） 卒業（見込み）の高等学校長等（以下、「学校長」という。）が推薦する者。

※詳細は本学ホームページの下記を参照。
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/students/welfare/h02_18.html

給付奨学金

年額50万円

入学後1年間 2名 地域の制限なし
東京大学教育・学生支援部奨学
厚生課奨学チーム

併用可 併用可

東京医科歯科大学
小林育英会奨学金 在学中

歯学科５年、口腔保健学科３年
成績優秀者より選出

特待生・成績優秀者

対象学年：歯学科5年(4名)、口腔保健学科3年(2名)
資格・条件：成績優秀者
給付目的：歯学教育助成のため

給付奨学金

給付額：受給者1名あたり年額20万６千円(2021年度実績）を一括で給付。

一括での支給 歯学科４名、口腔保健学科２名 地域の制限なし 学生支援事務室 併用可 併用可

東京医科歯科大学
修学支援基金 在学中 全学年申請可能 用途を定めない経済的支援

対象学年・学部：全学年全学科
資格：経済的理由により修学困難な学生
給付目的：経済的支援のため

給付奨学金

金額：月額3万円を1年間給付(合計年額36万円)

１名 地域の制限なし 学生支援事務室 併用可 併用可

東京医科歯科大学

入学料減免制度（大学独自） 在学中 原則１年生 入学金・授業料減免

対象学年：新入生
学部：全学部
資格・条件：入学前1年以内において、学部に入学する者の学資を主として負担している者が死亡し、
　　　　　　又は学部に入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた者
目的：経済的支援のため

免除・減免

入学料の全額及び半額

地域の制限なし 学生支援事務室 併用可 併用可

東京医科歯科大学

授業料減免制度（大学独自） 在学中 全学年 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
資格・条件：経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者
目的：経済支援

免除・減免

授業料の全額及び半額

地域の制限なし 学生支援事務室 併用可 併用可

東京外国語大学

大学独自の授業料免除制度 入学後 入学金・授業料減免

学部生に対する授業料免除については高等教育の修学支援新制度による授業料免除を優先して実施しているため、まずは当該制度への申請を行うこと。なお、大
学進学前の高校在籍時の予約採用のほか、入学後の在学採用への申請が可能。

高等教育の修学支援新制度の支援対象とならない者については、学資負担者の死亡や風水害の罹災といったやむを得ない事由による申請、コロナ禍における家
計急変による申請に対して授業料免除を実施する。

上記の授業料免除については1年～4年生の全学生が対象、前半期の授業料免除申請は４月初旬、後半期の授業料免除申請は10月初旬にそれぞれ大学ウェブ
サイトより申請を開始すること。

免除・減免

全額免除、半額免除あるいは一部免除。

前半期と後半期に分けて授
業料免除を実施

人数の制限はないが、予算の範
囲内で実施する。

地域の制限なし 学生課 併用不可 併用可

東京学芸大学
学芸むさしの奨学金（緊急支援） 随時 用途を定めない経済的支援

家計支持者の死亡、重病若しくは重大な事故等により家計が急変し、または災害救助法、天災融資法等の適用を受ける地震・火災・風水害等の被害若しくはこれ
らの災害に準ずる程度の被害により家計が急変し、修学が困難になった者 給付奨学金

３０万円又は１５万円
１事由につき１度限りの給付 若干名（予算の範囲内） 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

東京学芸大学
学芸むさしの奨学金（学資支援） その他 1年生～4年生（各学期毎に申請） 学費支援

学部学生のうち、国の「高等教育の修学支援新制度」の家計基準・学業成績基準を満たしているにもかかわらず、年齢要件や再申請不可などの理由により、同制
度の支援を受けられない学生。 給付奨学金

半期１０万円
１回限り（各学期毎に申請） 半期15名程度 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

東京芸術大学
安宅賞奨学基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

美術及び音楽学部学生で成績優秀な者を対象に給付している。
給付奨学金

美術学部（学部・大学院）／24,000円
音楽学部／36,000円 １回限り

美術／20名
音楽／15名

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 平山郁夫奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術学部学部学生及び大学院生で、優秀な成績を修めた者に対し奨学金を給付している。

給付奨学金
美術学部(学部・大学院)／200,000円

１回限り 11名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 Ｏ氏記念賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術（学部・大学院）油画選考の学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
美術学部油画(学部・大学院)／金額未定

１回限り ①年間6名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 俵奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術研究科絵画専攻(版画)学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
美術研究科絵画専攻(版画)／200,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 久米桂一郎奨学基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
油画専攻及び彫刻科学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
美術学部油画・彫刻／未定

１回限り 毎年7名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 原田賞奨学基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
工芸学生で成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
美術学部工芸科（学部・大学院）／未定

１回限り 毎年4名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 藤野奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
金工学生で成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
美術学部鍛金(学部・大学院)実材履修者を含む美術教育(工芸教育)／未定

１回限り 毎年2名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
吉田五十八奨学基金・吉田五十八修了制作賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

建築科学生で、成績優秀な者を対象に給付している。また、建築科大学院生で、修了制作が優秀な者を対象に表彰している。
給付奨学金
その他

①吉田五十八奨学基金対象者／給付額：美術学部建築(学部2・3・4年・大学院)／未定
②吉田五十八修了制作賞対象者／表彰状：大学院美術研究科修士課程（建築科）2年 １回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 長谷川良夫奨学基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
作曲科学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
音楽学部作曲科3,4年／100,000円又は200,000円

１回限り 毎年2名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 松田トシ奨学基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
音楽学部声楽科の学生で、優秀な成績を修めた者に対し奨学金を給付している。

給付奨学金
音楽学部声楽科4年／200,000円

１回限り 毎年2名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 クロイツァー記念賞奨学資金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
楽器(ピアノ)専攻学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
大学院音楽研究科修士課程(ピアノ)2年／100,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 宮城賞奨学資金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
邦楽箏曲専攻学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
音楽学部邦楽科(箏曲)3・4年／100,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 常英賞基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
邦楽科の学生で、成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
音楽学部邦楽科4年／100,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 野村美術賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
大学院美術研究科博士後期課程の学生で、特に優秀な者に給付している。

給付奨学金
大学院美術研究科博士後期課程／800,000円

１回限り 毎年4名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
上野芸友賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

画科(油画)、絵画専攻(油画・版画・壁画・油画技法・材料)の学生で、学業成績優秀な者を対象に給付している。
給付奨学金

美術学部絵画科（油画）絵画専攻（油画・版画・壁画・油画技法・材料）／総額500，000円（1人
100,000円） １回限り 毎年5名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 伊達メモリアル基金（「アリアドネ・ムジカ賞」） その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
ピアノ専攻の学生で成績優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
音楽学部ピアノ専攻2年／300,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
お仏壇のはせがわ賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

文化財保存学（保存修復）修了見込者で修士作品または修士論文が特に優秀な者を対象に給付している。
給付奨学金

大学院美術研究科修士課程・文化財保存学（保存修復）修了見込者／500,000円の範囲で1名
または複数名に給与および賞状授与 １回限り 毎年1～2名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学

武藤舞基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

音楽環境創造科および声楽科学生で成績優秀な者を対象に給付する奨学金と、音楽学部又は音楽研究科および国際芸術創造研究科の学生の教育研究活動の
ための助成金として給付している。

給付奨学金

武藤舞奨学金：音楽環境創造科生2名の他、音楽環境創造科（学部生および大学院・音楽音響
創造、芸術環境創造生）および声楽科（学部生・大学院生）から3名／各300,000円
武藤舞音楽環境創造教育研究助成金：音楽学部又は同大学院音楽研究科および国際芸術創
造研究科に在籍する学生が企画運営の中核となる事業／1件最大500,000円（助成総額年間
200万円まで）

１回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 中能島賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
箏曲専攻の大学院生で成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
箏曲（大学院生）1名／50,000円

１回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 北田文化財保存科学賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
文化財保存学専攻保存科学研究分野博士後期課程修了見込者の学生で、修了論文が優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
文化財保存学専攻保存科学研究分野博士後期課程修了見込者1名または2名／1名100,000
円

１回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
平山郁夫文化芸術基金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

美術及び音楽学部生、美術・音楽・映像研究科大学院生で、優秀な成績を修めた者に対し奨学金を給付している。
給付奨学金

美術・音楽学部／200,000円、美術・音楽・映像・国際芸術創造研究科／300,000円
１回限り

毎年4名（美術・音楽・映像・国際
から各1名）

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 静岡銀行賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
文化財保存学において優秀な成績を修めた者に対し奨学金を給付している。

給付奨学金
美術研究科文化財保存学専攻の博士後期課程3年／給付額未定

１回限り 毎年1名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
藝大クラヴィーア大賞・藝大クラヴィーア賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

ピアノ科の学生で、成績優秀な者を対象に給付。
給付奨学金

音楽学部ピアノ科（大学院）／200,000円（クラヴィーア大賞）
音楽学部ピアノ科（学部・大学院）／100,000円又は50,000円（クラヴィーア賞） １回限り

毎年1名（クラヴィーア大賞）
未定（クラヴィーア賞）

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
宗次德二特待奨学生 入学手続時 特待生・成績優秀者

音楽学部・音楽研究科の学生で、次世代の音楽界を担うことが期待される者を選考し給付する。

給付奨学金

学部　：器楽科ピアノ、弦楽、管打楽専攻
大学院：声楽専攻、オペラ専攻
入学時1,000,000円、在学期間年額500,000円

最短修業年限（ただし、学部
学生は３年進級次に学内成
績等により更新審査を行う）

学部　：器楽科ピアノ、弦楽、管
打楽専攻　各1名
大学院：声楽専攻、オペラ専攻
各1名

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 藝大デザイン賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
ザイン科学生で優秀な成績を修めた者に対しトロフィー及び表彰状を授与する。

その他
美術学部デザイン科4年・大学院美術研究科修士課程2年／トロフィー及び表彰状

1回限り 毎年5名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 藝大デザインN賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
修了制作の芸術表現において際立った創造性を発揮した者、又は独自の視点で新たな表現領域を開拓した者を対象に給付する。

その他
大学院美術研究科修士課程／未定

1回限り 毎年1～2名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 平成藝術賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術学部卒業作品・卒業論文から特に優秀と認められる者を対象に給付する。

給付奨学金
美術学部4年／300,000円

1回限り 毎年7～8名程度 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 佐藤一郎奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
大学院美術研究科修士課程絵画専攻（油画技法・材料）または大学院美術研究科博士後期課程（油画）に在籍する学生のうち、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
大学院美術研究科修士課程（油画技法・材料）、大学院美術研究科博士後期課程（油画）／
100,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 若杉弘メモリアル基金賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
指揮科の学生で、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
音楽学部指揮科／200,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 長野羊奈子賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
音楽研究科博士後期課程（声楽）の学生で、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
大学院音楽研究科博士後期課程（声楽）／20,000円

1回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 毛利準賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
音楽研究科博士後期課程（声楽）の学生で、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
大学院音楽研究科博士後期課程（声楽）／30,000円

1回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 河北賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
デザイン専攻の学生で、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
デザイン専攻（学部3年・大学院）／200,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 Artの力賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術学部及び大学院美術研究科修士課程を卒業・修了見込の学生のうち、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
美術学部4年・大学院美術研究科修士課程2年／500,000円

1回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 早暁賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術学部及び大学院美術研究科修士課程を卒業・修了見込の学生のうち、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
美術学部4年・大学院美術研究科修士課程2年／500,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
宮田亮平奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

美術学部及び音楽学部の学生のうち、成績優秀な者を対象に給付する。
給付奨学金

美術学部3年生以上／100,000円
音楽学部3年生以上／80,000円 1回限り

美術学部8名
音楽学部10名

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 あさかぜ賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
大学院美術研究科博士後期課程を修了見込の学生のうち、論文のみで博士学位審査を行った者で成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
大学院美術研究科博士後期課程／250,000円

1回限り 毎年1～2名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 長唄東音会賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
三味線音楽専攻学生で、実技の成績を主に優秀な者を対象に給付している。

給付奨学金
音楽学部邦楽科（三味線音楽）3・4年／25,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 京成電鉄藝術賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
美術学部及び大学院美術研究科修士課程を卒業・修了見込の学生のうち、成績優秀な者を対象に給付する。

給付奨学金
美術学部4年・大学院美術研究科修士課程2年／200,000円

1回限り 毎年1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 佐々木成子賞奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
音楽学部声楽科を卒業見込の学生のうち、優秀な成績を修めた者に対し奨学金を給付する。

給付奨学金
音楽学部声楽科4年／30,000円

1回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
藝大ピアノコンクール基金 入学後 特待生・成績優秀者

ピアノを専攻する学生（音楽附属高校生徒・学部生・大学院生・別科生）を対象として藝大ピアノコンクールを開催し、コンクールにて優秀な成績を修めた者に対し奨
学金を給付する。 給付奨学金

第1位／100,000円
第2位／50,000円
第3位／30,000円

1回限り 3名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 JX金属賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
鍛金研究室に在籍し、学業成績が特に優秀であるとみとめられた者に給付する。

給付奨学金
鍛金専攻（美術学部・美術研究科）／200,000円

1回限り 1名 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学 小川尚子賞海外派遣奨学金 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者
大学院音楽研究科にて声楽・オペラを専攻する学生のうち、海外留学、研修その他海外における研究活動を希望する者に対し奨学金を給付する。

給付奨学金
大学院音楽研究科　声楽・オペラを専攻する学生／500,000円

1回限り 未定 地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京芸術大学
藝大音楽エメラルド賞 その他 指名制（申請不可） 特待生・成績優秀者

音楽学部及び大学院音楽研究科の正規生で、海外留学、研修等を希望する者のうち、成績優秀な者に対し奨学金を給付する。

給付奨学金

音楽学部・大学院音楽研究科　正規生（声楽・オペラ、ピアノ、オルガン、弦楽、管打楽、室内
楽、古楽）／450,000円

1回限り
未定

地域の制限なし 学生課奨学係 併用可 併用可

東京工業大学

大隅良典記念奨学金 その他 学校出願前
特待生・成績優秀者
学費支援

・募集時点で高等学校等に在学し、次の年の4月に学士課程に入学を希望する者。学院は問わない。
・学業成績が特に優秀（高等学校等の第1年次から申込時までの全履修科目の評定平均値
が４．３以上相当）で、経済的支援が必要で更に学業の発展向上が期待できる者。
・高等学校等の対象所在地域：埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県を除く地域で自宅からの通学が困難な学生（地方出身者枠）か、または親が4年制の大学を卒業
していない者（ファーストジェネレーション枠）のいずれか。
・本人が属する世帯の税込年収の合計が給与所得の場合支払金額が８００万円未満の者、給与所得外の場合所得金額が３３７万円未満の者。
・日本国籍である者及び永住者等の在留資格を持つ者。

給付奨学金

月額5万円

最短修業年限 20名以内 地域の制限なし 学生支援課経済支援グループ 併用可 併用不可

東京工業大学
手島精一記念奨学金 在学中 学士課程2年次

特待生・成績優秀者
学費支援

・4月現在、学士課程２年次に在学する者。所属（院・系）は問わない。
・学業成績が特に優秀で、更に学業の発展向上が期待できる者。
・本人が属する世帯の税込年収の合計が給与所得の場合支払金額が８００万円未満の者、給与所得外の場合所得金額が３３７万円未満の者。
・日本国籍である者及び永住者等の在留資格を持つ者。

給付奨学金

月額5万円

最短修業年限 3名以内 地域の制限なし 学生支援課経済支援グループ 併用可 併用不可

東京工業大学
多田記念奨学金【2023年度より募集開始】 在学中 学士課程在学者

特待生・成績優秀者
学費支援

・４月現在、学士課程に在学する者。所属（院・系）は問わない。
・学業成績が特に優秀で、更に学業の発展向上が期待できる者。
・本人が属する世帯の税込年収の合計が給与所得の場合支払金額が８００万円未満の者、給与所得外の場合所得金額が３３７万円未満の者。
・日本国籍である者。

給付奨学金

月額３万円

最短修業年限 若干名 地域の制限なし 学生支援課経済支援グループ 併用可 併用可

東京工業大学
みらい創造高専起業奨学金 その他

学校出願前
学士課程編入学者

特待生・成績優秀者
学費支援

・募集時点で高等専門学校を卒業した者又は在学中の者で、翌年4月に学士課程に編入学を希望する者。編入学を希望する学院・系は問わない
・学業成績が特に優秀で、更に学業の発展向上が期待できる者
・学士課程卒業後は修士課程に進学する予定の者
・将来、自らが学んだ技術・研究を生かした起業に意欲・興味のある者

給付奨学金

月額5万円

最短修業年限 ２名以内 地域の制限なし 学生支援 課経済支援グループ 併用可 併用可

横浜国立大学
峰沢国際交流会館 その他 2月上旬から2月中旬 寮制度

対象：学部、大学院の新入生および在学生が対象
資格：世帯収入900万円以下（給与収入）、492万円以下（給与外収入）
入居期間：2年以内

その他

賃料　5,700円/月　共益費　5,040円/月
※共益費にはインターネット代を含む。
※電気代、水道代は別途負担。

地域の制限なし
学務・国際戦略部学生支援課学
生支援係

条件有りで併用可 条件有りで併用可

横浜国立大学

大岡インターナショナルレジデンス 随時 寮制度

対象・資格：本学学生・特になし
入居期間：修業年限

その他

【ワンルーム】
賃料　33,000円/月　共益費　10,000円/月　入居一時金　55,000円
※共益費にはインターネット代、水道代を含む。
※電気代、コインランドリー、シャワー代は別途負担。
【１K】
賃料　60,000円/月　共益費　7,000円/月　入居一時金　66,000円
※共益費にはインターネット代を含む。
※電気代、ガス代、水道代は別途負担。

地域の制限なし
学務・国際戦略部学生支援課学
生支援係

併用可 併用可

横浜国立大学

常盤台インターナショナルレジデンス 随時 寮制度

対象・資格：本学学生・特になし
入居期間：修業年限

その他

【シェアユニットタイプ】
賃料　32,500/月　共益費　6,000円/月　水道光熱費　13,200円/月　入居一時金　55,000円
【プライベートタイプ】
賃料　43,500円/月　共益費　6,000円/月　水道光熱費　13,200円/月　入居一時金　55,000円
※水道光熱費には電気・ガス・水道・インターネット代を含む。 地域の制限なし

学務・国際戦略部学生支援課学
生支援係

併用可 併用可

横浜国立大学

ＹＮＵ大澤奨学金 在学中 学部2年生 用途を定めない経済的支援

本学の学部の正規課程に在籍する２年生の日本人学生（外国人留学生は対象外）で、成績優秀でかつ経済的理由により修学が困難な者を対象とする。原則とし
て、他の給付型奨学金との併給は不可とするが、高等教育の修学支援新制度による日本学生支援機構給付奨学金については併給を可とする。奨学生に採用され
た場合に、大学が開催する「目録贈呈式」等に参加することを義務とする。

給付奨学金

50,000円／月額
学部卒業までの３年間支給。
引き続き本学大学院修士
（博士前期）課程に進学する
場合は、修士（博士前期）課
程２年間も支給。継続審査あ
り。

採用人数：４～５名 地域の制限なし
学務・国際戦略部学生支援課経
済支援係

併用可 併用不可

横浜国立大学
Ｙ60奨学金（ショートビジット奨学金） 在学中 全学年 留学費用支援制度

本学に在籍する学部生および大学院生　成績、家計の基準有
給付奨学金

50,000円／名
1回限り 予算による 地域の制限なし

学務・国際戦略部グローバル推進
課留学交流係

併用不可 条件有りで併用可

横浜国立大学
国際学術交流奨励事業（国際会議等出席・海外調査研究等） 在学中 全学年

研修支援制度
研究費支援
課外活動支援制度

本学に在学する学部生および大学院生

給付奨学金

100,000円・150,000円・200,000円（地域により異なる）、30,000円（オンライン参加）

1回限り 予算による 地域の制限なし
学務・国際戦略部グローバル推進
課留学交流係

併用可 条件有りで併用可

横浜国立大学
YNU竹井准子記念奨学金 在学中 学部１年生 用途を定めない経済的支援

本学の学部の正規課程に在籍する1年生の日本人女子学生（外国人留学生は対象外）で、母子父子家庭または両親のいない家庭の者で、成績優秀かつ経済的理
由により修学が困難な者を対象とする。原則として、他の給付型奨学金との併給は不可とするが、高等教育の修学支援新制度による日本学生支援機構給付奨学
金については併給を可とする。奨学生に採用された場合に、大学が開催する「目録贈呈式」等に参加することを義務とする。

給付奨学金

50,000／月額
学部卒業までの４年間支給。
継続審査あり。

３名 地域の制限なし
学務・国際戦略部学生支援課経
済支援係

併用可 併用不可

横浜国立大学
横浜国立大学交換留学（派遣）奨学金 在学中 どの学年でも受給可。交換留学に派遣される時に受給。 留学費用支援制度

本学に在学する学部生および大学院生
給付奨学金

6～8万円/月（日本学生支援機構海外協定派遣の金額と地域に準ずる）
派遣期間

予算範囲内による（JASSO採択
がなかったときのみ）

地域の制限なし
学務・国際戦略部グローバル推進
課留学交流係

併用不可 併用不可

横浜国立大学
新入生スタートアップ支援金 その他 入学時のみ3～4月初旬募集 用途を定めない経済的支援

本学の学部の正規課程に入学する１年生の日本人学生（外国人留学生は対象外）で、成績優秀かつ経済的理由により修学が困難な者（当面の間、世帯年収が
271万円未満（税込）の世帯の者）を対象とする。他の奨学金との併給は可。 給付奨学金

150,000円/１回
1回限り 20名程度 地域の制限なし

学務・国際戦略部学生支援課経
済支援係

併用可 併用可

横浜国立大学

八幡ねじ・鈴木建吾奨学金 在学中 学部２年生、修士（博士前期）課程１年生 用途を定めない経済的支援

学部または大学院の正規課程に在籍する日本人学生（外国人留学生は対象外）で、以下の条件を満たしており、成績優秀かつ経済的理由により修学が困難な者
を対象とする。
・（学 部 生）経済学部、経営学部、都市科学部都市社会共生学科の２年生
・（大学院生）先進実践学環修士課程の１年生または理工学府、環境情報学府、都市イノベーション学府の博士課程前期１年生
原則として、他の給付型奨学金との併給は不可とするが、高等教育の修学支援新制度による日本学生支援機構給付奨学金については併給を可とする。奨学生に
採用された場合に、大学又は寄付者が開催する「目録贈呈式」等に参加することを義務とする。

給付奨学金

50,000円/月額 学部生：学部卒業までの３年
間支給
大学院生：大学院修了まで
の２年間支給。
いずれも継続審査あり。

３名 地域の制限なし
学務・国際戦略部学生支援課経
済支援係

併用可 併用不可

横浜国立大学
横浜国立大学学術交流奨励事業（交換留学派遣生奨学金） 在学中 どの学年でも受給可。交換留学に派遣される時に受給。 留学費用支援制度

本学に在学する学部生および大学院生
給付奨学金

100,000円
派遣期間に関わらず一律１
人１回のみ

10名以内（令和5年度予定） 地域の制限なし
学務・国際戦略部グローバル推進
課留学交流係

併用不可 併用不可

上越教育大学 上越教育大学くびきの奨学金 入学後 学費支援
日本学生支援機構の給付奨学生を除く，授業料免除選考基準に該当する１～４年生の学校教育学部学生を対象とする。

給付奨学金
前期・後期各　80,000円。

前期・後期　各１回 10人程度 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

新潟大学

輝け未来！！新潟大学入学応援奨学金 その他 申請期間：令和５年９月25日（月）～11月24日（金）
寮制度
用途を定めない経済的支援

高等学校（中等教育学校を含む）を令和6年3月卒業見込みの者で，次の１～４の要件すべてを満たす者
１　令和５年度１学期又は前期までの評定平均値が3.5以上の者
２　新潟大学の総合型選抜，学校推薦型選抜，または一般選抜（前期日程）に出願し，合格した場合は入学を確約できる者
３　世帯の令和４年における収入と所得の総合計が収入基準額以下である者
４　本学の広報活動への協力や報告会等への参加が可能な者

給付奨学金
その他

①40万円（使途を限定しないため，入学に掛かる費用に広くお使いいただけます）
②学生寮入居枠の優先確保（希望者のみ）

①１回限り（入学前に給付）
②入学時

50名 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学
新潟大学学業成績優秀者奨学金 その他 申請によらず，各学部長の推薦により学長が選考・決定する 特待生・成績優秀者

新潟大学に在籍する第２年次以上の学部学生のうち，前年度に取得した単位数の合計が修業年限内に卒業するために必要な標準修得単位数以上の者で，かつ，
前年度の成績評価においてGPAの値（GPAを採用していない学部は，「優」以上の割合）が在籍する学部の上位である者 給付奨学金

年度ごとに決定（参考：令和４年度の成績による令和５年度給付額・・・１名あたり10万円）
当該年度において，１回限り 各学部各年次から３名 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学
新潟大学修学支援貸与金 入学後 学費支援

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，家計事情等の理由により，一時的に必要となる学資の支弁が困難となった者，ま
たはそれに準ずる者 貸与奨学金

５万円以上10万円までの範囲（無利子）
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学

新潟大学修学応援特別奨学金 入学後
学費支援
被災者資金支援

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，次の１及び２のいずれにも該当する者
１　学資負担者の失職，破産，事故，病気もしくは死亡等，または火災，風水害等の災害等により家計が急変したことに伴い，学業の継続が困難となった者
２　独立行政法人日本学生支援機構奨学金の緊急採用奨学金または応急採用奨学金の申込みを行い，採用となった者

給付奨学金

月額３万円
最長１年間（独立行政法人日
本学生支援機構奨学金の緊
急採用奨学金または応急採
用奨学金の貸与期間内に限
る）

人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学

新潟大学神田奨学金 在学中
学部３年生または４年生（医学部医学科及び歯学部歯学科の学生は５年
生または６年生）
※令和５年度の募集はありません。

学費支援

以下の１～５の項目にいずれも該当すると認められる者
１　学資の経済的支援を必要としていること
２　新潟県出身であり，以下の要件のいずれかに該当する学生であること
　イ　新潟地域での起業に強い意欲がある者
　ロ　新潟地域の産業発展に強い意欲がある者
　ハ　新潟地域の課題解決に強い意欲がある者
３　学部３年生または４年生（医学部医学科及び歯学部歯学科の学生は５年生または６年生）
４　前年次までに標準修得単位数以上を修得していること
５　給付期間中に新潟大学神田奨学金に関連する交流会等（年２回予定）に参加できる者

給付奨学金

月額５万円（毎年４月及び10月に６ヶ月分をまとめて支給）

１年間（審査により１年間を
限度に更新する場合があり
ます。）

３名程度 新潟県 新潟大学サポーター連携推進室 併用可 併用可

新潟大学

入学料徴収猶予 入学手続時 入学金・授業料減免

新潟大学に入学する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生としての入学者を除く）のうち，以下１～３のいずれかに該当し，願い出た者
１　経済的理由によって納付期限までに納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者
２　入学前１年以内において，学資負担者が死亡し，または本学に入学する者もしくは学資負担者が風水害等の災害を受けたことにより，納付期限までに入学料の
納付が困難であると認められる者
３　その他やむを得ない事情があると認められる者

免除・減免

入学料の徴収を猶予

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学

授業料徴収猶予 入学後 入学金・授業料減免

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，以下１～４のいずれかに該当し，各期ごとに願い出た者
１　経済的理由により納付期限までに納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合
２　学生若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け，納付が困難であると認められる場合
３　行方不明の場合
４　その他やむを得ない事情があると認められる場合

免除・減免

授業料の徴収を猶予（前期分は９月15日まで，後期分は３月10日まで徴収を猶予する）

該当期ごとに１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学

授業料免除（コロナ家計急変枠） 入学後 入学金・授業料減免

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，以下の基準をすべて満たす者
１　国や地方公共団体が新型ウイルス感染症の感染拡大による収入減少があった者等を支援対象として実施する公的支援の受給証明書の提出があること，また
は家計支持者（父母等）の一方または両方の直近３ヶ月分の所得または収入を４倍したものが，令和元年分，令和２年分もしくは令和３年分の所得と比較して1/2以
下となっていること
２　事由発生後の世帯の総所得が本学の通常の授業料免除の家計基準の範囲内となっていること
※　学力基準を満たす必要はありません

免除・減免

全額免除または半額免除

該当期ごとに１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学

授業料免除（特定災害枠） 入学後 入学金・授業料減免

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，以下の１及び２～５のいずれかに該当する者
１　以下のいずれかの災害により被害を受け，市町村等の発行する「罹災証明書」が提出できる者
　・　東日本大震災
　・　平成二十八年熊本地震
　・　平成三十年五月二十日から七月十日までの間の豪雨及び暴風雨による災害
　・　平成三十年北海道胆振東部地震
　・　令和元年八月十三日から九月二十四日までの間の暴風雨及び豪雨による災害
　・　令和元年十月十一日から同月二十六日までの間の暴風雨及び豪雨による災害
２　１の災害により，自身または主たる学資負担者の居宅または自営店舗が損壊する被害を受けた者（ただし，罹災証明書にて「半壊」以上の認定を受けた場合に
限る）
３　１の災害により，主たる学資負担者が死亡した，または申請時点において行方不明である者
４　１の災害により，主たる学資負担者の勤務または自営する企業等が休廃業等となり，収入・所得が災害発生前を大きく下回った者
５　１の災害により，自身または主たる学資負担者の居住地が警戒区域または計画的避難区域に指定され，避難を余儀なくされた者

免除・減免

全額免除または半額免除

該当期ごとに１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学務部学生支援課奨学支援係 併用可 併用可

新潟大学
新潟大学新型コロナ対策緊急支援金＜貸与＞ 随時 学費支援

新潟大学に在籍する学生（研究生，科目等履修生等の非正規学生を除く）のうち，新型コロナウイルスの影響により家計が急変した者
貸与奨学金

月額３万円（最大３ヶ月分）
１回限り（一括交付） 人数制限なし 地域の制限なし

新型コロナ対策緊急学生サポート
窓口

併用可 併用可

新潟大学
新潟大学修学応援・生活支援金＜給付＞（新型コロナ対策特別支援） 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

新潟大学に在籍する学生のうち，以下１及び２の要件をすべて満たす者
１　このたびの新型コロナウイルスの影響により，「学資負担者の収入が激減した」または「学生本人のアルバイト等による収入が激減した」等の理由で，経済的に
著しく困窮し，その修学及び生活の継続が危機的状況にある者
２　新潟大学新型コロナ対策緊急学生サポート窓口が支援の必要性を認めた者

給付奨学金

５万円

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし
新型コロナ対策緊急学生サポート
窓口

併用可 併用可

富山大学 富山大学基金学生海外留学支援プログラム 在学中 学部１年次生以上 留学費用支援制度
学部１年次生以上

給付奨学金
留学先の国・地域によって月額６万円～８万円

留学期間に応じて月に１度 年間１０名程度 地域の制限なし 学務部国際課 併用不可 併用不可

金沢大学 英語能力試験受験奨励奨学金 その他 全学年 特待生・成績優秀者
学士課程に在籍する正規学生で，対象期間に実施された英語能力試験において，基準を超えるスコア・成績を得た者

給付奨学金
奨学金部門：30,000円

１回 未定 地域の制限なし 学務部学務課教育推進係 併用可 併用可

金沢大学 英語能力試験受験料支援制度 入学後 その他 英語能力試験受験経費の補助
学士課程２年次以上の正規学生で，対象期間に英語能力試験を受験した者

その他
3,000～5,000円の受験料補助または図書カードの交付

１回 未定 地域の制限なし 学務部学務課教育推進係 併用可 併用可

金沢大学

金沢大学留学支援制度スタディアブロード奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
学費支援
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援
その他

奨学金獲得のための旅費支援

・大学院研究交流枠（派遣）：本学に在籍する大学院正規生で、学会、研修、研究及びラボローテーション等で海外へ渡航し、本学が定める機関に所属する研究者
と研究交流する者
・学域・大学院派遣枠：本学に在籍する正規生で、本学の公式海外派遣プログラムの参加者、或いは、公式海外派遣プログラムと同等であると国際担当理事が認
める海外研修等に参加する者（※単位認定を伴うものに限る）、又は、派遣留学制度を利用しないで海外の高等教育機関に学期単位で1年以内で留学する者
・外部奨学金獲得支援枠：本学に在籍する正規生で、外部奨学金の書類選考等に選抜され、面接試験等に際して旅費が必要となる者
・在籍延長支援枠：本学に在籍する正規学生で、留学許可を得て海外留学することによって、標準修業年限を超えて在籍する必要が生じた者
・派遣留学報告会アワード：本学派遣留学生で、派遣留学報告会において優秀な発表を行った者

給付奨学金

・大学院研究交流枠（派遣）：7日以内は5万円、8日以上は渡航都市により月額6～10万円を別
途定める期間（最長1年） 
・学域・大学院派遣枠：別途定める条件及び渡航都市により月額5～10万円を別途定める期間
（最長1年）
・外部奨学金獲得支援枠：交通費相当額
・在籍延長支援枠：在籍延長期間により最大50万円（1回限り）
・派遣留学報告会アワード：1位5万円、2位3万円、3位2万円

【問】 ＜制度３＞（６）金額を
参照のこと

未定 地域の制限なし 国際部留学企画課留学推進係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

金沢大学
緊急学生支援金 その他 貸与を希望する月ごと

学費支援
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援
就職支援

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により，学生生活が窮迫している本学正規学生

貸与奨学金

学生1人あたり，5万円を無利子・無保証人で貸与

1回 未定 地域の制限なし 学務部学生支援課学生支援係 併用可 併用可

金沢大学

理学・作業療法ダブルプロフェッショナルプログラム その他
①検定料返付：入学後
②入学料免除：申請不要
③授業料免除：申請不要

入学金・授業料減免
その他

検定料返付

保健学類　理学療法学専攻・作業療法学専攻

①検定料返付
金沢大学医薬保健学域保健学類理学療法学専攻又は作業療法学専攻を卒業した者で，「理学・作業療法ダブルプロフェッショナルプログラム」編入学試験に合格
し，卒業した日の属する月の翌月に入学した者。検定料の全額を返付する。

②入学料免除
金沢大学医薬保健学域保健学類理学療法学専攻又は作業療法学専攻を卒業した者で，「理学・作業療法ダブルプロフェッショナルプログラム」編入学試験に合格
し，卒業した日の属する月の翌月に入学する者。1 学年 10 名を上限とし入学料免除額は全額とする。

③授業料免除
金沢大学医薬保健学域保健学類理学療法学専攻又は作業療法学専攻を卒業した者で，「理学・作業療法ダブルプロフェッショナルプログラム」編入学試験に合格
し，卒業した日の属する月の翌月に入学した者。ただし，標準修業年限内に限り適用し，授業料免除額は全額とする。

免除・減免
その他

①検定料返付：検定料相当額
　
②入学料免除：入学料相当額

③授業料免除：授業料相当額 ①検定料返付：1回限り

②入学料免除：1回限り

③授業料免除：標準修業年
限内

①検定料返付：人数制限なし

②入学料免除：上限10名

③授業料免除：人数制限なし

地域の制限なし
医薬保健系事務部保健学支援課
保健学務係

併用可 併用可

金沢大学
融合学域入試成績優秀者修学支援制度（社会人修学支援） 学校出願時

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

融合学域学生対象
入学者選抜試験（３年次編入学試験を含む。）の社会人選抜において優秀な成績で合格した社会人 免除・減免

・入学料〔282,000 円〕の全額免除
・授業料〔535,800 円/年〕の全額免除 ４年間（標準修業年限）

※３年次編入学生は２年間

毎年、入試成績優秀者２名
※そのうち３年次編入学試験は
若干名

地域の制限なし
金沢大学融合系事務部学生課学
生係

併用可 併用可

福井大学 福井大学生協奨学金 入学後 学費支援
令和２年度以降入学の学部学生（留学生を含む）で、高等教育の修学支援新制度の対象外となった者のうち、困窮度の高い世帯の学生を対象とする。

給付奨学金
１人当たり１０万円を支給する。

一括支給 10名程度 地域の制限なし 学務部学生サービス課 併用不可 併用可

福井大学 福井大学学生修学支援奨学金 入学後 学費支援
令和２年度以降入学の学部学生（留学生を含む）で、高等教育の修学支援新制度の対象外となった者のうち、困窮度の高い世帯の学生を対象とする。

給付奨学金
10万円

一括支給 25名程度 地域の制限なし 学務部学生サービス課 併用不可 併用可

福井大学

福井大学基金予約型奨学金 その他
令和６年度総合型選抜I、総合型選抜II、学校推薦型選抜I、学校推薦型
選抜II、一般選抜（前期日程・後期日程）の選抜試験に出願又は出願予
定の者

用途を定めない経済的支援

以下(1)～(4)のすべてを満たす者
(1) 日本の高等学校又は中等教育学校を令和5年度に卒業見込みの者
(2) 令和6年度総合型選抜Ⅰ、総合型選抜Ⅱ、学校推薦型選抜Ⅰ、学校推薦型選抜Ⅱ、一般選抜（前期日程・後期日程）の選抜試験に出願又は出願予定の者で、
本学に強く入学を志望する者
(3) 成績・人物とも優秀であり、学校長の推薦が得られる者で、大学進学において経済的支援が必要と認められる者
(4) 生計維持者（父母又は父母に代わって生計を支えている者）※1 の令和4年分の所得※２の合計が２５０万円以下である者
※１ 生計維持者とは、原則父母（いずれかがいない場合は１人）です。ただし、父母がいない場合は代わって生計を支えている人となります。
※２ 所得とは、令和5年度所得証明書の「令和4年分合計所得金額」の額とします。

給付奨学金

30万円

一括支給 10名程度 地域の制限なし 学務部学生サービス課 併用可 併用可

福井大学

福井大学学生海外派遣支援金 その他
海外留学プログラムおよびオンライン海外研修プログラム参加1ヶ月前ま
で

留学費用支援制度

次のすべての条件を満たす者
（１）本学の正規課程に在籍している者
（２）前年度の成績評価係数が2.00/3.00以上の者
（３）2022年度（2022/4/1～2023/3/31）に留学をする者
（４）海外派遣学生を対象とした他の支援（奨学金等）の受給額が5万円以内の者
（５）本学の海外研修プログラム及び交換留学に参加する者
（６）本学が提供するオンライン海外研修プログラムに参加する者
　　　※支援対象プログラム及び, 受給条件の詳細については国際課に確認
（７）指導・助言教員の承諾を得た者
（８）帰国後，またはオンライン研修終了後に, 本学の国際交流に協力できる者
（９）2022年度中の受給は1人1回のみとする。（渡航型・オンライン型各1回ずつ）
（10）日本学生支援機構（JASSO）海外留学支援制度奨学金との併給不可
（11）各年次に修得すべき単位数を満たしていること（支援金支給の際の参考とする）
　　　 単位数の詳細については, 教務課に要確認
（12）指定された期限までに申請手続きを行い，国際課に申請書等を提出すること
（13）帰国後, またはオンライン研修終了後10日以内に所定の報告書を提出すること
　　　（交換留学に参加する者は別途取扱）
  (14) 上記の申請資格及び条件並びに下記の支援額に定めるもののほか，コロナ禍において  
　　　 必要な事項はセンター長が別に定める

給付奨学金

《海外研修プログラム・交換留学（渡航型）》
支給金額：留学期間および、派遣先国・地域により異なる
留学期間：6カ月以上＊：15万円
　　　　   ＊1学期以上の交換留学，24週以上の渡航（期間には渡航日を含む）等 
　　　　　3カ月以上6カ月未満＊＊：12万円
　　　　   ＊＊90日以上24週未満の渡航（期間には渡航日を含む）等
　　　　　原則8日以上3カ月未満：指定都市（9万円）, 甲地域（7万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　 乙地域（6万円）, 丙地域（5万円）
　　　　　※地域は日本学生支援機構海外留学支援制度に準じる
《オンライン海外研修》
支給金額：研修費用の5割以内（但し, 上限を5万円とする）
研修期間：原則8日以上または45時間以上 

各学生へ、海外留学、オンラ
イン研修終了後に、一括支
給。
※年度内の支給は、１人１回
のみ（渡航型・オンライン型
各１回ずつ）

特に制限はないが、予算の範囲
内で例年適宜対応。

地域の制限なし 国際課 併用不可 条件有りで併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

山梨大学
山梨大学特別待遇学生制度 その他

各学部の最終学年に在籍し、学業、人物ともに優秀である者を各学部に
おいて選考。

特待生・成績優秀者
学業成績が特に優れ、かつ人物優秀と認められる学部の最終学年に在籍する学生。

免除・減免
当該年度の半期分授業料の全額（267,900円）

1回限り、一括
教育学部3名、医学部4名、工学
部7名、生命環境学部4名

地域の制限なし 教学支援部学生支援課 併用可 併用可

山梨大学
山梨大学成績優秀者表彰 その他

各学部の3学年（医学部医学科は4学年）に在籍し、学業、人物ともに優
秀である者を各学部において選考

特待生・成績優秀者

・学業成績が特に優れ、かつ本学学生の模範となると認められる者であること
・学部の3年次生（医学部医学科4年次生）であること
・成績基準は、課程又は学科における前年度までの学業成績が上位10分の１以内であること 給付奨学金

10万円

一括
教育学部3名、医学部4名、工学
部7名、生命環境学部4名

地域の制限なし 併用可 併用可

山梨大学

山梨大学秋山勝彦グローバル人材育成奨学支援金制度 その他
工学部：４月~９月の国際学会発表および海外渡航に対して７月に募集、
１０月～３月の国際学会発表および海外渡航に対して１１月に募集。
医学部：随時

留学費用支援制度
課外活動支援制度

工学部
・以下①～③が支援対象事業となる
① 学生海外派遣事業
② 大学院生国際学会等参加支援事業
③ 若手研究者海外派遣事業

医学部
① 学生海外派遣事業
　・対象学年・学部：医学部または医学系大学院に在籍する学生（留学生を除く）
　・資格・条件：本学協定校への留学または本学が実施する海外研修プログラムへの参加
② 大学院生国際学会等参加支援事業
　・対象年/学部：医学系大学院生
　・資格/条件：募集年度中に指導教員等と共に海外の国際学会等に参加し、口頭またはポスター発表
を行うこと
③ 若手研究者海外派遣事業
　・対象学年・学部：医学域に所属する研究者または医師
　・資格・条件：募集年度の４月１日において３９歳以下の者

給付奨学金

工学部：実施地域・期間により、
① 学生海外派遣事業6万円～20万円/件、
② 大学院生国際学会等参加支援事業1万円~20万円/件

医学部
① 渡航先・留学期間によって異なる。（医学域の規程により併用が認められている奨学金を除
き、他の助成を受ける場合、その金額が差し引かれる）
② 渡航先によって異なる。（他の助成を受ける場合、その金額が差し引かれる）
③ 10万円（他の助成を受ける場合、その金額が差し引かれる） 定められた額を申請者の銀

行口座へ振り込む。（支給は
一回）

工学部
人数制限はないが、予算額と募
集件数によって調整。

医学部
① 10人
② 6人
③ 9人

地域の制限なし
工学部：工学域支援課教務グ
ループ　医学部：医学域学務課留
学生担当

条件有りで併用可 条件有りで併用可

山梨大学

山梨大学海外留学応援プログラム事業 その他 １２月～１月 留学費用支援制度

対象学年：全学年
 学部：全学部
 対象となる留学：海外の本学協定大学等において行われる学習または研究を目的とし、国際交流委員会が承認した者
 対象者：派遣支援金の受給を希望する本学在学の正規の学生で学部等が承認した者

給付奨学金

６か月以上の留学等を行う学生１人につき10万円
 ６か月未満の留学等を行う学生１人につき旅行地域により次の通りとする：
・A地域（中国、台湾、大韓民国、モンゴル）　５万円
・B地域（A地域以外のアジア、グアム、ハワイ、サイパン）　６万円
・C地域（北米（B地域以外のアメリカ合衆国各地域、カナダ）、A及びB地域以外の地域）　７万円
なお、他の奨学金が支給される場合で、その奨学金等の総額が本派遣支援金を下回る場合に
は、奨学
 金等の総額と派遣支援金学との差額を支給することができる。それ以外の場合において併給
は認め ない

地域の制限なし 国際部グローバル推進課

山梨大学

山梨工業会奨学基金制度 在学中 学年の指定なし 学費支援

山梨大学工業会に加入していること（支給決定後でも可）
・成績優秀でかつ経済的に困窮している学生
・在学中に経済的理由で学業の継続が困難な学生
・工学部、生命環境学部、修士課程工学専攻、修士課程生命環境学専攻の学生

給付奨学金

30万円

一括 6～7人程度 地域の制限なし 工学域支援課 併用可 併用可

山梨大学

山梨大学大村智記念基金奨学金制度 その他

・生命環境学部・医学部医学科を除いて、一般入試（前期日程）の合格者
のうちから、入学試験（個別学力試験等）の成績を総合的に判断し、各学
部において奨学金受給内定者を選考
・医学部医学科は5年次のうち1～4年、生命環境学部は4年次のうち1～3
年まで優秀な成績を修めた者から選考

特待生・成績優秀者

・一般入試（前期日程）の受験者で、本学が認める特に優れた成績で合格し、かつ入学した者（医学部医学科、生命環境学部を除く）
・医学部医学科は5年次生で、本学が認める特に優れた成績（1～4年生）を修めた者
・生命環境学部は4年次生で、本学が認める特に優れた成績（1～3年生）を修めた者
本学が認める特に優れた成績（1～3年生）を修めた者

給付奨学金

30万円

一括
教育学部3名、医学部医学科3
名、医学部看護学科1名、工学部
7名、生命環境学部4名

地域の制限なし 教学支援部学生支援課 併用可 併用可

山梨大学
山梨大学修学支援事業経済的支援奨学金 その他

授業料の免除路申請した学部学生のうち、高等教育の修学支援新制度
への申込資格がない学生の中から選考。（令和5年度終了予定）

用途を定めない経済的支援

学部学生のうち、高等教育の修学支援新制度への申込資格がない者で、本学の授業料免除の選考基準に基づき経済的に困窮度（家計評価）の高い者から採用
する。 給付奨学金

当該年度の半期分の授業料の全額、または半額。

一括
各学期10名程度又は年間20名
程度

地域の制限なし 教学支援部学生支援課 併用可 併用可

信州大学 授業料免除 入学後 入学金・授業料減免
日本学生支援機構給付奨学金の不採用者または対象外で、大学の定める家計基準・学力基準を満たす場合

免除・減免
授業料の1/3免除

各学期ごと 予算の範囲内で実施 地域の制限なし 学生総合支援センター 併用不可 併用可

信州大学
信州大学知の森基金　入学サポート奨学金 その他

総合型選抜、学校推薦型選抜出願者は9月上旬、前期日程出願者は12
月上旬

用途を定めない経済的支援

(1)日本の高等学校又は中等教育学校を2024年3月卒業見込みの者。
(2)本学の総合型選抜、学校推薦型選抜又は一般選抜（前期日程）に出願を予定し、合格した場合には、入学することを確約できる者。
(3)生計維持者の令和5年度の住民税課税標準額の合計が125万円（給与収入の目安は400万～600万円）以下である者。

給付奨学金

１０～４０万円
※日本学生支援機構給付奨学金の採用状況により給付額が決定します 1回 20名程度 地域の制限なし 学生総合支援センター 併用可 併用可

信州大学 信州大学知の森基金　吉川建設奨学金 在学中 3年生及び4年生 用途を定めない経済的支援
工学部水環境・土木工学科及び建築学科の３年生及び４年生のうち成績上位者

給付奨学金
１5～36.5万円

1回 12名 地域の制限なし 学生総合支援センター 併用可 併用可

信州大学
信州大学知の森基金を活用したグローバル人材育成のための学生への海外
活動（交換留学）支援

その他
・1次募集出願締切：7月上旬
・2次募集出願締切：1月上旬

留学費用支援制度

本学全学部生・研究生
・本学 の学生で，出国から帰国まで３ヶ月以上期間を海外の大学に交換留学する者
・令和4年度中に海外に渡航し、留学を開始する者

給付奨学金

・150,000 円/人（３ヶ月以上６か月未満）
・300,000 円/人（６ヶ月以上１年未満） 1派遣につき１回支給

年間1５名程度
地域の制限なし 国際部　国際企画課 併用不可 条件有りで併用可

信州大学

信州大学知の森基金を活用した グローバル人材育成のための学生への海外
活動（短期）支援

その他
学生個人ではなくプログラム単位での応募
第1次募集締切：7月上旬頃
第2次募集締切：11月上旬頃

留学費用支援制度

採択されたプログラムに参加する学生で
・支援プログラムの全日程に参加し，修了認定を受ける本校学生
・過去に「短期派遣プログラム」または「短期オンラインプログラム」で当該支援を受けていない学生

給付奨学金

JASSOが定める支援地域区分に応じた支援額から1万円を引いた金額を支給する

指定都市　 70,000円
甲地区　　 70,000円
乙地区　　 60,000円
丙地区　　 50,000円

1回限り
年間140名程度（予算の中で割り
当て可能な人数への支援）

地域の制限なし 国際部　国際企画課 併用不可 条件有りで併用可

岐阜大学
岐阜大学応援奨学生 その他

・11月頃に募集開始
・各学部等による選考

特待生・成績優秀者

・学部1年生、配置大学の学生を除く在学生
・学業成績が優秀で、人格等が優れている者 給付奨学金

月額３万円

１年間 12名 地域の制限なし 学務部学生支援課学生支援係 併用可 併用可

岐阜大学
岐阜大学短期留学（派遣）奨学金 その他 掲示等にて通知 留学費用支援制度

岐阜大学と学術間交流協定を締結している外国の大学に留学する学生
給付奨学金

・月額４万円（留学期間中）
・１０万円または１５万円（一括支給） １年以内 大学全体で8名以内 地域の制限なし

学務部国際事業課留学支援室留
学支援係

条件有りで併用可 条件有りで併用可

岐阜大学
岐阜大学短期海外研修奨学金 その他 ２月・６月・１０月 留学費用支援制度

外国の高等教育機関等で６か月未満の短期研修（語学研修、実習、短期間プログラム等）を行う学部学生。
給付奨学金

最大９万円（一括）
１回限り 50名以内 地域の制限なし

学務部国際事業課留学支援室留
学支援係

条件有りで併用可 条件有りで併用可

岐阜大学
岐阜大学創立70周年記念アピ奨学金 その他

・１１月頃に募集開始
・各学部等による選考

特待生・成績優秀者

・工学部及び応用生物科学部の第２年次の学生
・勉学意欲が旺盛で、かつ、人物及び第1年次の学業成績が優れた学生 給付奨学金

年額４０万円

３年間 工学部・応用生物科学部　各２名 地域の制限なし 学務部学生支援課学生支援係 併用可 併用可

岐阜大学
ウエスタンデジタル奨学金 その他 ・10月頃に募集開始 その他

障害のある学生が理系職種でキャリア形成を図ること
に対しての支援

・医学部、工学部、応用生物科学部の第2年次以上の学生
・身体障害者手帳、精神障害者保健福祉手帳又は療育手帳のいずれかを保有する正規生 給付奨学金

月額5万円
１年間 ２名（大学院生含む） 地域の制限なし 学務部学生支援課学生支援係 併用可 併用可

静岡大学

成績優秀者に対する授業料免除制度 随時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

〇対象
①学士課程の第３学年
②学士課程の第４学年
③修士課程の第２学年
④博士課程の学生
⑤フェローシップ事業、類似分野の学生

〇基準
  本学が定める成績基準による

免除・減免

半期授業料（①-⑤）、入学料免除（④）

半期

①７名　②６名　③14名
④授業料半期１５名程度、入学
料５名程度
⑤半期３０名程度

地域の制限なし 学生生活課 併用可 併用可

愛知教育大学 寄宿料免除 随時 寮制度
学生寮に入寮している学生で，授業料免除を申請している者のうち，授業料が全額免除となった場合。

免除・減免
寄宿料の半額を免除する。

地域の制限なし 学生支援課　保健・寮務係 併用可 併用可

愛知教育大学
「愛知教育大学奨学金　ひらく」学資支援奨学金 随時 学費支援

全学年対象
・授業料免除を申請している者で家計基準の全額免除適格者のうち授業料免除を受けられなかった者
・独立行政法人日本学生支援機構の給付奨学生のうち、廃止の際の支援区分が第Ⅰ区分であって、本学の学力基準を満たしている者。（ただし、廃止となった者
の受給は、当該年度の１回に限る。）

給付奨学金

１０万円を一括で支給
（大学院生で長期履修生及び特別支援教育特別専攻科生は５万円）

地域の制限なし 学生支援課　奨学支援係 併用可 併用可

愛知教育大学

「愛知教育大学奨学金　ひらく」緊急支援奨学金 随時 その他
特別な事情により家計が急変し，修学が困難になった
者への支援

全学年対象
特別な事情により家計が急変し，修学が困難になった者への支援
(1)学資を主として負担している者（以下「学資負担者」という。）が死亡した場合
(2)学生又は学資負担者が火災，自然災害等の被害を受けた場合
(3)学資負担者が会社の倒産，解雇等により失職した場合
(4)学生又は学資負担者が大規模な災害により災害救助法適用地域において被災するなど，免除規程第１８条第１項第３号に該当する場合

給付奨学金

給付額　１０万円を一括で支給（ただし，申請者の属する世帯の経済困窮度が高い場合は，２０
万円）

地域の制限なし 学生支援課　奨学支援係 併用可 併用可

愛知教育大学
海外留学に関する支援事業１ 在学中

学部３～４年生（地域協働教育体験活動（多文化体験領域））の履修可能
時期

留学費用支援制度
学部３～４年生で地域協働教育体験活動（多文化体験領域）の履修により海外へ渡航する者のうち、日本学生支援機構の給付奨学生または経済的理由により授
業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者 給付奨学金

渡航先の地域・都市により、独立行政法人日本学生支援機構が実施する海外留学支援制度
（協定派遣）により支給される奨学金月額を基に、本学が別に定める額 1回の履修につき1回まで 予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課　奨学支援係 併用可 併用可

愛知教育大学
海外留学に関する支援事業２ その他 交流協定大学への派遣留学応募時 留学費用支援制度

派遣留学生のうち成績上位者
給付奨学金

留学期間中　５万円／月
留学期間中（6ヵ月以上１年
以内）

３名程度 地域の制限なし 国際企画課 併用不可 条件有りで併用可

豊橋技術科学大学
優秀学生支援制度（新入学生支援） その他 入試成績優秀者が選出されるため，申請は不要です。

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学部１年次の入試において、成績優秀な入学者３名。推薦入試（工業に関する学科等）、推薦入試（普通科・理数に関する学科等）、一般選抜の成績最上位者から
各１名、合計３名。 給付奨学金

入学後、30万円の奨学金を支給(１回限り)
入学後1回限り 3名 地域の制限なし 学生課生活支援係 併用可 併用可

豊橋技術科学大学
特別優秀学生支援制度（学部３年次編入学生支援） 学校出願時

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学部３年次推薦入試合格者のうち支援希望者(高等専門学校の全体の評定平均値が4.3以上，かつ，所属学科の４年次成績が上位10％)のうち、２０名程度。
給付奨学金

年額60万円または年額24万円（年２回に分けて支給）
2年間 ２0名程度 地域の制限なし 学生課生活支援係 併用可 併用可

豊橋技術科学大学
優秀学生支援制度（在学生支援） その他 成績優秀者が選出されるため，申請は不要です。

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学業等の成績優秀者
給付奨学金

年額276,000円（年２回に分けて支給）
1年間 若干名 地域の制限なし 学生課生活支援係 併用可 併用可

豊橋技術科学大学
修学支援事業基金による奨学金 在学中 学部1年次～4年次（６月頃募集） 用途を定めない経済的支援

学部１年次～４年次の学生で，独立行政法人日本学生支援機構第一種奨学金奨学生かつ2023年度前期授業料免除採用者（申請中の場合も応募可）。ただし，特
別優秀学生奨学金受給者を除く。 給付奨学金

年額24万円（半額を前期と後期に分けて支給）
2年間または最短修業年限 １名 地域の制限なし 学生課生活支援係 併用可 併用可

豊橋技術科学大学
教育研究支援基金による奨学金 在学中 学部1年次～4年次（６月頃募集） 用途を定めない経済的支援

学部１年次～４年次の学生で，独立行政法人日本学生支援機構第一種奨学金奨学生かつ2023年度前期授業料免除採用者（申請中の場合も応募可）。ただし，特
別優秀学生奨学金受給者を除く。 給付奨学金

年額24万円（半額を前期と後期に分けて支給）
2年間または最短修業年限 ２名 地域の制限なし 学生課生活支援係 併用可 併用可

名古屋大学
名古屋大学下駄の鼻緒奨学金 在学中 学部又は大学院の最終学年の者 用途を定めない経済的支援

「お礼は次の困っている人に」。下駄の鼻緒が切れた際、替えの鼻緒をくれた女性の言葉を胸に、本学卒業生が設立した奨学金です。成績優秀でありながら経済的
理由により修学が困難な学生に対し、奨学金を授与しています。  給付奨学金

年額60万円
１回限り 4名程度 地域の制限なし 教育推進部学生支援課 併用可 条件有りで併用可

名古屋大学

名古屋大学ホシザキ奨学金 在学中 3年次及び博士前期課程1年次 用途を定めない経済的支援

工学部（情報学部の学科のうち、工学部に関連する学科を含む）3年次、工学研究科（情報学研究科及び環境学研究科の専攻のうち、工学研究科に関連する専攻
を含む）博士前期課程1年次

フードサービス機器メーカー・ホシザキ株式会社の会長ご夫妻が設立した「坂本ドネイション・ファウンデイション株式会社」の株式をご寄附いただき設立したもので
す。本奨学金は、「ものづくりを学ぶ、将来ある学生を支援したい」とのご夫妻の意向を受け給付型奨学金として、経済的に困窮した学生に対して給付します。

給付奨学金

年額144万円

2年間 10～30名程度 地域の制限なし 教育推進部学生支援課 併用不可 条件有りで併用可

名古屋大学

名古屋大学特定基金エンカレッジメント奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

民間企業からの奨学等を目的とした寄附に基づき、経済的理由により修学困難な学業成績優秀者または学業成績優秀な学生に対し、奨学金を給付します。民間
企業名を冠とした奨学金ごとに、対象学生を応募します。

寄附者の意向を踏まえ、次の各号に掲げる区分ごとに募集を行います。 
一 区分Ａ 経済的理由により修学困難な学業成績優秀者 
二 区分Ｂ 学業成績優秀者 

給付奨学金

年額５０万円

1年間
　年度により異なる 地域の制限なし 教育推進部学生支援課 併用可 併用可

名古屋大学
名古屋大学特定基金修学支援事業奨学金 在学中 用途を定めない経済的支援

経済的理由により修学が困難な名古屋大学の学生への支援を目的として寄附された特定基金より、経済的に困窮している状況において、学部１年次に優秀な成績
を収めた学生に対して奨学金を給付します。 給付奨学金

年額24万円
1年間 ５名以内 地域の制限なし 教育推進部学生支援課 併用可 併用可

三重大学
三重大学生物資源学部渡邉文二奨学金 在学中 3年生

特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

三重大学生物資源学部第３年次に在学する学生（外国人留学生を除く）であって、次の各号のいずれにも該当する人。
（１）就学するうえで生活が困窮していると認められる人
（２）将来、三重県内で、畜産、食品、水産および農業の事業に携わる見込みがある人
（３）品行が正しく、学業が優れ、かつ、心身共に健康で意欲的な人

給付奨学金

年額48万円

２年間 ２名 地域の制限なし
生物資源学研究科チーム総務担
当

併用可 併用可

三重大学

三重大学医学部附属院看護学生奨学金 在学中 2年生以上
学費支援
用途を定めない経済的支援

看護師・助産師を養成する学校・専門学校等に在学中の方（２年生以上）で、免許取得後、三重大学医学部附属病院の看護師・助産師として勤務を希望する者

貸与奨学金

月額5万円（卒業後、看護師・助産師の免許を取得し、三重大学医学部附属病院に採用され、
一定期間勤務したときは返還を免除）

貸与を決定した日の属する
年度の 4 月から，卒業する
日の属する月まで。ただし，
在学する養成施設が定める
正規の修学年限の範囲内と
する。

43名 地域の制限なし
三重大学医学・病院管理部 総務
課 人事係

併用可 条件有りで併用可

三重大学

三重大学医学部馬場奨学金 その他
医学科　９月中旬
看護学科　４月下旬

その他 海外実習旅費の一部助成

三重大学医学部に在学する学生であって、次の各号に該当する者とする
（１）経済的理由により修学に困窮しており、授業料免除または日本学生支援機構の奨学金を貸与されている者
（２）将来、医師、看護師等医療に携わる見込みがあると認められる者
（３）品行が正しく、学業が優れ、かつ、心身共に健康であると認められる者
（４）助成が必要と認めた者

給付奨学金

実費又は１５万円のいずれか低い額

一度限り 7名程度 地域の制限なし 医学・病院管理部　学務課 併用可 併用可

三重大学
三重大学教育学部同窓会奨学金 入学後

学費支援
用途を定めない経済的支援

三重大学教育学部同窓会会員・父母連絡会　入会者
貸与奨学金

30万円
一度限り １０名 地域の制限なし 三重大学教育学部同窓会 併用可 併用可

三重大学

三重大学工学部USJC奨学生 在学中 ３年生
特待生・成績優秀者
学費支援
用途を定めない経済的支援

三重大学工学部に在学する第３年次の学生（外国人留学生を除く）であって、次の各号の全てに該当する者とする。
(1)学業成績が優秀と認められ、申請年度の前年度のＧＰＡが３．０以上でそれを維持する見込みがある者
(2)将来、三重県内の企業に就職する見込みがある者
(3)品行が正しく、かつ、心身共に健康で意欲的な者
(4)奨学金給付期間中にユナイテッド・セミコンダクター・ジャパン株式会社 三重工場への企業訪問（※）ができる者
※①工場見学・先輩社員との交流、②自身の専攻もしくは研究に関する発表会を予定

給付奨学金

年額50万円

１年間 １名 地域の制限なし 工学研究科チーム学務担当 併用可 併用可

三重大学 三重大学国際交流特別奨学生制度 その他 交換留学出願時 留学費用支援制度
海外協定大学へ1学期以上留学する学生で、ある一定の語学力が認められる者

給付奨学金
15万円

出発時に一括で支給 年間20名以内 地域の制限なし 国際・情報部　国際交流チーム 併用可 併用可

三重大学 三重大学学生海外チャレンジ応援事業  その他 事業の申請受付時 留学費用支援制度
学部学生対象。自身の学修やキャリア形成に欠かせないと考えられる独自の海外渡航計画を支援する。

給付奨学金
渡航先、滞在日数に応じて最大50万円 

出発時に一括で支給 20～40人 地域の制限なし 国際・情報部　国際交流チーム  併用可 併用可

滋賀医科大学
入学料の減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

入学前１年以内において、入学する者の学資を主として負担している者が死亡し、又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納付が
著しく困難であると認められる理由がある場合。 免除・減免

282,000円
入学時 予算の範囲内で決定 地域の制限なし 学生課学生支援係 条件有りで併用可 併用可

滋賀医科大学
授業料の減免制度 その他 半期ごとに申請 入学金・授業料減免

各期ごとの授業料の納期前６月以内（新入学者の入学した日の属する期分の減免に係る場合は、入学前１年以内）において、学生の学資を負担している者が死亡
し、又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けた場合 免除・減免

267,900円
半期 予算の範囲内で決定 地域の制限なし 学生課学生支援係 条件有りで併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

京都大学

京都大学入学料免除、授業料免除 その他
入学料免除→入学手続き時
授業料免除→入学手続き後

入学金・授業料減免

対象学年：入学年次（入学料免除）
　　　　　全学年（授業料免除）

学部：全学部

入学料免除出願資格
１．入学前1年以内において、出願者の学資負担者が死亡し、または出願者もしくは
　　学資負担者が風水害等の災害を受け、入学料の納付が著しく困難であると認めら
　　れる場合

２．１. に準ずる場合で総長が相当と認める事由がある場合

授業料免除出願資格
１．経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合

２．授業料の納付期限前6ヶ月以内（入学した日の属する期分の授業料免除の場合は、
　　入学前1年以内）において、学資負担者が死亡し、または出願者もしくは学資負担者
　　が風水害等の災害を受け、授業料の納付が著しく困難であると認められる場合

３．２. に準ずる場合であって総長が相当と認める事由がある場合

免除・減免

入学料免除：入学料282,000円の全額又は半額を免除
授業料免除※：授業料半期分267,000円の全額又は半額を免除

※授業料免除については、前期・後期に分けて免除の可否、免除額を決定する。

地域の制限なし
教育推進・学生支援部学生課奨
学掛

併用可 併用可

京都大学

京都大学久能賞 入学後 学費支援

出願資格
（１）21世紀における地球規模の課題を解決し、よりよい世界を目指し、社会に貢献したい
　　　という高い志を持ち、科学・技術分野において自ら定めた独創的な夢を持つ意欲の
　　　ある本学女子学生。

（２）学士課程又は修士課程に在籍する者。ただし、翌年度も在籍する者に限る（翌年度に
　　　在籍する課程は問わない）。

（３）受賞年度における授賞式及び受賞の翌年度における報告会に出席できる者。

（４）募集年度において、懲戒を受けている学生は、本賞に申請することはできない。

給付奨学金

1,200,000円（年額）

1年間 原則2人 地域の制限なし
教育推進・学生支援部学生課奨
学掛

併用可 併用可

京都大学
短期派遣プログラムの渡航支援 その他

京都大学が夏休み・春休みに実施する短期派遣プログラム（年間約10）
の募集時期（例年４～5月、10～11月）

留学費用支援制度

対象学年：全学年
対象学部：全学部・学科
資格：京都大学の正規学生
条件：短期留学プログラムに参加が認められた者（条件はプログラム毎に異なる）

給付奨学金

東アジア・ASEAN地域対象のプログラム：5万円
欧州・ニュージーランド：8万円
北米：10万円

プログラムの参加費支払い
の際に大学が給付額分を負
担

各プログラムの定員（10～20名
程度）

地域の制限なし
国際・共通教育推進部国際教育
交流課海外留学掛

併用可 併用可

京都大学

CFプロジェクト（Create the Future Project）奨学金 入学後 学費支援

対象学年等
４年制の学部学生（学部３年次）
６年制の学部学生（学部４年次）

出願資格
（１）本学の正規の教育課程に在籍の者。
（２）学業優秀である者。
（３）日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たす者。または、日本学生支援機構第一種奨学金の家計基準を満たす者に準じると本学が認めた者。

給付奨学金

月額5万円（年額６０万円）。

４年制の学部学生（支援期
間：２年間）
６年制の学部学生（支援期
間：３年間）

学部募集枠：100名程度
地域の制限なし

教育推進・学生支援部学生課奨
学掛

併用可 併用可

京都工芸繊維大学
京都工芸繊維大学特待生制度 その他 申請不要（大学にて対象者を選抜）

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

成績が優秀な学部２年次から学部４年次生
給付奨学金
免除・減免

当該年次の前学期の授業料の全額
１回きり

第2年次から第4年次までの各年
次につき、各課程若干名

地域の制限なし
学生支援・社会連携課経済支援
係

併用可 併用可

京都工芸繊維大学
授業料徴収猶予 その他 前学期分：３月、後学期分：９月 その他 入学料・授業料徴収猶予

次のいずれかに該当する人であること。
１．経済的理由により納付期限までに授業料の納付が困難であると認められる人
２．学生又は学資負担者が風水害等の災害を受け、納付が困難であると認められる人

その他

前学期は7月31日まで、後学期は翌年1月31日まで徴収を猶予

条件を満たす人全員 地域の制限なし
学生支援・社会連携課経済支援
係

併用不可 併用可

京都工芸繊維大学
入学料徴収猶予 その他

入学手続時及び入学前
その他 入学料・授業料徴収猶予

次のいずれかに該当する人であること。
１．経済的理由によって納付期限までに納付が困難である人
２．入学前１年以内において、学資負担者が死亡し、又は入学する者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、納付期限までに納付が困難であると認められ
る人

その他

春入学者は入学年度の７月３１日まで、秋入学者は入学年度の1月３１日まで徴収を猶予

条件を満たす人全員 地域の制限なし
学生支援・社会連携課経済支援
係

併用不可 併用可

京都工芸繊維大学
KITグローバル人材育成プログラム 在学中 3年次以上 留学費用支援制度

交換留学：３回生以上、前年度の成績評価係数2.30以上、前年度の語学成績の成績評価係数2.30以上またはTOEICスコア550以上
グローバルインターンシップ（研究留学）：４回生以上、前年度の成績評価係数2.30以上、前年度の語学成績の成績評価係数2.30以上またはTOEICスコア550以上 給付奨学金

月額60,000円～130,000円 8日以上1年以内（2023年4月
1日から2024年3月31日まで
の間に渡航すること）

特になし 地域の制限なし 国際課留学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

京都工芸繊維大学
短期語学研修援助 随時 留学費用支援制度

対象：工芸科学部全学年
資格：短期語学研修（英国、豪州）の派遣先それぞれの参加者選考に合格した者。 給付奨学金

一名あたり、最大20万円の留学費用援助（派遣先、参加人数により変動）
留学時の一回のみ（渡航費
の一部として援助）

①英国：10名（予定）
②豪州：20名（予定）

地域の制限なし 学務課学務企画係 併用可 併用可

大阪教育大学 短期派遣留学に係る授業料免除 在学中 学年指定なし（留学を行う年度を標準とする） 入学金・授業料減免
短期派遣留学生（交換留学）として本学から海外交流協定締結大学に派遣される者

免除・減免
後期授業料の全額

後期授業料分１回限り １０名以内 地域の制限なし 学生支援課奨学厚生係 併用可 併用可

大阪教育大学 大阪教育大学教育振興会奨学金 その他 申請を要しない。（授業料免除申請者のうちから本学で選考） 用途を定めない経済的支援
前期授業料全額免除許可者のうち，学業成績及び家計評価により選考

給付奨学金
５０，０００円

１回限り １０名程度 地域の制限なし 学生支援課奨学厚生係 併用可 併用可

大阪教育大学 大阪教育大学修学支援奨学金 在学中 １年次・９月頃申請 用途を定めない経済的支援
１年次生であって，学業成績及び人物が優秀な者であって，経済的支援を必要とする者

給付奨学金
５万円又は１０万円（レポート評価により決定）

１回限り ２０名程度 地域の制限なし 学生支援課奨学厚生係 併用可 併用可

大阪教育大学

大阪教育大学緊急貸与奨学金 随時 用途を定めない経済的支援

申請資格　（次の（１）～（３）を満たすこと）

（１）新型コロナウイルス感染症，近年の物価高などの要因により，自身または家庭の収入等が減少，または支出が増大したことにより，修学が困難となり，経済的
支援が必要な本学教育学部，大学院，特別支援教育特別専攻科に在学する学生

（２）世帯収入が日本学生支援機構第二種の家計基準以下であること

（３）貸与にあたって，連帯保証人を選任することができること

貸与奨学金

１０万円

原則２年間（卒業年月をまた
ぐ場合は卒業年月の２か月
前まで）

５０人程度 地域の制限なし 学生支援課奨学厚生係 併用可 併用可

兵庫教育大学
授業料免除 その他 前期2月中旬、後期7月下旬 入学金・授業料減免

【対象者】
・日本学生支援機構給付型奨学金の申込資格を満たさない者
・経済的理由により授業料の納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる者

免除・減免

全額免除：267,900円(授業料全額)
3/4免除：200,925円(授業料267,900円の４分の３に相当する金額)
半額免除：133,950円(授業料267,900円の２分の１に相当する金額)

①１年間
②１回限り

・予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

兵庫教育大学
入学料免除 入学手続時 入学金・授業料減免

【対象者】
・入学前1年以内において，本学に入学する者の学資を主として負担している者（学資負担者）が死亡し，又は本学に入学する者若しくは学資負担者が風水害等の
災害を受け，入学料の納付が著しく困難であると認められる者
・前号に準ずる場合であって，学長が相当と認める場合

免除・減免

全額免除：282,000円(入学料全額)
3/4免除：211,500円(入学料282,000円の４分の３に相当する金額)
半額免除：141,000円(入学料282,000円の２分の１に相当する金額) ①１回限り ・予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

兵庫教育大学

課外プロジェクト 在学中 1年次生～4年次生 課外活動支援制度

【応募要件】
兵庫教育大学の大学院学生（修士課程・専門職学位課程）及び学部学生が実施責任者となり、大学院学生・学部学生がグループで取り組み、学生自身が自主的・
主体的に企画・運営するもので、原則として応募年度の３月末日までに終了すること。

【選考方法】
学生委員会において、提出された計画書を基にヒアリングを行ったうえで審査し決定

その他

プロジェクト１件あたり20万円を上限。

①１年間
②１回限り

予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

兵庫教育大学

新型コロナウィルス感染症による家計急変に係る授業料免除 在学中 1年次生～4年次生 入学金・授業料減免

対象学年：１年次生～４年次生

申請資格：新型コロナウィルス感染症の感染拡大による収入減少があった者のうち，当該事由に基づく公的支援を受給している者，又は事由発生後の世帯収入が
急変前と比較し，１／２以下となっている者

条件：本学において提出書類に基づき「家計評価額」を算定し，本学の定める基準を満たした者

免除・減免

半期分授業料の3分の1の額を限度として免除

①１年間
②１回限り

予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

兵庫教育大学

新型コロナウイルス感染症感染拡大による家計急変に係る入学料免除 入学手続時 入学金・授業料減免

申請資格：入学手続前３ヶ月以内に新型コロナウイルス感染症の感染拡大による収入減少があった者のうち，当該事由に基づく公的支援を受給している者，又は
事由発生後の世帯収入が急変前と比較し，１／２以下となっている者

条件：本学において提出書類に基づき「家計評価額」を算定し，本学の定める基準を満たした者
免除・減免

94,000円（入学料282,000円の３分の１の額を限度として免除）

①１回限り 予算の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

奈良教育大学
後援会学習奨励費 入学後 学費支援

学部及び大学院に在学する学生で、学業・人物ともに優秀と認められ、将来、有望な人材になる人を対象
給付奨学金

月額１万円
１年間 年間10名

地域の制限なし 後援会事務局 併用可 併用可

奈良女子大学
廣岡奨学金 在学中 2年～4年 用途を定めない経済的支援

両親のいない者又は母子・父子家庭など学資負担者に特別な事情があり、経済的に困窮している２回生以上の学部学生で、学業・人物ともに特に優秀な者を対
象。 給付奨学金

月額15，000円
採用年度の４月から最短修
業年限の終期まで

各回生３名まで。 地域の制限なし 学生生活課学生支援係 併用可 併用可

奈良女子大学
広部奨学金 在学中 学部3年生以上 特待生・成績優秀者

学部３回生以上に在学する者で、人物・学業ともに優秀な者として所属学部長の推薦を受けた者。
給付奨学金

１回限り、１万円を支給。
各学部2名、計6名 地域の制限なし 学生生活課学生支援係 併用可 併用可

奈良女子大学
育児奨学金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援

育児中の正規学生で、本学の子育て支援ｗｅｂシステム「ならっこネット」に登録を許可され、対象期間内に小学６年生以下の子どもに係る支援の利用があった者
（休日・休業期間中、休学中の利用を除く）。４月～９月、１０月～３月を対象期間として、年２回申請を受付。 給付奨学金

申請受付回ごとに20，000円を上限として、利用金額の実費を授与。
制限なし 地域の制限なし 学生生活課学生支援係 併用可 併用可

鳥取大学
鳥取大学修学支援事業基金奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

①大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）に基づく給付奨学生について、適格認定における学業成績の基準を基に、ＧＰＡ値の高い者。
②日本学生支援機構の第一種奨学生について、適格認定における学業成績の基準を基に、ＧＰＡ値の高い者。（１年次学生については、高等学校における成績の
平均値による。） 給付奨学金

１人当たり３万円

年１回
①５０人程度
②２８０人程度

地域の制限なし 学生部学生生活課 併用可 併用可

鳥取大学
鳥取大学優秀学生育成奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

学業成績、スポーツ、芸術又は社会貢献活動のいずれかの分野において秀でており、かつ、人格に優れ、他の学生の模範になると認められる者。学部長等からの
推薦による。各学部１名。 給付奨学金

１人当たり１０万円
年１回 ４人 地域の制限なし 学生部教育支援課 併用可 併用可

鳥取大学

鳥取大学尚徳会奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
研究費支援
学費支援
留学費用支援制度

対象学生は、地域学部生。
①授業料及び入学料に要する経費の支援。鳥取大学における修学支援法に基づく授業料等減免に関する規程により申請を行ったが、不許可になった者のうち次
に掲げる者に奨学金を給付する。
イ　入学料免除申請者で不許可になった者
ロ　授業料免除申請者で不許可になった者のうち、鳥取大学における修学支援法に基づく授業料等減免に関する規程に定められた学業成績の要件に満たない者
ハ　その他学資負担者の急な退職、失職などにより授業料を支払うことが困難になった者
②国内外における調査研究や学会等への出席、並びに実習等に要する経費の支援。
③地域学部等の許可を得て行う海外留学の渡航費用等に要する経費の支援。
④学生の規範となる特に優秀な成績や顕著な研究等の業績をあげた学生の顕彰。鳥取大学尚徳同窓会から推薦された者。

給付奨学金

（３）の①イは入学料の1/6、①ロは授業料半期分の1/6、①ハは授業料年間分の半額又は全
額に相当する額。
②は、１回当たり、国外５万円、国内３万円を上限（１人当たり２０万円を限度）。
③は、１回当たり、５万円。ただし、日本学生支援機構の留学生交流支援制度からの支援があ
る者は除く。
④は、２万円。 随時

人数制限なし（ただし財源の範囲
内）

地域の制限なし 地域学部会計係、教務係 併用可 併用可

鳥取大学
鳥取大学正光奨学金 入学後

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

正課、正課外の業績が高く評価され、本学学生の評価を向上させたと認められる者、経済的困窮者であって他の奨学金の適用を受けることが困難な者、又は地域
の活性化に寄与することが期待される者として、理事が特に必要と認め、推薦した者 給付奨学金

60万円を限度
1回限り 若干名 地域の制限なし 学生部学生生活課 併用可 併用可

島根大学

夢チャレンジ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

・本学の学部１年生
・日本学生支援機構の第一種奨学金受給対象者と同程度の家計基準である者
・本学の授業料免除の家計基準を満たす者であって，自宅外通学をしている者（ただし，日本学生支援機構の給付奨学金の交付を受けている者及び入寮者を除く） 給付奨学金

20万円

１年次（９月と２月に１０万円
ずつ支給）

１５人 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

島根大学 中長期インターンシップ支援金 その他 例年７月中旬のインターンシップ開始前に募集 課外活動支援制度
企業体験等やPBL型教育を通じて実施した地域課題解決活動で，受け入れ先からの報酬を伴わない実研修日数の合計が当該年度において１０日以上のもの

給付奨学金
3万円

修業年限に１回支給 １０名の範囲内 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

島根大学 短期海外研修プログラム奨学金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度
各学部等が実施する海外留学・研修プログラムに参加する者

給付奨学金
給金額は単位取得が可能な場合は５万円，それ以外の場合は３万円とする。

人数制限なし 地域の制限なし 企画部国際課 併用可 併用不可

島根大学
グローバルチャレンジ奨学金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

（１）交換留学等により6か月以上の期間留学する者
（２）自ら企画する海外留学・研修プログラムまたは外部団体・機関が企画・実施する海外でのボランティア活動やインターンシップ等を主な目的とするプログラムに
参加する者

給付奨学金

（１）派遣地域がアジア地域の場合には１５万円，アジア地域以外の場合には２５万円を支給し
ます。
アジア地域とは，外務省が定めている区分に準拠します。
（２）5万円

１回限り
年間10名程度

地域の制限なし 企画部国際課 条件有りで併用可 併用不可

岡山大学

海外派遣学生支援事業 在学中 留学終了日に応じて、年2回（4月と10月）に申請期間を設ける。 留学費用支援制度

本学の正規課程に在籍し，次のすべての条件を満たす者
（１）下記①～⑥のうち，いずれかの派遣制度に基づき海外の大学等に派遣され，当該年度中に留学等を終了した者
　　①　岡山大学短期留学プログラム（EPOK）による派遣
　　②　岡山大学グローバル人材育成院の実施する語学研修プログラムおよび短期海外研修等による派遣
　　③　大学間・部局間交流協定等に基づく派遣（交換留学）
　　④　学部・研究科で実施されている派遣
　　⑤　①～④以外で大学間の合意文書等に基づく派遣留学プログラム
　　⑥　岡山大学グローバル人材育成院長が認める派遣留学プログラム
（２）学部２年次生以上の場合は，各学部における各年次までの標準修得単位数を修得した者
（３）海外派遣学生を対象とした他の給付型奨学金を受給しない者

給付奨学金

派遣地域がアジア地域の場合には３万円，アジア地域以外の場合には５万円を支給します。
アジア地域とは，外務省が定めている区分に準拠します。

一時金として支給します。
３００名程度（予算状況に応じて
変更の場合あり）

地域の制限なし 国際部留学交流課 併用可 条件有りで併用可

7 / 14 



大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

徳島大学

徳島大学理工学部日亜特別待遇奨学金 在学中 １年次、３年次 特待生・成績優秀者

【対象者】
　徳島大学理工学部（社会基盤デザイン、機械科学、応用化学システム、電気電子システム、知能情報、光システムの各コース）の在学者で、学業成績が優秀であ
り、次の条件を満たす者とする。
　①１年次在籍者で、一般入試（前期日程、後期日程）及び共通テストを課す推薦入試によって入学した者
　②３年次に在籍する者（ただし、２年次前期終了時に入学年度からの累積GPAが3.5以上でTOEIC（公開テスト）が550点以上の者が採用候補となります。）
【応募時期】
　①１年次採用者　９月中旬～１０月上旬
　②３年次採用者　４月上旬～５月上旬

給付奨学金

・１年次採用者　年額　４５万円　(※当該学生が、本奨学生としての資格を引き続き有し、卒業
までに留学する場合、奨学金とは別に４０万円を限度として留学費用を支給)（１年次終了時に
継続審査あり）
・３年次採用者　年額　６０万円（３年次終了時に継続審査あり）

２年間
１年次採用者：６名以内
３年次採用者：若干名

地域の制限なし 徳島大学理工学部事務課学務係 併用可 併用可

徳島大学

徳島大学アスパイア奨学金 その他 年４回、留学時期に合わせて指定の申請時期に申請。 留学費用支援制度

対象学年：全学年
対象学部：全学部
資格・条件：下記の要件をすべて満たしている学生に支給
○ 留学願を提出し、学長の許可を得て、連続して８日以上プログラムに参加する者
○ 学業成績が優秀で、人物等に優れている者
○ アスパイア奨学金以外の海外留学に関係する奨学金を受給していない者
○ 留学の目的及び計画が明確で、留学による効果が期待される者
○ 留学する国の査証（ビザ）を取得できる者
○ 原則大学指定の海外旅行保険に加入する者
○ 授業の一環として留学する場合、その授業科目に登録している者
※大学が提供しているプログラム以外の語学留学、インターンシッププログラムやボランティアプログラムでも応募はできるが、内容についての審査がある。

給付奨学金

８日以上１ヶ月未満の留学
１回あたり
アジア地域　最高４万円、オセアニア地域　最高５万円、アジア・オセアニア地域以外　最高６万
円

１ヶ月以上２ヶ月未満の留学
１回あたり
アジア地域　最高５万円、オセアニア地域　最高６万円、アジア・オセアニア地域以外　最高７万
円

２ヶ月以上１年以内の留学
１ヶ月あたり
アジア地域　最高４万円、オセアニア地域　最高５万円、アジア・オセアニア地域以外　最高６万
円

支給期間は、留学期間と同
等。時期については、２ヶ月
未満の短期留学の場合、留
学期間終了後に支給。２ヶ月
以上の長期留学の場合、留
学願による留学許可期間を３
１日に区切り、それぞれ１ヶ
月分の奨学金を支給

８日以上１ヶ月未満の留学　　　１
３０人程度
１ヶ月以上２ヶ月未満の留学
２０人程度
２ヶ月以上１年以内の留学
１０人程度

地域の制限なし
徳島大学学務部国際課留学生支
援係

併用可 条件有りで併用可

徳島大学

徳島大学理工学部入学時日亜特別給付金 その他 ２月中（入学前） 用途を定めない経済的支援

次の①～③のすべてを満たす者
【対象者】
①　徳島大学理工学部（社会基盤デザイン、機械科学、応用化学システム、電気電子システム、知能情報、光システムの各コース）の推薦Ⅱ入試（共通テストを課す
推薦入試）に合格し、入学した者
②　成績、人物とも優秀で、調査書の認定平均値が4.5以上である者
③　父母双方の収入又は父母に代わって家計を支えている者の前年の収入の合計が以下の者
　　（ア）収入が給与の場合は年収４００万円未満
　　（イ）収入が給与所得者以外の場合は所得１５０万円未満
　　（ウ）給与と給与以外の両方の場合は合算した金額が４００万円未満
【給付者数】10名程度
【給付方法】給付決定後、一括して銀行振り込みにより支給
【申請期間】2月中(入学前)

給付奨学金

財源により、当該年度ごとに決定する。

入学年度のみ １０名程度 地域の制限なし 徳島大学理工学部事務課学務係 併用可 併用可

徳島大学

徳島大学修学支援事業基金 入学後 その他 修学のための資金

＜対象者＞
本学の学生であって、学修意欲を有し、かつ、特に経済的な支援を要すると認められた者

＜条件＞
徳島大学入学料、授業料及び寄宿料の免除等に関する規則に基づき、当該年度の授業料全額免除対象者から選考する。

給付奨学金

財源により、当該年度ごとに決定する。

財源により、当該年度ごとに
決定する。

財源により、当該年度ごとに決定
する。

地域の制限なし
徳島大学学務部学生支援課経済
支援係

併用可 併用可

徳島大学

徳島大学理工学部日亜特別待遇奨学金「特別枠」　※令和４年度より新設 在学中 ３年次 特待生・成績優秀者

【対象者】
徳島大学理工学部３年次の在籍者で、徳島県内のものづくり関連産業への就職を希望する者。
申請書、３年次前期までの累積GPA、TOEIC（公開テスト）、面接評価にて採用者を決定します。
【応募時期】
９月中旬～１０月上旬

給付奨学金

・３年次　年額　４５万円
・４年次　年額　９０万円（３年次終了時の継続審査あり）

１年半 若干名 地域の制限なし 徳島大学理工学部事務課学務係 併用可 併用可

鳴門教育大学
卓越した学生に対する授業料免除 在学中 最終学年（４年次）の大学が指定する時期 特待生・成績優秀者

最終学年に在籍する学生のうち，学業成績並びに生活態度が極めて優れ，所属の専修・コース長から推薦のあった者
免除・減免 後期授業料全額免除 最終学年（４年次）の後期分 原則，２名以内 地域の制限なし 教務部学生課学生係 条件有りで併用可 併用可

香川大学
香川大学ネクストプログラム参加学生の修学支援に係る奨学金 在学中 2年生以上(留学時) 留学費用支援制度

香川大学ネクストプログラム グローバル人材育成プログラムに参加し、一定の語学レベルに達した者

貸与奨学金

英語コース：上限額　1,500,000円
中国語コース：上限額　500,000円

一括貸与
※ネクストプログラムを修了
し、所属学部を卒業した時
は、返還免除となる。

奨学金を貸与する学生数は、予
算の範囲内で毎年度定める。

地域の制限なし 修学支援課 条件有りで併用可 条件有りで併用可

香川大学

香川大学医学部附属病院看護学科生奨学金 その他 2月頃 学費支援

本学医学部看護学科３年次生及び４年次生に在学中又は進級見込みの学生及び本学卒業後に助産師課程に進学した学生で、看護師又は助産師の資格を取得
後、直ちに本学医学部附属病院で就業を希望する者

貸与奨学金
免除・減免

月額：50,000円
本学医学部附属病院の看護師または助産師として採用され、貸与期間の1.5倍の期間勤務した
場合全額免除

【本学看護学科】4年次生：1
年、3年次生：2年
【本学卒業後から大学院進
学】本学修士課程助産学
コース：2年、助産師課程：1
年
学科卒業後は再度申請が必
要

令和5年度は28名程度新規で募
集

地域の制限なし 医学部学務課学生係 併用可 条件有りで併用可

香川大学
香川大学学生短期貸付金制度 在学中 1～4年生（医学部医学科は1～6年生） 用途を定めない経済的支援

本学に在学する学部及び大学院の正規生。ただし、以下に該当する者は対象から除外する。・懲戒処分を受けた者・返済延滞者（返済猶予許可を受けることなく返
済期限が到来した者）・その他貸付対象者として不適当とされた者 その他

上限50000円
貸付の翌日から起算して6ヶ
月以内に一括返済

基準を満たしている者 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可 併用可

香川大学

入学料徴収猶予制度 入学手続時 その他 入学料徴収猶予

【入学料徴収猶予】
1.経済的理由によって納付期限（入学手続期間）までに納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる者
2.入学前1年以内において、学資負担者が死亡し、又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け、納付期限（入学手続期間）までに納付が困難であると
認められる者
3.その他やむを得ない事情があると学長が認める者

その他 基準を満たしている者 地域の制限なし 学生生活支援課 併用不可 併用可

香川大学
利子補給金制度 その他 2月又は卒業月の前月 その他 教育ローンにおける利子の一部を支給

保護者等が消費者金融を除く民間金融機関・日本政策金融公庫から教育ローンを借りている学生（在学する標準修業年限内の学部及び大学院の正規生）

その他

借入元金のうち、５０万円を上限に、当該年度における残高額に応じた年２％の利子相当額を
支給
（ただし、当該教育ローンの年利が２％より低い場合は、その利率による）

申請月の翌月 条件を満たしている者 地域の制限なし 学生生活支援課 併用可 併用可

愛媛大学 緊急医師確保対策に伴う授業料免除 在学中 6年次に進級時 入学金・授業料減免
医学部特別選抜試験[推薦Ｂ](地域特別枠自己推薦)による入学者で、愛媛県地域医療医師確保奨学金の被受給者のうち、６年次に進級した者。

免除・減免
授業料相当額を免除

医学部６年次の1年間 （３）に該当する人数 愛媛県 教育学生支援部学生生活支援課 併用可 併用可

愛媛大学

愛媛大学「修学サポート奨学金」制度 随時 学費支援

次の項目の一に該当する特別な事情により修学を継続することが困難であると認められる学生で、学力基準及び家計基準を満たしている者
・家計支持者が会社の倒産、解雇等により失職した場合（定年や自己の意思で退職した場合を除く。）
・家計支持者が死亡又は離別した場合
・家計支持者が破産した場合
・病気、事故、会社倒産、経営不振その他家計急変の事由により、著しく支出が増大又は著しく収入が減少した場合

給付奨学金

当該学期の授業料相当額

当該学期
当該年度の予算額に基づき決定
する

地域の制限なし 教育学生支援部学生生活支援課 併用不可 併用可

愛媛大学

愛媛大学基金奨学金「太陽石油奨学金」 在学中
・各学部の３年次生（医学部医学科にあっては５年次生）
・大学院の修士課程、教職大学院の課程及び博士前期課程の１年次生

用途を定めない経済的支援

（対象学年）
・各学部の３年次生（医学部医学科にあっては５年次生）
・大学院の修士課程、教職大学院の課程及び博士前期課程の１年次生

（応募資格）
(1) 愛媛大学に在学する者であること（正規生に限る・休学中の者は申請できない）。
(2) 経済的理由により学費の支弁が困難と認められる者。
(3) 向学心に富み，学業優秀であり、かつ、品行方正であること。
(4) 奨学金を得ることで、学業や研究により一層の進化及び発展が期待される者。
(5) 過去に「太陽石油奨学金」を受給していない者。

給付奨学金

５０万円／年
※法文学部夜間主の学生は２５万円／年

給付時一括払い 毎年度20人程度 地域の制限なし 教育学生支援部学生生活支援課 併用可 併用可

高知大学
高知大学修学支援基金奨学金 その他 令和5年7月19日～8月2日

学費支援
用途を定めない経済的支援

本学の学部に在学する学生のうち、次の各号に掲げる事項をすべて満たした者とする。
①修学に意欲があり、本学の教育目標に沿った成果を修める見込みがあること
②「高知大学授業料免除及び徴収猶予選考基準」に定める家計基準以下であること
③アドバイザー教員の推薦を得ていること

給付奨学金

上限30万円/年

１年間 20名以内 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

高知大学

高知大学医学部岡豊奨学会奨学金 随時
学費支援
用途を定めない経済的支援

医学部医学科１～６年生、医学部看護学科１～４年生で学資困難な学生を対象とする。
ただし、外国人留学生及び次に該当する学生を除く。
１．日本学生支援機構奨学金の貸与申請がない者
２．都道府県等の各種奨学金の貸与を受けている者
３．前年度の進級判定の不合格者

給付奨学金

４万円／月を上限

１年間 若干名 地域の制限なし 医学部・病院事務部学生課 併用可 併用可

高知大学
高知大学池知奨学金 その他 年度当初

学費支援
用途を定めない経済的支援

1～4年生・農林海洋科学部農林資源環境科学科又は農林資源科学科・学資の支弁が困難で他から奨学金を受けない者（高知県の高等学校出身で学術優秀・志
操堅固な学生） 給付奨学金

年額：5万円(月額5,000円×10ヶ月)
給与開始月から10月間 年間１名 高知県

総務部物部総務課学務室学生支
援係

併用不可 併用不可

高知大学

高知大学国際交流基金（交換留学支援型） 在学中 在学中（１～４年（医学科は６年まで） 留学費用支援制度

１～４年生（医学部医学科は１～６年生）・全学部・４月１日から翌年３月３１日までに開始する留学で協定等に基づき外国の大学へ留学（３ヶ月～１年間）する次の本
学学生に対して、留学支援のための奨学金を支給し、入学後の学習効果の向上を図る。
（１）本学の学部又は大学院の正規課程に在籍している者
（２）学業・人物ともに優れ、経済的援助が必要であると認められる者
（３）留学期間終了後、本学に戻り、学業を継続する者または学位を取得する予定である者
ただし、他の団体等から月額８万円以上の派遣奨学金等を受けることが決定している者を除く。

給付奨学金

アジア地域：１５万円
その他の地域：２５万円

留学期間による １０名程度 地域の制限なし 研究国際部地域連携課総括係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

高知大学
国際交流基金（短期派遣プログラム型） 在学中 在学中（１～４年（医学科は６年まで） 留学費用支援制度

1～4年生（医学部医学科は1～6年生）・全学部・４月１日から翌年３月３１日の間に開始される本学又は協定校により作成された正課または正課に準じる短期派遣
プログラム（派遣期間は７日以上３ヶ月以内のもの）に基づき、大学間交流協定校等へ派遣される本学学生に対して、派遣プログラム参加に係る費用の一部を奨学
金として支給する。

給付奨学金
アジア地域：５万円
その他の地域：８万円 期間に関わらず定額支給 15名程度 地域の制限なし 研究国際部地域連携課総括係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

九州大学
入学料免除制度 入学手続時 入学金・授業料減免

入学前1年以内において、入学者の学資負担者が死亡又は入学者若しくは学資負担者が風水害等の災害を受けたことにより、入学料の納付が著しく困難であると
認められた者の入学料の全額又は半額を免除する。 免除・減免

282,000円
入学時 地域の制限なし

学務部キャリア・奨学支援課学生
納付金免除係

併用可 併用可

九州大学
九州大学基幹教育奨励賞（奨学金） 入学後 特待生・成績優秀者

【対象】学部1年次履修の基幹教育科目の成績が特に優れている者50名
給付奨学金

年額35万円
1回 50名 地域の制限なし

学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 併用可

九州大学
山川賞 入学後 特待生・成績優秀者

山川健次郎初代総長の名を冠した賞であり、九州大学教育憲章が指向する、人間性、社会性、国際性、専門性に対して優れた志を持ち、学業成績が優秀な学部学
生を選考し、奨学金を給付します。
【対象】学部２・３年
【選考方法】書類審査及びヒアリング審査

給付奨学金

年額１００万円

最短修業年限 10名程度 地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 併用可

九州大学
九州大学修学支援奨学金 入学後 学費支援

特に経済的な支援を要し、学業成績が優秀である本学の学部生30名程度
給付奨学金

月額３万円
1年間 30名程度 地域の制限なし

学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 条件有りで併用可

九州大学

利章奨学金 入学後 学費支援

【対象】次のすべてに該当する者
・現在２年次以上の学部学生（日本人）
・人間性豊かで、志が高く人格的に優れている者
・学業成績が特に優れている学生で、かつ経済的困窮度が高い者
【給付人数】３名程度

給付奨学金

月額１０万円

最短修業年限 3名程度 地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 併用可

九州大学

緊急支援助成（九州大学学生後援会の助成金） 入学後
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

父母等が九州大学学生後援会に入会している学生及び同一理由で過去に申請したことがない学生で、次に掲げるすべての事項に該当する者。

ア　家計支持者が失職・破産・事故・病気・死亡若しくは火災・風水害等の災害等により家計が急変し、生活の維持が極めて困難であると認められる者
イ　家計急変の事由が発生した月から１２ヶ月以内である者
ウ　学習意欲があり、学業を確実に修了できる見込みがある

給付奨学金

３０万円、４０万円または５０万円

同一の家計急変の事由での
助成は、一人につき一回に
限る。

原則年間10名 地域の制限なし 九州大学学生後援会事務局 併用可 併用可

九州大学

九州大学基金支援助成事業「海外留学支援事業」（学部・大学院共通　海外
留学渡航支援）

入学後 留学費用支援制度

九州大学の正規課程に所属する学生で、次のいずれかによる留学が決定した者、又は予定している者
ただし、当該留学について他の資金から渡航費の支援を受けている者は、対象外
① 学生交流協定に基づく交換留学（大学間又は部局間）
② ダブル・ディグリー取得のための留学 給付奨学金

海外留学渡航支援金の支給額は、留学先の国及び地域に応じて次に掲げる額
Ａ　区分 ５万円 台湾、大韓民国
Ｂ　区分 １０万円 中華人民共和国、東南アジア
Ｃ　区分 １５万円 南アジア、北米（ハワイ）、太平洋諸島、モンゴル、ロシア（極東）
Ｄ　区分 ２０万円 オセアニア
Ｅ　区分 ２５万円 北米（ハワイを除く）、中米、南米、ヨーロッパ、ロシア（極東を除く）、中東、アフ
リカ

２事業年度連続して受給する
ことはできない

2０名程度 地域の制限なし 国際部留学課海外留学係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

九州大学 九州大学交換留学奨学金 入学後 留学費用支援制度
大学間交換留学生として決定された者

給付奨学金
一人一律６万円

最長１２ヶ月 ５０名 地域の制限なし 国際部留学課海外留学係 併用不可 併用不可

九州大学 九州大学基金支援助成事業「海外留学支援事業」（学部・大学院共通 短期留
学支援）

入学後 留学費用支援制度
九州大学の正規課程に所属する学生で、本学主催の支援対象短期プログラムへの参加を認められた者（成績等要件あり）

給付奨学金
支援額：１人あたり60,000円（現地派遣）または20,000円（オンライン）
※オンラインの場合は、学生負担が2万円以上のプログラムに限る。

学部・学府における在籍期
間中それぞれ1回限り

約100名 地域の制限なし 国際部留学課海外留学係 併用可 併用可

九州大学

市川節造奨学金 入学後 学費支援

応募資格　次のいずれかに該当し、日本国籍を持つ学部生
・社会的養護を必要とする者（児童養護施設等に入所していた方など）
・社会的養護を必要する者に準じる者（両親ともになく、学生自身で生計を立てている者）
・経済的に極めて困窮し、修学に支障が生じている学部１年生
採用人数　２名以内

給付奨学金

保護者がいない者 月額１０万円
保護者がいる者 月額 ５万円

最短修業年限 2名以内 地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 併用可

九州大学

中本博雄賞 修学支援奨学金 その他 入学前
学費支援
入学金・授業料減免

応募資格　次の(1)～(５)のすべてに該当する者
(1) 高等学校若しくは中等教育学校を申請年度に卒業見込の者、又は申請年度の前年度に卒業した者
(2) 申請年度の翌年度４月に九州大学に入学を希望する者
(3) 学業成績（高等学校等の第１年次から申込時までの全履修科目の評定平均値）が４．３以上の者
(4) 経済的事情により大学入学後の修学が困難である者
(5) 日本国籍である者

採用人数　　　１０名程度

給付奨学金
免除・減免

月額８万円の奨学金（返還不要）及び授業料全額支援

最短修業年限 10名程度 地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

条件有りで併用可 併用可

九州大学
授業料免除 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

１．経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者
２．授業料の納期前6か月(新入生は入学前1年)以内において、学生の学資を主として負担している者（以下「学資負担者」と言う）が死亡又は学生若しくは学資負
担者が風水害等の災害を受けたことにより、授業料の納付が著しく困難であると認められる者

免除・減免

本学が認定した経済的困窮度に応じて、授業料の全額・半額・４分の１の額の免除を行う

前期および後期 地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課学生
納付金免除係

併用可 併用可

九州大学

九州大学未来人材育成奨学金 在学中
研究費支援
学費支援

以下のすべてに該当する者
・本学の学部又は学府の正規学生
・学業成績が優秀である者
・日本語能力試験３級（Ｎ３）レベル程度の日本語でのコミュニケーションが可能な者

給付奨学金

年額８０万円

１年間
毎年度、民間企業による九州大
学基金への寄付に基づく奨学資
金の総額により決定

地域の制限なし
学務部キャリア・奨学支援課奨学
金係

併用可 条件有りで併用可

九州工業大学

経済的支援（ＢＹＯＤ） その他 入学前 その他 ノートパソコン必携化に伴う経済的支援

ノートパソコン購入費を全額または半額支援する。
　対象学年　１年生（入学前申請）
　対象学部　工学部、情報工学部
　資格・条件
　・経済的な事情によりノートパソコンを用意することが困難な学生
　・日本学生支援機構の給付奨学生（採用候補者）かつ、次に該当する学生
　　　ア　入学前1年以内に学資負担者が死亡した場合等の学生若干名⇒全額支援
　　　イ　上記以外の学生で経済的困窮度がより高い学生若干名⇒半額支援
　・生協から購入する場合に限る。

その他

入学前１年以内に学資負担者が死亡した場合等の学生若干名⇒全額支援
上記以外の学生で経済的困窮度がより高い学生若干名⇒半額支援（自己負担額は5万円程
度）

地域の制限なし

九州工業大学

学長表彰「学業成績優秀賞」 在学中 各学部において被推薦者を選考し、学長へ推薦
資格取得支援制度
その他

・優秀な学業成績を修めた学生を表彰し、希望する者
には、本学学生として必要と思われる語学検定試験の
受験料を支援する。
・海外インターンシップの参加を希望する者に参加優
先権を付与するとともに、希望するインターンシップ企
業に優先的に配属する。

優秀賞（３年次生） 1年次から2年次までの2年間における学業成績が優秀な学生
優秀賞（２年次生） 1年次における学業成績が優秀な学生

その他 地域の制限なし
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

佐賀大学

佐賀大学かささぎ奨学金 入学手続時 特待生・成績優秀者

①日本の高等学校若しくは中等教育学校を卒業見込の者及び卒業した者
②一般入試を受験し合格した者のうち，成績上位の者
③本学入学後に奨学金の受給を希望する者
採用予定者数は１４名程度
但し、毎年度の継続の判定あり。

給付奨学金

年間300，000円
4年間（医学部医学科は6年
間）
但し、毎年度の継続の判定
あり。

58名 地域の制限なし 学務部学生生活課 併用可 併用可

佐賀大学

古賀常次郎記念奨学金 在学中 学部1年次 用途を定めない経済的支援

①学部1年次生
②各学部1名
③授業料免除者のうち、佐賀県出身者（保護者が佐賀県在住者）
独立行政法人日本学生支援機構の給付奨学金第Ⅰ区分受給者で佐賀県出身の学生のうち、最も支援が必要とされる候補者から各学部1名を受給者として選考す
る。
なお、受給が決定した学生については、選考条件（就学状況、成績状況）を満たしているか確認を行い、受給の可否を決定する。

給付奨学金

年間200,000円（10月,3月　各100,000円）

1年間（入学年度限りとする） 6名 佐賀県 学務部学生生活課 併用可 併用可

長崎大学
長崎大学海外留学奨学金 在学中

学部生及び大学院生が対象
年に1回、4月頃

留学費用支援制度

本学に在籍したまま、本学が実施する派遣プログラム等により1年以内の期間派遣される学生で、次に掲げる要件を満たす者。
（1）学業成績が優秀で人物等に優れている者で、かつ、原則として別に定める成績水準を満たす者
（2）その他学長が認めた者

給付奨学金

上限１０万円（派遣地域により異なる）

同一年度に一回限り 予算の範囲内 地域の制限なし
学生支援部 留学支援課 留学生
教育・支援班

併用不可 併用不可

長崎大学
田添グローバル交流推進基金奨学金 在学中

学部生及び大学院生が対象
年に2回、5月頃及び8月頃

留学費用支援制度

本学に在籍したまま本学が実施する単位取得を伴う派遣プログラム等により派遣される日本人学生で，次に掲げる要件のいずれを満たす者
(1)「長崎グローバル+コース」履修（修了）学生
(2)学業成績が優秀で人物等に優れている者で，かつ，別に定める成績水準を満たす者
(3)その他留学生教育・支援センター長が認めた者

給付奨学金

上限10万円（派遣地域により異なる）

同一年度に一回限り 予算の範囲内 地域の制限なし
学生支援部 留学支援課 留学生
教育・支援班

併用不可 条件有りで併用可

長崎大学
長崎大学入学時給付奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

各学部（医学部は医学科と保健学科）の一般選抜（前期日程）の合格者上位20％以内の長崎県内出身者及び県外出身者のトップ2名の合計4名（全学部合計44
名）を奨学金の給付対象者とする。

給付奨学金

30万円（入学料相当）

入学時

最大44名
・長崎県内出身者枠
・長崎県外出身者枠
に分かれる

地域の制限なし 学生支援部学生支援課 併用可 併用可

長崎大学
医学部研究医コース奨学金 在学中 研究医コースの第４年次から第６年次の年度毎に、受給希望者を募る。 特待生・成績優秀者

医学部医学科研究医コースの第4年次から第6年次までに在学する者で，受給を希望する者
給付奨学金

月額5万円
3年間（大学院進学後に支給
継続あり）

最大3名 地域の制限なし
生命医科学域・研究所事務部 学
務課（医学部）

併用可 併用可

長崎大学
井上満治医学研究奨励基金 在学中 各年度の前期に受給希望者を募る。 特待生・成績優秀者

在学中に優れた研究発表を国際学会、国際誌に行った者、あるいは将来国際的な医療・研究活動を期待できる医学系大学院生、学部学生に報奨金として授与す
る。ただし在学中1人1回の受給とする。 給付奨学金

20万円
在学中1回の支給 5名 地域の制限なし

生命医科学域・研究所事務部 学
務課（医学部）

併用可 併用可

長崎大学
長崎百合野病院・江崎辰男海外留学支援基金 在学中

第3年次及び第5年次の5～6月に募集される海外リサーチセミナー及び
海外高次臨床実習の選考された派遣候補者から受給希望者を募る。
グローバルリーダーの育成を目指し、リーダーとして未来の医療・研究活
動を期待できる医学科生。

留学費用支援制度

第3年次及び第6年次に実施される海外リサーチセミナー及び海外高次臨床実習に参加する者。

給付奨学金

1名につき上限20万円

渡航対象期間 年間400万円まで 地域の制限なし
生命医科学域・研究所事務部 学
務課（医学部）

条件有りで併用可 条件有りで併用可

大分大学

久保奨学基金 在学中 ２年生～４年生 特待生・成績優秀者

２年生～４年生の経済学部学生（研究生等は除く）
（休学中および留学中の者，或いはそれを予定している者は応募できません。）

入学後の累積GPA が３．４０以上の者であること。
※GPA は，少数第３位を四捨五入する。

給付奨学金

年額60 万円（前･後期分をまとめて支給する）

①１年間
②在学期間中に２回まで受
給可能。

２年生～４年生 各学年３名（入学
年度を単位とする） 

地域の制限なし 経済学部総務係 併用可 併用可

宮崎大学 夢と希望の道標奨学金 その他 年1回 特待生・成績優秀者
２年次生、３年次生及び４年次生の学部学生のうち、前学年次の学業成績がきわめて優秀である者。

給付奨学金
一人あたり１０万円（一括）

地域の制限なし 併用可 併用可

宮崎大学
TOEIC・TOEFL試験成績優秀者奨学金 随時 特待生・成績優秀者

本学に在籍する日本人学生又は日本人大学院生のうち、在学中にTOEIC試験又はTOEFL試験の成績が優秀であった者。TOEICスコアが650 点以上730点未満又
はTOEFLスコアが70点以上79点未満で１回、TOEICが730点以上900点未満又はTOEFLが79点以上90点未満で１回、TOEICが900点以上又はTOEFLが90点以上
で１回の最多で３回申請することができる。

給付奨学金

TOEICスコア又はTOEFLスコアに応じて、5,000円～50,000円を給付。

地域の制限なし 併用可 併用可

宮崎大学

海外研修奨学金 随時 留学費用支援制度

本学が行う海外研修プログラムへの参加が経済的理由により困難である者

給付奨学金

研修先地域
　指定都市・・100,000円
　甲地域・・・ 80,000円
　乙地域・・・ 70,000円
　丙地域・・・ 60,000円

地域の制限なし 併用可 併用可

宮崎大学 課外活動奨励金 随時 課外活動支援制度
課外活動において優秀な成績を収めた者（団体）、その他奨励に価する顕著な功績等があった者（団体）

その他
成績、大会規模、貢献度等を考慮し、50,000円を上限とする。

地域の制限なし 併用可 併用可

鹿屋体育大学

特別奨学金給付制度 随時
学費支援
用途を定めない経済的支援
被災者資金支援

　特別奨学金の給付の対象者は、次のいずれかの事由により経済的に著しく困窮であり、かつ修学態度が良好で、指導教員の推薦を得た者とする。
①学資負担者の死亡
②学資負担者の失職（会社の倒産による解雇又は早期退職等）
③学資負担者の破産
④学資負担者の病気等による長期療養
⑤学資負担者の自宅家屋の火災、風水害、震災等の罹災
⑥その他学資負担者の責によらない事由
ただし、次のいずれかに該当する者は、特別奨学生としない。
①学部学生で修業年限を超えて在学している者
②学部２年次終了時に60単位以上修得していない者
③学部３年次終了時に90単位以上修得していない者
④大学院学生で標準修業年限を超えて在学している者

給付奨学金

20万円

随時 5人程度 地域の制限なし 学生課　生活支援係 併用可 併用可

鹿屋体育大学

入学料特別免除制度 学校出願時 入学金・授業料減免

競技成績優秀者(学部入学者)
総合型選抜（SS）入試による入学者全員と、学校推薦型選抜による入学者のうち、オリンピック・世界選手権・アジア大会等の国際大会への出場者や全国大会で優
秀な競技成績を持つ者の中から顧問教員の推薦を得た者。ただし、１競技につき２名まで(SSを優先)。

学業成績優秀者(大学院入学者)
大学院修士課程又は博士後期課程の入学者(欠員補充募集、現職教員入試、 SS認定及びSC認定による入学者並びに筑波大学との共同専攻入学者は除く。)のう
ち、入試成績が特に優秀と認められる者。
(修士課程：上位3名まで、博士後期課程：一般入試1名、社会人・留学生入試1名)

免除・減免

入学料の全額免除

入学時

学部：競技成績優秀者　1 競技
につき2名まで(総合型選抜(SS)
を優先)
修士課程：上位3名
博士後期課程：上位2名

地域の制限なし 学生課　生活支援係 併用可 併用可

鹿屋体育大学

授業料特別免除 学校出願時 入学金・授業料減免

①学業成績優秀者(学部)・・・２年次以上
学業成績を累計の修得単位数(累積)及びGPA(年間及び累積)で評価し、成績優秀者(各年次(年間・累積)上位3名)。

②学業成績優秀者(大学院)・・・修士課程２年次以上
学業成績を前年度1年間の研究論文等の学術研究活動で評価（修士課程１年次を除く）し、成績優秀者(各年次上位3名)。

③競技成績優秀者・・・２年次以上
学部学生及び大学院修士課程学生で、オリンピック・世界選手権・アジア大会等の国際大会代表選手や日本選手権優勝などの優秀な競技成績を収めた学生のう
ち、顧問教員の推薦を得た学生。（ただし、1競技2名まで）

免除・減免

前期授業料267,900円全額免除

学長が特に優秀と認めた学生については、「前・後期分の授業料」を免除する。
このほか、学部4年（本学修士課程進学予定者を除く）及び大学院修士2年次の学生を対象とし
た「後期分授業料」の免除がある。

①各年次(年間・累積)上位3名
②成績優秀者各年次上位3名。
③1競技2名

地域の制限なし 学生課　生活支援係 併用可 併用可

公立はこだて未来大
学

公立はこだて未来大学授業料等の免除等 在学中 入学金・授業料減免

大学院に在学し，修学支援法第８条に定める認定を受けた場合に準ずる者として，基準に適合する場合。

免除・減免

①入学料
該当者には下記金額の全額または2/3または1/3を減免する。
地域内の者：226,000円
地域外の者：310,000円

②授業料
該当者には下記金額の全額または2/3または1/3を減免する。
各期：267,900円（年額：535,800円）
の全額、2/3、1/3を減免

地域の制限なし 併用可 併用可

公立はこだて未来大
学 海外留学助成制度 その他 留学時 留学費用支援制度

学術交流協定を締結している海外の大学への留学を学長から認められた学生で、留学期間が原則３か月以上の者とする。なお、語学留学は対象としない。
参考：https://www.fun.ac.jp/study-abroad-program

その他

助成金　150,000円
・渡航費および海外留学保険料として、留学出発前に支給します。
・許可を得た留学期間を満たさずに、自己都合により途中で帰国した場合等は、助成金を返還
させることがあります。

原則1人1回 地域の制限なし 併用可 併用可

公立はこだて未来大
学

22世紀奨学金制度 在学中 学部2年次進級時 特待生・成績優秀者
学部１年次の通算GPAの上位者
参考：https://www.fun.ac.jp/news/9104 給付奨学金

総額100万円（表彰人数により分配）
学部2年次進級時1回 地域の制限なし 併用可 併用可

名寄市立大学

名寄市立大学給付型奨学金 その他 申請締切：毎年度４月下旬 特待生・成績優秀者

１．給付対象者
給付型奨学金は、向学心があり、学業成績が優秀な本学学生であって、本学学生の属する世帯の奨学金の給付を受けようとする年度の前年の総所得金額（所得
税法（昭和40年法律第33号）第22条第２項に規定する総所得金額をいう。）が426万円未満の者を給付対象者とします。
生計維持者の被扶養者が２人以上いるときは、本学学生を除く被扶養者１人につき38万円を乗じた額を加算して得た額未満の者を給付対象者とします。

２．奨学生の決定方法
給付型奨学金を受けることができるのは、各学科各学年ごと１人となっており、合計で16人となります。
奨学生の決定にあたっては、申請があった本学学生のうち、２～４年生は奨学金を給付する年度の前年度の成績が最も優秀な学生を、１年生は奨学金を給付する
年度の前期の成績が最も優秀な学生を、それぞれ奨学生として決定します。

３．給付金額
給付型奨学金の給付金額は、月額２万円です。

４．給付期間
給付型奨学金を給付する期間は、奨学生として決定した当該年度１年間とします。

給付奨学金

月額２万円

奨学生として決定した当該年
度１年間

各学科各学年１人（合計16人） 地域の制限なし 事務局学生課 併用可 併用可

名寄市立大学

名寄市立大学災害等一時給付奨学金 随時
課外活動支援制度
被災者資金支援

１．給付対象者
次の各号のいずれかに該当する者を給付対象者とします。
(１)　激甚災害等で、学生の属する世帯の家屋等に相当の損壊があった場合
(２)　学生の属する世帯の生計維持者が死亡し、又は重度心身障害者（名寄市重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例（平成18年条例
第133号）第２条第１項に該当する者をいう。）の認定を受けた場合
(３)　その他前２号に類する特別な事情があると市長が認めた場合

２．奨学生の決定方法
申請を受理したときは、その内容を審査し、災害一時給付金を給付すべきものと認めたときは、災害一時給付金の給付を決定するものとします。

３．給付金額
災害一時給付金の給付金額は10万円とし、申請理由１件につき１回とします。

給付奨学金

１０万円

申請理由１件につき、１回１
回限り

人数制限なし 地域の制限なし 事務局学生課 併用可 併用可

名寄市立大学

名寄市立大学学生海外留学等奨学金 随時 留学費用支援制度

１．交付対象者
次の各号のいずれかに該当する者とします。
(１)　外国の大学等に相当する教育施設の課程に在学して、その課程を履修する者
(２)　海外で語学研修を受講する者
(３)　本学が実施する海外交流事業に参加する者

２．交付対象経費
(１)　航空運賃
(２)　留学先教育施設の授業料、施設利用費等
(３)　受入れ国の国際空港から留学先までの国内交通費（１往復分）
(４)　空港税、燃料サーチャージ料及び出国手続諸費用
(５)　査証(ビザ)、旅券（パスポート）取得手続費用
(６)　海外傷害保険料
(７)　寮費又はホームステイ料
(８)　海外交流事業に参加する場合は、前各号に掲げる費用の一部又は全部を含む同事業の参加費用

３．交付金額
交付対象経費の２分の１以内で、５万円を限度とします。また、交付は本学に在学中１回限りとします。

給付奨学金

留学費用の２分の１（５万円上限）

在学中１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 事務局学生課 併用可 併用可

公立千歳科学技術
大学

災害救助法適用地域からの受験に関する特別措置 その他
入学検定料の免除：出願開始の1週間前
入学料の免除：各試験種別の入学手続期間中

被災者資金支援

災害救助法適用地域（入学予定年月日から遡り1 年以内に災害救助法が適用された地域）の災
害により次のいずれかに該当し、本学に必要書類を添えて申請し許可された者。
（１） 主たる学資負担者が所有する自宅家屋が損壊（全壊・大規模半壊・半壊）した場合
（２） 主たる学資負担者が死亡または行方不明の場合
※ 災害救助法適用地域については、日本学生支援機構のホームページを参照してください。
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/moshikomi/rinji/chiiki/index.html

免除・減免
入学検定料：出願手続時
入学料：入学手続時

地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可

旭川市立大学
特別奨学生 在学中 学部2～4年生 特待生・成績優秀者

・学部2～4年生
・学業成績優秀かつ、人格に優れ、他の学生の模範になると認められる者 給付奨学金

・経済学部　若干名　5万円
・保健福祉学部　若干名　5万円 1年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

旭川市立大学
Ｉ部同窓会奨学生 在学中 学部2～4年生 特待生・成績優秀者

・学部2～4年生
・学業成績優秀かつ、人格に優れ、他の学生の模範になると認められる者 給付奨学金

3万円
1年間 若干名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

旭川市立大学
後援会奨学生 在学中 学部1～4年生及び大学院生 特待生・成績優秀者

・学部1～4年生及び大学院生
・学業成績優秀かつ、人格に優れ、他の学生の模範になると認められる者 給付奨学金

5万円
1年間

経済学部と保健福祉学部を合わ
せて、30名前後

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

札幌医科大学
授業料減免制度（大学独自制度） その他 前期申請期間：３月上旬～4月上旬、後期申請期間：７月中旬～８月中旬 その他 授業料減免（入学金は対象外）

学部生・大学院生・専攻科生を対象とし、学費の支弁が極めて困難な事情にある学生

免除・減免

審査により対象となった学生について、各区分に応じて減免
①全額免除
②１／２減額
③１／３減額

半期毎（前期・後期）
人数制限なし（当該年度の予算
額に応じて決定）

地域の制限なし 事務局学務課　学務・学生支援係 併用不可 併用可

札幌医科大学
札幌医科大学小野和子奨学金 在学中 毎年度９月下旬、学年に制限なし 学費支援

①学業、人物ともに優れた学生であって、経済的理由により修学が困難である者
②毎年度前期又は後期において、本学授業料の減免対象者となった者 貸与奨学金

年額６０万円（無利子）
貸与を決定した年度から標
準修業年限まで

毎年度５名以内 地域の制限なし 事務局学務課　学務・学生支援係 併用可 併用可

青森県立保健大学
授業料減免 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生の学部学生対象

給付型奨学金の支給対象者として認定を受けることができない者で、家計基準及び学力基準のいずれにも該当する学部生 免除・減免

(1)　授業料の全額免除
(2)　授業料の３分の２免除
(3)　授業料の３分の１免除
(4)　授業料の４分の１免除

年２回（前期・後期） 人数制限なし 地域の制限なし 教務学生課 併用不可 併用可

岩手県立大学
授業料減免 在学中

前期分：４月、後期分：（8月～）9月
全学年

入学金・授業料減免
対象：全学部、全学年対象
　　　経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者 免除・減免

半期授業料：267,900円（全額、半額又は４分の１に相当する額を免除）
前期、後期の各期で実施

人数制限なし（予算の範囲内で
実施）

地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可

岩手県立大学
学業奨励金（第一種） 在学中 7月～9月頃（１年次生）

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

学校推薦型選抜（編入学を除く。）により本学に入学した１年次生で、建学の理念のもと学業に励み、他の学生の模範となる資質を有すると認められる者

貸与奨学金

月額30,000円
ただし、その者の属する世帯の所得が別に定める基準額以下の場合は、20,000円を加算する
ことができる

4年間。ただし、各年次終了
時の学業成績により、停止ま
たは廃止になる場合がある。

９名以内 岩手県 学生支援室 併用可 併用可

岩手県立大学
学業奨励金（第二種） 在学中 ４月～５月頃（２年次生）

特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援

２年次生で、建学の理念のもと学業に励み、学業成績、学業態度等が他の学生の模範となるに相応しいと認められる者

貸与奨学金

月額30,000円
ただし、その者の属する世帯の所得が別に定める基準額以下の場合は、20,000円を加算する
ことができる。

３年間。ただし、各年次終了
時の学業成績により、停止ま
たは廃止になる場合がある。

９名以内 地域の制限なし 学生支援室 併用可 併用可

岩手県立大学
岩手県立大学海外留学支援奨励金 その他

授業料減免の認定を受けた後、各海外留学プログラム開始７日前（土
日・祝日を除く）までに申請。

留学費用支援制度

次の要件を全て満たす者が対象。
（１）本学の学部、大学院又は短期大学部に正規生として在籍し、本学が実施する海外留学プログラムに参加する者
（２）高等教育の修学支援新制度による授業料減免又は岩手県立大学が行う授業料減免を受けている者

給付奨学金

派遣地域がアジア地域の者　５万円
派遣地域がアジア以外の者　10万円 １回限り 50名程度 岩手県 教育支援室 併用可 併用可

岩手県立大学 岩手県立大学本庄照子奨学金 在学中 ３年次の３月から４年次の４月 用途を定めない経済的支援
卒業年次生のうち、経済的支援を必要とし、かつ学業優秀な者

給付奨学金
年額200,000円

１年間（年２回に分けて交付） 各学部４～６名程度 地域の制限なし 学生支援室 併用不可 条件有りで併用可

岩手県立大学
本庄照子奨学等基金海外留学支援奨励金 その他

授業料減免の認定を受けた後、各海外留学プログラム開始７日前（土
日・祝日除く）までに申請。

留学費用支援制度

次の要件を全て満たす者が対象。
（１）本学に正規生として在籍し、正課として実施する海外留学プログラムに参加する者
（２）学業成績が優秀で人物等に優れている者
（３）本学及び他団体からの海外派遣・留学等に関する奨学金等を受給していない者

給付奨学金

派遣地域がアジア地域の者　３万円
派遣地域がアジア以外の者　８万円

１回限り 40名程度 岩手県 教育支援室 併用可 併用可

宮城大学
授業料減免(経済的事由による減免) その他

前期分：4月～5月頃
後期分：9月～10月頃

入学金・授業料減免
対象：外国人留学生や大学院生等、国の修学支援新制度への申請が不可である者
条件：経済的理由により授業料の納付が困難で，かつ，学業成績が優良である場合 免除・減免

本学が定める条件を満たす者に対し、当該期に係る授業料を全額減免又は半額減免
年間20名程度 地域の制限なし 事務局学務課学生支援グループ 併用不可 併用可

秋田県立大学

学部入学生特待生制度 在学中 １年生の指定された時期 特待生・成績優秀者

秋田県内の高等学校等を卒業（修了）した者で、
次の①から③のいずれかの 要件を満たす者
①すべての選抜区分の入学者において、大学入学共通テストの得点率(※)が、システム科学技術学部および生物資源科学部の各学部で最上位の者
②総合型選抜および推薦選抜Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにより選抜された入学者で、大学入学共通テストの得点率(※)が７０％以上である者
③一般選抜により選抜された入学者で、大学入学共通テストの得点率(※)が７５％以上である者
(※)本学の一般選抜で各学部が定める５教科７科目または５教科８科目の得点率です。ただし、総合型選抜および推薦選抜Ⅰ・Ⅱ・Ⅲにより選抜された入学者の場
合は、「成績通知書」を提出した者に限ります。

給付奨学金

年間授業料相当額

決定された年度から４年間給
付（ただし、当該年度の学業
成績結果により、翌年度の奨
学金の給付が停止される場
合がある）。

制限なし 秋田県 秋田キャンパス　教務チーム 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

秋田県立大学 学部在学生特待生制度 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者
本学部在学中の成績等により決定された者（2～4年生の者で当該年度進級者に限る）。ただし、学部入学生特待生を除く

給付奨学金
年間授業料相当額の半額

決定された年度の末日まで 学年ごとに20名以内 地域の制限なし 秋田キャンパス　教務チーム 併用可 併用可

秋田県立大学
学生寮 随時 寮制度

実家が秋田キャンパスから６０キロ以上離れている、または片道１時間３０分以上かかること。経済的理由により入寮を希望する学生で、授業料減免適用基準を満
たす者については優先的に入寮できる。 その他

寮費：月額50,000円
学部、大学院在籍期間中 男女各120名まで 地域の制限なし 秋田キャンパス　学生チーム 併用可 併用可

秋田県立大学

秋田県立大学２０周年記念奨学金 在学中 学部１年生～４年生、大学院１年生～３年生 用途を定めない経済的支援

次のすべてを満たす者
（１）秋田県内高校を卒業し、交付時に在学している正規生
（２）学業を継続することに経済的困難が認められる者
（３）別に定める成績基準を満たした者
（４）過去に秋田県立大学10周年記念奨学金又は本奨学金の交付を受けていない者

給付奨学金

20万円

在学期間に１回 １年度あたり最大１０名交付 秋田県 秋田キャンパス　学生チーム 併用可 併用可

秋田公立美術大学
秋田公立美術大学奨学金制度 その他 申請不要。本学在学中の成績等により学長が選考する。 特待生・成績優秀者

２年生から４年生までの者で当該年度の進級者のうち、前年度通期学業成績の優秀者から決定
給付奨学金

予算の範囲内で決定（令和３年度は一人あたり10万円）
決定時に一括支給

学年ごとに２年生および３年生は
３名以内、４年生は６名以内

地域の制限なし 事務局学生課 併用可 併用可

国際教養大学
緊急支援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

学部生、特別科目等履修生及び大学院生で、学費支弁者の死亡、失業、学費支弁者あるいは学生本人の災害被災など、本人に責がない予測不能な事態により修
学が困難な状態になり、かつ、災害被災の場合は日本学生支援機構の「災害支援金」の支給対象とならなかった学生 給付奨学金

5万円/件（状況により金額が異なる場合あり）
一回限り 定めなし 地域の制限なし 学生課　学生支援チーム 併用不可 併用可

国際教養大学
AIU留学時成績優秀者報奨奨学金 その他

各学期末（年度末を除く）に、翌学期に交換留学へ出発する学部生から、
成績優秀者を選抜する。

特待生・成績優秀者
翌学期より大学が義務付ける1年間の交換留学に出発する学部生（留学候補生）の中から、当学期のGPA 上位者を大学が選抜する。

給付奨学金
100,000円

一回限り
①年間10名を上限とする。

地域の制限なし 学生課　学生支援チーム 併用可 併用可

国際教養大学
AIU秋田県出身学生奨学金「わか杉奨学金」 入学後 学費支援

2012年4月以降に入学した秋田県出身学生（学部生、院生、特別科目等履修生）のうち、本制度に申請し、大学が定めた期日までに授業料を納付した学生
給付奨学金

①80,100円/学期
②40,050円/学期（本学独自授業料減免制度適用の場合） 学期毎に申請、採用。 人数制限なし 秋田県 学生課　学生支援チーム 併用可 併用可

国際教養大学
AIU秋田県外出身学生奨学金「修学支援奨学金」 入学後 学費支援

2012年4月以降入学の秋田県外出身の学部学生で、国の高等教育修学支援新制度の適用を受けている学部正規生。かつ、本制度に申請し、大学が定めた期日
までに授業料を納付した者。 給付奨学金

国の高等教育修学支援新制度の支援区分（Ⅰ～Ⅲ）により、学期毎に①80,100円　②53,400円
③26,700円/学期のいずれか。 学期毎に申請、採用。 人数制限なし 地域の制限なし 学生課　学生支援チーム 併用可 併用可

国際教養大学
AIUアンバサダー奨励金 入学後 研修支援制度

国内外あるいはオンラインで開催される国際会議または研究発表会に参加する学部学生、特別科目等履修生、大学院生で、その参加が本人、あるいは大学に有
益と認められる場合、旅費、登録料等を補助。本人の申請を受けて選抜。

給付奨学金

国内最大2万円、海外最大5万円、オンラインによる参加最大1万円

受給は一人年一回まで。
国内10人、海外7人、オンライン
による参加10人（※オンライン参
加は2023年度限り）

地域の制限なし 学生課　学生支援チーム 併用可 併用可

国際教養大学
AIUふきのとう特別奨学金 入学後 学費支援

毎年1月の申請時点で、授業料減免、各種給付型奨学金が不適用の正規学生（院・学部）および特別科目等履修生が対象。本人の申請を受けて、家計状況や成
績等を大学が総合的に勘案し、選抜。 給付奨学金

15万円/回
1回限り。採用翌年度の応募
は不可。

若干名 地域の制限なし 学生課学生支援チーム 併用不可 併用不可

山形県立米沢栄養
大学

教育振興会奨学金 随時 学費支援
家計支持者の失職、破産、病気、風水被害等により家計が急変し、日本学生支援機構奨学金の緊急・応急採用奨学金を利用しても不足する場合、申請により本学
教育振興会より奨学金を貸与する制度になります。 貸与奨学金

一年度あたり60万円以内、上限120万円
地域の制限なし 総務企画課 併用可 併用可

山形県立米沢栄養
大学

授業料免除 入学後 入学金・授業料減免

経済的理由によって授業料の納付が困難であり、かつ、学業成績優秀と認められるとき、その他やむを得ない事情（災害による損失等）があるときは、申請により選
考の上、その期の授業料の半額又は全額を免除する制度です。

要件は①原則として日本学生支援機構等の奨学金を受給している学生又は受給見込みのある学生で、経済的理由によって納付が困難であると認められ、かつ、
学業優秀と認められる場合②授業料の徴収の時期ごとの6ヶ月以内（1年生の前期分の授業料の免除の場合は、入学前1年以内）において、学生の学費を主として
負担している者が死亡し、又は学生若しくは学費負担者が風水害等の災害を受ける等のやむを得ない事情があり、納付が困難であるとみとめられる場合です。

成績優秀者の成績要件は、1年生の前期は出身高校の評定平均が4.0以上の者、1年生の後期から4年生までは授業料免除対象の直前期までの卒業要件科目の
履修単位数が基準（1年後期15単位、2年前期38単位、2年後期60単位、3年前期77単位、3年後期93単位、4年前期105単位、4年後期110単位）を満たし、かつ、Ｇ
ＰＡの数値が2.7以上の者

免除・減免

授業料の半額又は全額免除

地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

山形県立保健医療
大学

大学独自制度による減免 随時 入学金・授業料減免

国の修学支援制度で対象外となった者、全額免除とならなかった者について、大学独自の基準で減免を行う。

〈対象者〉
・経済的理由により授業料の納付が困難であると認められ、かつ、学業優秀と認められる者
・授業料の徴収の時期ごとの６月以内（新たに在学することとなった者にかかる入学した日の属する学期分の授業料の免除の場合は、入学前１年以内）において、
学費負担者の死亡、又は学生若しくは学費負担者が風水害等の災害を受ける等の特別の事由により、授業料の納付が困難であると認められる者

免除・減免

〈減免額〉
・国の修学支援制度による授業料の免除額が３分の２である場合　３分の１
・国の修学支援制度による授業料の免除額が３分の１である場合　３分の２又は６分の１
・国の修学支援制度の対象とならない場合　全額又は半額

授業料の徴収の時期ごとに
申請しなければならない。
申請に係る書類等の審査を
行い、適否を決定する。

人数制限なし 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

福島県立医科大学
授業料等免除制度 在学中 １学年～６学年まで 入学金・授業料減免

対象学年：全学年
学部：全学部
内容：学業成績が優秀で、かつ経済的理由により授業料の納入が困難であると認められる場合に、授業料の減免を行う。

免除・減免

納入期限において納入すべき授業料の額の全部又は２分の１に相当する額

地域の制限なし 教育研修支援課 併用不可 併用可

茨城県立医療大学

茨城県立医療大学授業料等減免(授業料) その他
入学料：入学手続き時
授業料：前期分４月、後期分10月

入学金・授業料減免

対象：学部学生のうち，R元年度在学していた学生（R2年度以降入学の学部生は対象外）
条件：学業が優秀であると認められ，次のいずれかに該当する者。
（１）学部学生，専攻科学生又は大学院学生の学資を主に負担している者（以下「学資負担者」という。）が生活保護法による生活扶助を受けるに至ったこと。
（２）学資負担者が失業又は生業の不振に至ったこと。
（３）学資負担者が死亡し，又は疾病にかかったこと。
（４）学資負担者が天災，火災その他の災害により損害を受けたこと。
（５）知事が前号に掲げることに準ずると認めたもの。

免除・減免

入学料・授業料の全額又は半額を免除する。
（R5入学料　県内在住者：282,000円　県外在住者：564,000円）
（R5授業料：535,800円）

地域の制限なし 教務課学生係 併用可 併用可

前橋工科大学 前橋市出身者入学料半額 学校出願時 入学金・授業料減免
入学する者またはその配偶者若しくは１親等の親族が入学の年の４月１日において引き続き１年以上前橋市に住所を有している場合入学料が半額

免除・減免
入学料が半額（141，000円）

人数制限なし 群馬県 総務課財務係 併用可 併用可

前橋工科大学

前橋市出身入学者特待制度 学校出願時 入学金・授業料減免

次の2つの条件を満たした場合、年間の授業料が半額

①前橋市内に1年以上住所を有している
　（入学年の4月1日において、1年以上前橋市に住所を有している）

②大学入学共通テストで、次の科目の各得点が全て全国平均点以上
　「数学Ⅰ・数学A」、「数学Ⅱ・数学B」、「英語」、「リスニング」、
　『「物理」、「化学」、「生物」』から1科目（高得点のものを採用）

免除・減免

年間授業料が半額（267，900円）

2年次以降も成績上位で授
業料半額が継続
（継続して特待生であること
が条件）

人数制限未定 群馬県 総務課財務係 併用可 併用可

前橋工科大学

通常減免 その他
前期申請締切：４月下旬
後期申請〆切：１０月下旬

学費支援
入学金・授業料減免

　次のいずれかに該当し、かつ、学業成績及び人物ともに優秀と認められる人に対して授業料の減免を行います。ただし、合理的な理由がないのに日本学生支援
機構などの奨学金を申請しない人及び特別な理由がないのに正規の終業年限を超えて在学している人は、対象外です。

（１）本学の大学院生であって、学資負担者が生活保護法に規定する要保護者又はそれに準ずる程度に
　　　困窮していると認められる人（生活保護受給者は全額免除、その他の人は半額免除）
（２）納付期限前６か月以内において、学資負担者が天災その他の災害によって被災し、授業料の納付が
　　　困難である人（住宅が半壊又は半焼（水害にあっては、床上２ｍ以内の浸水とする。ただし、床上
　　　に浸水しても居住又は営業に支障がないと認められた人を除く。）の被害を受けた場合は半額免
　　　除。これを超える被害を受けた場合は全額免除）
（３）納付期限前６か月以内において学資負担者が死亡し、授業料の納付が困難であると認められる人
　　（全額免除）
（４）私費外国人留学生で、授業料の納付が困難であると認められる人
　　（減免額の基準については、（１）を準用する。）
（５）その他特に減免の必要があると認める人

※（１）から（４）までについては、１年生前期に係る授業料の減免は、行いません。
※（２）及び（３）については、大学等における修学の支援に関する法律による授業料等減免対象者は、申請できません。

免除・減免

全額免除の場合・・・267，900円
半額免除の場合・・・133，950円

前期・後期ごとに申請可能。 人数制限なし 地域の制限なし 総務課財務係 併用不可 併用可

群馬県立女子大学 留学期間中の授業料減免 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免
大学で承認した6か月以上の留学者（アウトバウンド）

免除・減免
535，800円（年額）又は267，900円（半期分）

半年又は1年 人数制限なし 地域の制限なし 学生係 併用可 併用可

群馬県立女子大学
海外留学支援プログラム 在学中 １～４年。ただし、4年生後期は申請不可。 留学費用支援制度

全学年・全学部（院生含む）対象。本学の留学支援プログラムにのっとった研修・留学。原則1人1回。
6か月以上1年未満の長期留学、帰国後単位交換必要。2週間以上6か月未満の短期研修、帰国後単位交換必要。 給付奨学金

渡航費と留学先授業料の半額：長期留学40万円上限、短期研修20万円上限。
1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 外国語教育研究所 併用可 併用可

高崎経済大学

糸井ホールディングススポーツ活動奨励奨学金 在学中 1年生
課外活動支援制度
その他

高崎経済大学体育会に所属するスポーツ団体の学生
に修学及びスポーツ活動を容易にするための支援
貸与を受けた者のうち大学卒業後群馬県内に本社を
有する企業等（民間企業、地方公共団体　他）に就職
した者に対して該当企業に在籍する期間における返済
額に半額を免除する

体育会に所属するスポーツ団体の１年生

本学に学部学生として在学し体育会学生であって、人物学業ともに優れかつ健康であって大学卒業までにスポーツ活動を継続する強い意志がある者
貸与奨学金

貸与月額　5万円、6万円、7万円、8万円

修業年限を限度　4ヶ月分を
一括して貸与　支払月は4
月、8月、12月

10人程度
地域の制限なし 教育グループ　学生支援チーム 併用可 併用可

埼玉県立大学
授業料減免制度 随時 入学金・授業料減免

概要：社会人入学者等の、高等教育の修学支援新制度の対象外となる者について、予期せぬ理由により家計が急変した場合で、一定の要件を満たす場合には、
半期分（6か月分）の授業料について減免を行う。
対象：高等教育の修学支援新制度の対象外となる者
条件：大学等への入学時期等に関する要件を除き、国の高等教育の修学支援新制度と同一。

免除・減免

【授業料（年額）】
第Ⅰ区分：621,000円
第Ⅱ区分：414,000円
第Ⅲ区分：207,000円

3か月おきに家計審査を行い
更新

不問 地域の制限なし 学生・就職支援担当 併用不可 併用可

神奈川県立保健福
祉大学

特待生制度 入学手続時 特待生・成績優秀者

学部、大学院の新入生対象。
入学者選抜における成績が特に優秀な者を特待生として選考。
特待生については、入学料を全額免除。

 

 

免除・減免

学部・大学院の新入生対象。入学金282,000円

１回限り
学部　１１名
大学院　４名 地域の制限なし 学部入試担当部 併用可 併用可

川崎市立看護大学
入学時成績優秀者奨学金 学校出願時 特待生・成績優秀者

入学試験（学校推薦型選抜の合格者は別途、大学共通テスト要受験）において極めて優秀な成績を上げ、かつ将来への目的やビジョンを明確に持つ学生を選抜
し、大学前半における看護教育の基礎的教育課程を集中して取り組める環境作りを支援するため実施。 給付奨学金

入学金と２年間の授業料相当額（最大 1,353,600円）
２年間（第１・２学年） 年間５名程度 地域の制限なし 事務局総務学生課 併用可 併用可

川崎市立看護大学
地域定着促進奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

第２学年時の成績が優良かつ、将来川崎市内の医療施設等で看護師または保健師として就職しようという意思のある者（市内医療機関等に就職し、業務に３年間
従事した場合、貸与金額の返還を免除する。） 貸与奨学金

月額５万円
２年間（第３・４学年） 年間10名程度 地域の制限なし 事務局総務学生課 併用可 併用可

川崎市立看護大学 地域就職促進奨学金 入学後 学費支援
将来川崎市内の医療施設等で看護師または保健師として就職しようという意思のある者（市内医療機関等に就職した場合、利息を免除）

貸与奨学金
月額１万円から５万円 (選択制)

第１学年から第４学年まで 年間10名程度 地域の制限なし 事務局総務学生課 併用可 併用可

新潟県立看護大学
新潟県立看護大学授業料の減免及び納付期限延長申請手続等に関する事
務取扱要綱

入学後 入学金・授業料減免

学部生、大学院生が対象

天災その他特別の事情により市町村民税の減免を受けた者の世帯に属する者
①減免措置が課税額の１／２以上である場合
②減免措置が課税額の１／２未満である場合

免除・減免

①授業料の全額
②授業料の半額

①当該学期
②当該学期

①人数制限なし
②人数制限なし

地域の制限なし 教務学生課 併用不可 併用不可

新潟県立大学
大学独自の授業料減免 在学中 １年生～４年生 入学金・授業料減免

学部生でいずれかに該当する者
・天災その他特別の事情により、市町村民税の減免を受けた者の世帯に属する者
・上記に掲げる場合のほか、特に授業料を免除する必要があると認められる者

免除・減免

当該学期分の授業料の全額又は半額

減免対象となった学期 条件を満たす者 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

新潟県立大学
学修奨励金 在学中 ２年生以上 用途を定めない経済的支援

（１）奨励金の申請時において、公立大学法人新潟県立大学の修学支援制度における授業料等減免に関する規程第２条の規定及びその他の制度により、授業料
の全額を免除されていない者（休学者を除く。）
（２）学業を継続することに経済的困難が認められる者
（３）別に定める成績基準を満たす者

給付奨学金

10万円

同一学生について在学期間
を通じ１回

年間24名程度 地域の制限なし 教務学生課 条件有りで併用可 併用可

新潟県立大学
緊急修学支援金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援

１．学資負担者の収入又は学生本人のアルバイト等による収入が激減した等の理由で、経済的に著しく困窮し、その修学及び生活の継続が困難な状況である者
２．本学において支援の必要性を認めた者

給付奨学金

５万円

同一学生について在学期間
を通じ１回

年間１～8名程度 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

新潟県立大学

海外派遣留学奨学金 その他
前期：7月頃
後期：11月頃

留学費用支援制度

対象：
本学の正規課程に在学している学生で、本学と教育・学術交流に関する協定又は覚書を交わした海外の大学等に１学期間または１年間留学する者

資格：
①学則に規定する懲戒を受けたことがないこと
②申請時点において納めるべき授業料を完納していること（休学により納めることを要しない期間を除く）
③独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の海外留学支援制度（協定派遣）奨学金、またはそれと同等以上の条件の他の奨学金を受給しないこと
④過去において、派遣留学奨学金を受給していないこと

給付奨学金

10万円

1回限り 原則として１協定校あたり１名 地域の制限なし 国際交流課 併用可 条件有りで併用可

長岡造形大学
長岡造形大学優秀学生賞 その他 申請制ではない 特待生・成績優秀者

2年生以上、各学科1名
人格にすぐれ、学業成績が特に優秀である者 給付奨学金

表彰状、副賞５万円
１回限り 年間12名 地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

長岡造形大学
授業料等減免 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

全学年全学科。経済的理由により修学が困難で、人物および学業成績がともに優秀である学生。ただし、高等教育の修学支援新制度における給付型奨学金に採
用となった者を除く。 免除・減免

（授業料+実習料）の後期分を減免　292,900円
当該年度 人数制限なし 地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可

長岡造形大学 国際交流事業支援奨学金 随時 留学費用支援制度
全学生対象

給付奨学金
渡航に要する往復航空運賃の２分の１（ただし上限１０万円）

同一年度１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 教務課 併用可 併用可

三条市立大学
髙波龍風奨学金 入学後 学費支援

1年次は、一般選抜前期日程合格者のうち、成績優秀者を奨学生として内定。
2から4年次は本学の要項に基づき選考 給付奨学金

年間48万円を2回に分けて給付
1年間 1から4年次　各10人 地域の制限なし Student Support Unit 併用可 併用可

三条市立大学
髙儀スカラシップ 入学後 学費支援

1年次は、一般選抜前期日程合格者のうち、成績優秀者を奨学生として内定。
2から4年次は本学の要項に基づき選考 給付奨学金

年間48万円を2回に分けて給付
1年間 1から4年次　各4人 地域の制限なし Student Support Unit 併用可 併用可

三条市立大学
三条市諸橋轍次博士奨学金 入学後 学費支援

1年次は、一般選抜中期日程合格者のうち、成績優秀者を奨学生として内定。
2年次は本学の要項に基づき選考 給付奨学金

年間48万円を2回に分けて給付
1年間 1から2年次　各6人 地域の制限なし Student Support Unit 併用可 併用可

三条市立大学 スノーピークフェローシップ 入学後 学費支援
３年次から本学の要項に基づき選考

給付奨学金
年間48万円を2回に分けて給付

1年間 3から4年次　各4人 地域の制限なし Student Support Unit 併用可 併用可

金沢美術工芸大学
入学金減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

経済的理由により入学金の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる学生。
免除・減免

全額減免：282,000円　／　2/3減免：188,000円　／　1/3減免：94,000円
学部及び大学院に入学時
等。※成績などの審査あり

人数制限なし 地域の制限なし 総務係 併用可 併用可

金沢美術工芸大学
授業料減免制度 随時 入学金・授業料減免

経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる学生。
免除・減免

全額減免：267,900円　／　2/3減免：178,600円　／　1/3減免：89,300円
学部及び大学院に在学の期
間。※成績などの審査あり

人数制限なし 地域の制限なし 総務係 併用可 併用可

金沢美術工芸大学
緊急支援奨学金 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

学資負担者の死亡、会社等の倒産又は解雇等により、やむを得ず失職したとき（定年退職や自己都合退職を除く）など、経済的な理由により修学の継続が困難と
なった者。 給付奨学金

学資または生活費の援助。一括で12万円。 該当事由発生から６ヶ月以
内。同一の理由による奨学
金の給付は在学中1回限り。

人数制限なし 地域の制限なし 総務係 併用可 併用可

金沢美術工芸大学
ワールドワイド奨学金 入学後

研修支援制度
留学費用支援制度

本学に在学する学生（大学院生を含む）で、アートに関係する国際機関等の企画事業及び自らが企画する自己研修等による、概ね5日以上の海外研修を計画して
いる者。 給付奨学金

学生が海外で行う人、文化等との交流を通じた研修活動費の費用の一部を支援。一括で6万
円。 1年に1回。

年間10名程度（年度によって異
なる） 地域の制限なし 総務係 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

公立小松大学

公立大学法人公立小松大学学生短期貸付金 在学中 1年生～4年生 用途を定めない経済的支援

・対象者
正規課程の学生

・要件
世帯収入の減少等により経済的に窮追している者

・返済方法
貸付金の返済期限は貸付日の年度の３月２５日までとする。
返済は原則として一括払いとし無利息とし、休・退学等学籍の異動等があった場合は、速やかに貸付金の全額を返済すること。

貸与奨学金

一の年度ごとに１回限り７万円を限度に１万円単位で貸付する。

1年 制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

公立小松大学
海外派遣奨励支援奨学金 在学中 1年生～4年生

研修支援制度
留学費用支援制度

海外語学研修・異文化体験実習の参加者に対して支給する。
給付奨学金

最大5万円
研修・実習の終了後に支給
する。

支給人数の指定なし。 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

公立小松大学
留学支援奨学金 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

半年以上の交換留学に参加する学生を対象とする。
給付奨学金

５～１０万円
海外留学の渡航前に全額を
支給する。

年間最大６名 地域の制限なし 国際交流センター 併用可 併用可

福井県立大学

特待生制度 在学中 ２年、３年、４年の前期1回、後期１回 特待生・成績優秀者

学業成績が特に優れ、かつ、人物が優秀であると認められる学生について、学期ごとに、各学科および各年次1名（経済学部にあっては各学科2名）の学生を特待
生と決定

給付奨学金

１０万円

６月、１１月

経済学科、経営学科は各学年で
２名
その他の学科は各学年で１名
今年度前期は28名（新学科があ
るため、来年度より変更有）

地域の制限なし 就職・生活支援課 併用可 併用可

山梨県立大学

海外留学特別奨学金 在学中 ２年生～4年生 留学費用支援制度

成績優秀で海外の大学等への留学を希望する学生に対し、奨学金を支給します。

応募資格
①本学に１年以上在籍している学生であること
②留学期間が６ヵ月以上であること。
③留学しようとする海外の大学等において公用語として用いられる言語の検定試験の成績が次に掲げるものであること
ア　公用語が英語の場合　IELTS5.5以上またはTOEFL71ibt以上
イ　公用語が英語以外の場合アに定める成績と同等以上であるとして国際教育研究センターが認めるものであること
④本学での成績、公用語の検定試験の成績、志望調書の動機および面接時の対応を総合評価し、成績優秀と認められるものであること
⑤志望目的・将来の目標が明白で海外への大学等に留学することが本人の成長および本学における教育水準の向上に資すると期待できること
⑥授業料不徴収協定（交換留学）の適用を受けて留学する者でないこと

給付奨学金

海外大学等における検定料・入学料・授業料・施設利用料、その他海外大学等が直接学生に
請求する費用に２分の１を乗じた額　※最大１００万円

１回限り 最大2名 地域の制限なし 国際教育研究センター 併用可 併用可

山梨県立大学

山梨県立大学後援会学生留学等資金貸付金（学生留学資金貸付） 在学中
1年生～4年生
留学時

留学費用支援制度

本学学生が外国の大学又はこれに準ずる教育機関に留学する場合に希望する学生に無利子で貸し付ける

①保護者が後援会費を納入しているもの
②外国の大学又はこれに準ずる教育機関に留学するもの
③資金を貸し付けるにふさわしいと指導教員及び学部長が推薦するもの

貸与奨学金

36万円、60万円、96万円

１回（渡航前に全額貸付） 人数制限なし 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

山梨県立大学

海外研修奨学金 在学中 1年生～4年生 研修支援制度

夏休みや春休みを利用し、以下の授業・プログラムに参加する学生に奨学金を支給します。
・外国語現地演習
・国際理解演習
・国際保健医療演習
・その他の国際教育研究センターが認める海外の短期研修プログラムなど

応募資格
①本学に在籍している学生であること
②支給を受けようとする目的が海外研修に参加することであること
③過去にこの奨学金を受給していないこと
④成績評価基準
・1～4年生は、通算GPAが3.0以上であること

給付奨学金

①５万円

１回限り
①年間２４名

地域の制限なし 国際教育研究センター 併用可 併用可

山梨県立大学

山梨県立大学後援会学生留学等資金貸付金（学生外国研修資金貸付金） 在学中 研修支援制度

本学学生が外国の大学又はこれに準ずる教育機関に留学する場合に希望する学生に無利子で貸し付ける

①保護者が後援会費を納入しているもの
②大学が外国の大学等で実施する授業又は研修に参加するもの
③資金を貸し付けるにふさわしいと担当教員が推薦するもの

貸与奨学金

所要額の1/2以内（上限３０万円）

１回（渡航前に全額貸付） 人数制限なし 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

都留文科大学
スタートアップ奨学金 入学後 特待生・成績優秀者

学科別募集定員按分表による各試験における入学試験の上位者から決定する。
給付奨学金

５万円

１回限り
74 地域の制限なし 学生支援課　学生担当 併用可 併用可

都留文科大学
成績優秀者奨学金 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

①成績最優秀者　前年度の成績評価において、学内での成績評価方式(グレードポイント・アベレージ)の値が最上位の者で、各学科の2学年、3学年及び4学年から
それぞれ1人とする。
②成績優秀者　前号の成績評価方式の値が上位2位から5位までの者で、各学科の2学年、3学年及び4学年からそれぞれ4人(国際教育学科に限り2位の者1人)と
する。ただし、成績評価の値が同点の場合は、この限りでない。

給付奨学金

①成績最優秀者　学年・学科ごとに１０万円
②成績優秀者　学年・学科ごと2～5位に５万円

学年につき１回切り
①学科・学年ごと１名
②学科・学年ごと４名（国際教育
学科のみ１名）

地域の制限なし 学生支援課　学生担当 併用可 併用可

都留文科大学

グローバル奨学金 随時 留学費用支援制度

グローバル教育奨学金の趣旨を具現可能な学生かつ海外留学等に意欲のある学生で、大学の定める留学及び研修として決定された留学へ参加する学生。

給付奨学金

①　交換留学(10ｹ月程度)　1人50万円から100万円
②　交換留学(5ｹ月程度)　1人30万円から50万円
③　国際教育学科交換留学　1人30万円
④　認定留学　1人50万円
⑤　協定校留学　1人30万円
⑥　協定短期語学研修　1人5万円以内(研修参加費用の10％、千円未満切り上げ。ただし、オ
ンライン研修の場合は、研修参加費用の30％とする)
⑦　グローバル授業　1人5万円以内(授業参加費用の10％、千円未満切り上げ)
⑧　大学院海外研修　1人50万円以内(費用の50％以内、千円未満切り上げ）
※掲載内容は2023年度のものになります。2024年度につきましては、内容を現在検討していま
す。

人数制限なし 地域の制限なし 教務課　国際交流センター 併用可 併用可

都留文科大学 遊学奨励金 随時 留学費用支援制度
国外での遊学希望者。選考については学内組織である奨学金等審査委員会が行う。

給付奨学金
上限額50万円

毎年度の予算範囲内 地域の制限なし 教務課　国際交流センター 併用可 併用可

都留文科大学
授業料免除 随時 入学金・授業料減免

授業料の納付が困難な学生のうち、国が行う修学支援制度へ申し込む資格を有しない学生。

免除・減免

学費相当額もしくは学費相当額の半額
１年間（ただし、新入生のみ
後期からの半年間）

学部学生及び大学院生を含めて
当該年度の授業料収入予定額
(調定額×99％)の6.0％に相当す
る額の範囲内の人数。

地域の制限なし 学生支援課　学生担当 併用不可 併用可

長野大学

特待生制度 在学中 特待生・成績優秀者

全学部全学科 　2・3・4年生　 若干名

(１)新2年生～新4年生の学部生
(２)2年生　1年次終了までに36単位以上を修得
3年生　2年次終了までに72単位以上を修得
4年生　3年次終了までに108単位以上を修得
3年次編入　2年次終了または3年次編入時点で62単位以上※を修得（※読替単位も含む）
4年次編入　3年次終了までに98単位以上を修得
(３)前年度の履修科目の中で、「優」以上の成績の科目割合が80％以上である
(４)前年度の履修科目の中に「不可」がない
(５)前年度の履修科目の中に「可」が2科目以上ない

給付奨学金

・20万円

①１年間
②１回限り

①年間20名程度
②人数制限あり（学年ごと各学部
上位2名、大学院2名）

地域の制限なし 教育グループ学生支援担当 併用可 併用可

長野県立大学

長野県立大学授業料等の徴収猶予 在学中 １～４年生
学費支援
その他

授業料の徴収猶予

（１）対象学年：全学年（１年生～４年生が対象）

（２）対象学部：全学部（グローバルマネジメント学部、健康発達学部）

（３）条件等　：次のいずれかに該当するとき
　　①経済的理由により納付期限までに授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる場合、②天災、家計支持者の疾病又は死亡、家業不振その他の
世帯の状況に応じ、授業料の納付が困難であると認められる場合、③行方不明の場合、④やむを得ない事情があると認められる場合

その他

・授業料年額：535,800円の全額または半額

人数の制限なし 地域の制限なし 学務課学生支援係 併用可 併用可

長野県立大学

長野県立大学私費外国人留学生の授業料等の減免 その他
・入学金の減免は入学手続き時に申請
・授業料および寮費の減免は年1回の募集開始後に申請

入学金・授業料減免
その他

寮費の免除（2年生以上で引き続き入寮を継続する私
費外国人留学生が対象）

（１）対象学年：全学年（１～４年生）

（２）対象学部：全学部（グローバルマネジメント学部、健康発達学部）

（３）条件等：大学で定める学業基準等を満たすこと

免除・減免

・入学料：423,000円の1/3を減免
・授業料年額：535,800円の半額を減免
・寮費年額：150,000円の全額を減免（ただし、2年生以上。共益費は除く） 人数制限なし 地域の制限なし 学務課学生支援係 併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学

優秀学生奨学金制度 在学中 2年生～4年生 特待生・成績優秀者

2年生～4年生

【第1種】各学科上位1％程度である者
【第2種】各学科上位3％程度である者
※前年度のGPAおよびGPSを判定基準とする

給付奨学金

【第1種】240,000円
【第2種】120,000円 １年間

※繰り返し受給することを妨
げない。

第1種　各学年4名を上限
第2種　各学年8名を上限

地域の制限なし 併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学

海外研修支援奨学金 在学中 1年生～4年生 研修支援制度

【対象とする海外研修】
1.公立諏訪東京理科大学が主催する海外研修プログラム
2.東京理科大学が主催する海外研修プログラム
3.本学海外協定校における研修プログラム
4.その他本学が認めた海外研修プログラム

【給付金額】毎年度、プログラムごとに設定
【対象学年】1年生～4年生
【申請条件】本学の学部の正規の課程に在学する学生で、次のいずれかに該当する者
①本学が主催する海外研修プログラムについて、主管する学部または学科にプログラム参加が認められた者
②以下のア～ウにおいて、本学が定める成績・スコアを満たす者
ア.英語に関する資格・検定試験のスコア
イ.学部に在籍する2年生以上の学生においては前年度または前年度までのいずれかのGPA
ウ.学部に在籍する1年生の学生においては出身高等学校における外国語(英語)の評定平均値

給付奨学金

最大200,000円（海外研修プログラムごとに設定）

地域の制限なし 併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学 経済的理由による授業料減免 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

1年～4年生

①経済的理由により授業料の納付が著しく困難であり、かつ学業成績優秀と認められる者
②大学等における修学支援新制度の第II・第III区分該当学生

免除・減免

①年間授業料の半額
②修学支援新制度の第II・第III区分該当学生の新制度で免除されない授業料 ①１年間

②修学支援新制度の第II・第
III区分に認定された期間

地域の制限なし 条件有りで併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学

学資負担者の状況急変等緊急理由による授業料免除 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

1年生～4年生

学資負担者が死亡し、または本人もしくは学資負担者が風水害等の災害を受けたことにより、授業料の納付が困難であると認められる場合。または、これに準ずる
場合であって、学長が相当と認める理由がある場合。
家計急変の事由が生じた時から1年以内に申請が必要。

免除・減免

年間授業料の全額または半額

地域の制限なし 併用可

公立諏訪東京理科
大学 学生チャレンジプラン 在学中 1年生～4年生 課外活動支援制度

1年～4年生

学生及び教職員が企画立案した事業で、学生の課外活動と同じ種類のものか、所属する部門、部類で行う学生の主体性や実践力の向上等が図れる内容のもの全
般

給付奨学金

一件につき上限500,000円まで

1年間 地域の制限なし 併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学

資格取得支援助成金制度 在学中 1年生～4年生 資格取得支援制度

1年～4年生

以下の資格取得について、受験費用及び移動費用の助成を行う。
(1) ＴＯＥＩＣ(580点以上)（ＩＰテストを含む）
(2) 英検準1級
(3) 技術士一次試験
(4) 電気通信設備工事担任者試験（AI・DD総合種）
(5) 品質管理検定2級
(6) 情報処理技術者試験（基本情報技術者以上）
(7) 第三種電気主任技術者試験
(8) 情報処理技術者試験（情報セキュリティマネジメント）
(9) 統計検定2級以上

給付奨学金

規定された資格を取得した場合、受験費用及び移動費用の全額を助成する。
※受験のみの場合は、半額を助成する。

地域の制限なし 併用可 併用可

公立諏訪東京理科
大学 自然災害被災学生に対する学費減免 その他 在学中もしくは入学前 入学金・授業料減免

本学学生及び受験生

免除・減免

①被災の範囲により、入学金、授業料（以下「学費等」という。)の全額又は一部を免除する。
②被災の範囲が免除に該当しない場合において、学費等の支弁が相当困難であると大学が判
断したときは、入学金の全額及び授業料の半額を免除する。
③上記のいずれにも該当しない被害に対しては、見舞金(3万円)を贈呈することがある。

地域の制限なし 併用可 併用可

岐阜薬科大学

岐阜薬科大学村山記念奨学金 在学中 5回生～6回生 特待生・成績優秀者

①本学薬学科5年次に進級した学生
②入学後の学業成績や勉学姿勢が特に優秀で、他の学生の範となる者

給付奨学金

年額２５万円

２年間

各年度において、収容定員の1
割程度とし、12名を限度（令和５
年度入学生。令和６年度以降入
学生については人数を変更する
場合があります。）

地域の制限なし 事務局教務厚生課 併用可 併用可

岐阜薬科大学
岐阜薬科大学村山記念国際交流奨学金 在学中

国際交流の一層の進展を図り、教育・学術研究の振興に資することを目
的とし、主に米国等の姉妹大学へ学生派遣を行う際に給付

課外活動支援制度
主に米国等の姉妹大学へ学生派遣となった者

給付奨学金
約２０万円

１回限り ５名程度 地域の制限なし 事務局教務厚生課 併用可 条件有りで併用可

静岡県立農林環境
専門職大学

授業料等減免 在学中 入学金・授業料減免
①経済的理由によって学費の支弁が困難な者

免除・減免
①授業料、入学金　全額、1/2、1/3学費相当額を限度

①半期ごと ①人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

静岡県立大学

静岡県立大学私費外国人留学生奨学金 入学後
用途を定めない経済的支援
その他

私費外国人留学生のうち成績優秀者に奨学金給付

本学に在籍する私費外国人留学生（在留資格が「留学」の者）で、学業、人物ともに優れ、次の
基準を満たす者。（学部1年生を除く）

(1)成績評価係数
学部生（当該年度 4月時点 で 2年次以上） 2.00以上
大学院生　2.30以上

［成績評価係数の算出方法］（小数点第3位を四捨五入）
（「秀・優の単位数」×3）＋（「良の単位数」×2）＋（「可の単位数」×1）＋（「不可の単位数」×0）
総登録単位数

(2)経済的条件
・他の奨学金を受給していないこと 。
・仕送りの月額平均が 9万円以下であること （入学料・授業料等は含まない ）。
・日本に住んでいる扶養者の年収が 500万円未満であること。

給付奨学金

学部生 50,000円／月
大学院生　70,000円／月

2022年度：2022年 4月～ 
2023年 3月まで の 1年間 
（学期ごとに支給）

学部生 5名
大学院生　7名

地域の制限なし 学生部学生室 併用不可 併用不可

静岡県立大学
授業料減免制度 入学手続時 入学金・授業料減免

日本人、留学生ともに大学が示す経済的な困窮が認められる基準を満たす者。（学年、学部などでの制限はなし）
免除・減免

申請者の困窮度に応じて授業料の全額または半額免除を行う。
1年間（ただし、半期ごとに申
請の機会あり）

制限なし 地域の制限なし 学生部学生室 併用可 併用可

静岡県立大学

内西いよ子奨学金 在学中
奨学金給付開始時に薬食生命科学総合学府のうち薬学系大学院博士課
程又は博士後期課程の1 年次であること。

研究費支援
用途を定めない経済的支援

1 奨学金給付開始時に薬食生命科学総合学府のうち薬学系大学院博士課程又は博士後期課程の1年次に在学している者。
2 常勤職に就いていない者。
3 日本学術振興会特別研究員又は尚志社奨学生に選ばれていない者 。
4 国費留学生ではない者。
5 専修コース学生ではない者。

給付奨学金

月額 50,000 円
当該年度4月から修了年 3 
月まで
※年度終了ごとに更新のた
めの審査有あり。

3 名 地域の制限なし 学生部学生室 併用不可 併用不可

静岡県立大学 成績優秀者学習奨励費 在学中 3年生 特待生・成績優秀者
学部２年次の成績優秀者に支給

給付奨学金
各学部の基準による

1回限り 各学部の基準による 地域の制限なし 学生部学生室 併用可 併用可

静岡県立大学 ドリーマーズ奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援
1年生のうち、外国から居住した背景を持つ者に一時金を支給。

給付奨学金
5万円

1回限り 最大4名 地域の制限なし 広報・企画室 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

愛知県立大学

「はばたけ　県大生」奨学制度 在学中 全学年対象、4月に募集 研究費支援

１. 資格
　【学部生の部】
　　学部に在学し、個人で学術調査研究活動に取り組む者
　　ただし、採択は学部在学中に一度のみ

２．採択人数
　【学部生の部】
　　国外研究4名、国内研究9名

３．選考
　　選考基準により審査する

※年度により採択人数等が変更することがある

給付奨学金

国外研究：一人当たり250,000円以内
国内研究：一人当たり150,000円以内

１回限り
【学部生の部】
　国外研究4名、国内研究9名

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

愛知県立芸術大学 片岡球子奨学事業 入学後 留学費用支援制度
美術学部、美術研究科対象（年度によって対象専攻が異なる）

給付奨学金
一人当たり400,000円（令和4年度実績）

一括給付 年度によって異なる 地域の制限なし 学務課　学生支援・国際連携担当 併用可 併用可

愛知県立芸術大学 兼松信子基金 入学後 留学費用支援制度
音楽学部、音楽研究科対象

給付奨学金
一人当たり500,000円以内

一括給付 年度によって異なる 地域の制限なし 学務課　教務担当 併用可 併用可

愛知県立芸術大学

入学検定料免除 その他 学校出願前 入学金・授業料減免

受験しようとする者で、次の各号の一つに該当するもの
(1)生活保護法(昭和25年法律第144号)による被保護家庭の子弟である者
(2)入学試験前1年以内において、学資負担者が風水害その他の災害を受けたことにより、入学検定料の納付が極めて困難となった者
(3)入学試験前1年以内において、学資負担者の死亡、長期療養、失業又は事業の倒産により、入学検定料の納付が極めて困難となった者
(4)その他理事長が特に入学検定料免除の必要があると認めた者

免除・減免

入学検定料の全額

徴収免除 定めなし 地域の制限なし 学務課　学生支援・国際連携担当 併用可 併用可

名古屋市立大学

入学料の減免 入学手続時 入学金・授業料減免

【対象】
入学料：入学許可者（非正規生を除く）

【条件】
○入学料
入学前1年以内の風水害等により入学許可者または学資負担者の住家が被害を受け、入学料の納付が著しく困難である場合

免除・減免

入学料の全額、または2分の１の額

地域の制限なし 学生課入試係 併用可 併用可

名古屋市立大学
川久保基金（川久保学生奨学金） その他

随時。ただし、MD-PhD前期コースへの入学は原則として4年次9月までと
する。

用途を定めない経済的支援

【対象】
MD-PhDコース（大学院の研究指導を前倒して行う）の医学部学生15名
【条件】
成績が優秀で品性が良好な者

給付奨学金

1名につき年10万円。

医学部生15名以内 地域の制限なし 医療人育成課医学教育係

名古屋市立大学
資格取得支援 その他 申込期間年2回（7月と1月）の期間内限定 資格取得支援制度

【対象】
学部の正規学生で、在学中に本学が定める資格の受験をした者のうち、合格した（規定の得点に達した）者
ただし、同一資格についての申請は、在学期間を通じて1回に限る

その他

資格試験の合格者の受験料（手数料は含まない）

地域の制限なし 学生課学生支援係 併用可 併用可

名古屋市立大学
奨学金（海外留学関係） 在学中 1年生～6年生 留学費用支援制度

大学間交流協定校もしくは学部間協定校に基づき海外の協定校に派遣が決定した学生
※ただし、学部・大学院ごとに在学中1回に限る 給付奨学金

学生が負担する渡航費の経費として、協定校への交換留学での派遣学生へ上限15万円。留学
プログラムに基づく短期研修・実習に参加の学生へ上限7万円。それ以外の短期派遣の学生へ
は上限3万円

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 国際推進課 併用可 条件有りで併用可

名古屋市立大学
名市大生スタート支援奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

対象者・金額は変更の可能性あり
＜令和４年度実績＞
住民税所得割額非課税世帯に属する学部新1年生

給付奨学金

5万円

1回限り（5月末頃） 人数制限なし 地域の制限なし 学生課学生支援係 併用可 併用可

名古屋市立大学

瑞山会(名古屋市立大学経済学部同窓会)協定校留学費補助 その他 募集期間を通知する。 留学費用支援制度

応募条件：以下の４点を満たすこと。
(1)経済学部に在籍していること。（科目等履修生、交換留学生等の非正規生を除く。）
(2)名古屋市立大学の協定校への留学が内定していること。
(3)留学期間が前期、後期あるいは１年であること。
(4)協定校留学内定後、渡航前に申請できること。

給付奨学金

最大３万円

帰国後の申請による 年間3名程度 地域の制限なし 山の畑事務室　教務係 併用可 併用可

名古屋市立大学 名市大未来まちづくり活動支援事業「温知学要」 入学後 課外活動支援制度
本学の学生団体等（本学に在籍する学生３名以上）

給付奨学金
１事業７万円（上限）

地域の制限なし 都市政策研究センター 併用可 併用可

名古屋市立大学

名古屋市・陸前高田市友好都市人材育成制度 学校出願時
学費支援
被災者資金支援

・実施期間：平成30年度～令和4年度の入学者
・対象学部：全学部
・選抜方法：問わない
・対象者：・陸前高田市に住所を有し、又は陸前高田市内の中学校
（第一中、気仙中、高田東中）を卒業していること。
・本学を卒業後、陸前高田市の発展に寄与する意思を有すること。
・本学に進学・在学し、陸前高田市の承認を得た者。

給付奨学金

上限100万円/年（入学金、授業料、家賃、諸団体納付金）

修業年限4年（ただし、医学
部及び薬学部薬学科は6年）

岩手県

名古屋市立大学
田坂学生奨学金（就職支援） 在学中 4年生 就職支援

【対象】看護学部の4年生に限る
【採用人数】申請者のうち、適性と認められる者全員
【応募条件】学業成績・人物ともに良好であり、かつ名古屋市立大学病院への就職が内定しており、卒業後に名古屋市立大学病院に就職し1年以上勤務し、市民の
健康と福祉の増進に貢献したいという意欲がある者。卒業後に名古屋市立大学病院に就職し1年以上勤務しなかった場合は全額返還する。

貸与奨学金

年額20万円

1回限り 人数制限なし 地域の制限なし 看護学部事務室 併用可 併用可

名古屋市立大学
田坂学生奨学金（修学支援） 在学中 1～4年生 用途を定めない経済的支援

【対象】看護学部学生で、各学年4名以内
【応募条件】看護学部の学生で、学業成績・人物ともに良好であり、かつ経済的事情により修学支援が必要な者のうち、卒業後に名古屋市立大学病院に就職し給
付期間に相当する期間以上勤務し、市民の健康と福祉の増進に貢献したいという意欲がある者。卒業後に名古屋市立大学病院に就職しなかった者、給付期間に
相当する期間以上勤務しなかった者は返還する必要がある。

貸与奨学金

年額36万円

1年（継続申請可） 各学年4名以内 地域の制限なし 看護学部事務室 併用可 併用可

三重県立看護大学
授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

・１年～４年の看護学生対象

・経済的理由によって学資の負担が困難であると認められる者その他特に必要があると認められる者。
（大学等修学支援法等により、授業料減免の対象となり、かつ独立行政法人日本学生支援機構の給付奨学金を受給する者が対象となる。）

免除・減免

授業料267,900円（半期分）について、半額まで減免を行う。

半期ごとに申請
①年間10名程度
②人数制限なし

地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

三重県立看護大学

みかん大進学支援給付金制度 入学後 その他
入学時に要する費用（実習教材代、1年次の教科書代
及び学生保険代等相当）を支援

経済的に困窮している者で、次のいずれかに該当する者。
（１）次の①と②の両方に該当する者
①独立行政法人日本学生支援機構の給付奨学生であること
②三重県保健師助産師看護師等修学資金、三重県病院事業庁看護師修学資金又は三重県内の市町や病院等が設ける修学資金等の受給者（受給希望者）であ
ること
（２）理事長が支援の必要性を認めた者

給付奨学金

20万円

１年次に一括で支給 5人 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

京都府立大学

京都府立大学 授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生の全学部学生対象（留年期間中を除く）

【資格・条件等】
・学業成績が良好な者（学業成績基準は日本学生支援機構「給付奨学金」と同じ）
・授業料を主として負担する者が生活保護法による生活扶助を受けている場合又はこれに準ずる生活困窮者である場合。その他、授業料を主として負担する者が
授業料の納付期限前１年以内において死亡、疾病、生業不振等又は風水害等の罹災により、授業料の負担が著しく困難な状況にある場合

免除・減免

全額免除：年額５３５，８００円（半期２６７，９００円）
半額免除：年額２６７，９００円（半期１３３，９５０円）
※毎年後期に家計の所得に基づき、免除区分の見直しあり

４年間
※毎年後期に家計の所得に
基づき、免除区分の見直しあ
り

人数制限なし 地域の制限なし 学生部 学務課 学生支援係 併用可 併用可

大阪公立大学

大阪公立大学等授業料等支援制度 入学後 入学金・授業料減免

１　対象
学部生

２　大阪府在住要件
学生本人及びその生計維持者（原則、父母）が、入学日の3年以上前から引き続き大阪府内に住所を有していること

３　大学等に入学するまでの期間等に関する要件
高等学校等を初めて卒業した年度の翌年度の末日から、大学等に入学した日までの期間が2年を経過していないこと

４　家計の経済状況に関する要件
家族4人世帯（生計維持者のうちどちらか一方が働き、本人、中学生の場合）、年収目安910万円未満までの世帯が対象

５　学業成績等に関する要件
入学時、学修計画書により学修意欲を確認

免除・減免

入学料（入学時4月に申請した場合に限り適用）
全額免除　282,000円
2/3免除　188,000円
1/3免除　94,000円

授業料
全額免除　535,800円
2/3免除　357,200円
1/3免除　178,600円

支援対象以降、卒業までの
間。
ただし、成績不振や留年が
確定した時点で支援を打ち
切る。
（高等教育の修学支援新制
度に準拠）

人数上限なし 大阪府 学生課 併用可 併用可

大阪公立大学

大阪公立大学グローバルリーダー育成奨学金制度 在学中 2年生 特待生・成績優秀者

次の要件をすべて満たす者とする。（ただし、休学者を除く。）
（１）本学に在籍する学部・学域2 年次生であること。
（２）1 年次終了時の累積成績基準がGPA2.7 以上（1 年次39 単位以上取得）であること。
（３）別表1 に示す母国語以外の語学レベルであること。
（４）本学入学前又は後に別表2 に示す活動・経験が有ること。
（５）父母等及び本人が大阪公立大学教育後援会会員であること。
応募時に提出した活動計画に基づく活動など、特筆すべき成果をおさめた奨学生については、
翌年度も奨学金を支給することがある。

別表１
◇外国語 ◇語学レベル基準 ◇レベル
英語        　 TOEIC L&Rスコア 650点以上
       　 TOEFL iBT 　　  69以上
       　 英語検定                準1級以上
       　 IELTS                 5.5以上
フランス語 　フランス語検定    2級以上
スペイン語 　スペイン語検定 3級以上
ロシア語 　ロシア語能力検定 2級以上
中国語 　中国語検定         2級以上
アラビア語 　アラビア語検定 3級以上
ドイツ語 　ドイツ語技能検定 2級以上
朝鮮語 　韓国語能力試験 4級以上
日本語 　日本語能力試験 Ｎ2以上
別表２
これまでの活動・経験内容
・国際交流イベント、学生国際会議及び国内外プログラム等の研修への参加
・国内外でのボランティア活動
・学内外の顕彰、コンテスト及び大会等での受賞
・取得した資格等
・そのほか、本制度の主旨に合致する活動
※上記内容はオンラインでの活動も対象とする

給付奨学金

年度内1 名あたり、30 万円

年間1回限り
年間10 名以内 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

大阪公立大学

大阪公立大学河村孝夫記念奨学金制度 入学後 用途を定めない経済的支援

次の要件をすべて満たす者とする。（外国人留学生及び研究生等は対象外）
(1) 申請時に当該年度の授業料減免（※1）を受けていない者
(2) 申請時に当該年度の研究奨励金制度（※2）による支給を受けていない者
(3) 通常在籍年限以内の者
(4) 申請時に休学していない者
※1授業料減免は、①国の高等教育の修学支援新制度②大阪府の授業料等支援制度③大阪公立
大学独自の授業料減免を指す。
※2　大学院博士後期（博士）課程対象の大学独自の制度

給付奨学金

1名あたり、年額10万円

年間1回限り 10名程度 地域の制限なし 学生課 併用不可 条件有りで併用可

大阪公立大学

大阪公立大学授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

１．学域・学部生のうち、経済的理由のため授業料を納付することが困難な者で、次の要件に該当する者

２．高等教育の修学支援新制度及び大阪公立大学等授業料等支援制度の申請要件「大学への入学時期に係る基準」に該当しない者
免除・減免

授業料
全額免除　535,800円
2/3免除　357,200円
1/3免除　178,600円
（入学料は適用外）

年1回 未定 地域の制限なし 学生課 併用不可 併用不可

神戸市看護大学

公立大学法人神戸市看護大学授業料等減免 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生対象（留年者は除く）
世帯の総所得が大学が定める所得区分の限度額以内であること
取得単位数について、大学が定める単位以上あること
成績平均値について、大学が定める平均値以上あること

免除・減免

授業料（535,800円）の全額または半額
※世帯総所得、成績等により異なる

在学期間中（留年者は除く） 人数制限なし 地域の制限なし 教務学生課 併用可 併用可

兵庫県立大学

授業料等の減免、成績最優秀者奨学金等 その他

〇授業料等の減免
前期：２～５月
後期：９～１０月
〇成績最優秀者奨学金等
４月中旬～７月初旬

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免
課外活動支援制度

〇授業料等減免制度
　本学が定める基準（主に以下の者）に該当する学生に半期毎に受付を行っている。なお、令和２年度より　新入生（学部・院ともに）の前期授業料及び入学金も減
免対象としている。
　・生活保護法による生活扶助を受ける者と同一世帯内にある者
　・経済的事情により学費の負担が著しく困難な者
　・その他特に授業料の額の全部又は一部を免除する必要があると認められる者

〇成績最優秀者奨学金等
　①成績最優秀者奨学金
　・各学部学科のＧＰＡ優秀者
　②優秀部活動等奨励金
　・部活動やサークル活動等の課外活動において、スポーツ・文化活動の分野で、優れた業績
　　を挙げた学生団体・個人
　③優秀地域貢献活動奨励金
　・地域や自治体への貢献活動を行い、成果等を挙げている学生団体・個人

給付奨学金
免除・減免

〇授業料等減免制度
　・授業料及び入学金の半額又は全額免除
〇成績最優秀者奨学金等
　①成績最優秀者奨学金
　・最優秀者15万円　　優秀者3万円
　②優秀部活動等奨励金
　・上限10万円
　③優秀地域貢献活動奨励金
　・上限10万円

〇授業料等減免制度
　・授業料は前期後期に分け
る
〇成績最優秀者奨学金
　・年に一度

〇授業料等減免制度
　・人数制限はないが、年間総額
が年間授業料収入の12.5％以内
の基準有り
〇成績最優秀者奨学金等
　①成績最優秀者奨学金
　・最優秀者33人　優秀者36人
　②優秀部活動等奨励金
　・５団体又は個人
　③優秀地域貢献活動奨励金
　・３団体又は個人

地域の制限なし 教育企画部教育企画課 併用可 併用可

神戸市外国語大学
派遣留学補助制度 その他 留学決定後 留学費用支援制度

派遣留学生として選考された者。留学に係る他の奨学金の支給を受けてない者。
給付奨学金

１年間50万円、半年25万円、スペイン語圏派遣15万円（3～4ヵ月）
半年または1年間、スペイン
語圏派遣プログラムの期間

予算の範囲内 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 併用不可

神戸市外国語大学 荻野スカラシップ その他 11月上旬 留学費用支援制度
チャレンジ精神の旺盛な大学院生・学部生を対象とし、選考を経て支給を決定する。原則留学に係る他の奨学金の支給を受けてない者。

給付奨学金
１人当たり最大250万円。

原則1年間 若干名 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 条件有りで併用可

神戸市外国語大学
授業料等減免制度 在学中 1年生～4年生 入学金・授業料減免

生活保護法による生活扶助を受けている学生、または授業料の納付に困難をきたしている学生のうち、別に定める所得・学業成績基準を満たしている学生。
免除・減免

授業料、入学金の全額または半額
前期授業料及び後期授業
料、入学金

当該年度の予算内で執行 地域の制限なし 学生支援班 併用可 併用可

神戸市外国語大学
入学金の市内認定制度 入学手続時 入学金・授業料減免

神戸市民及びその子弟
「神戸市民」とは、入学の日の1年前から引き続き神戸市に住所を有する者。
「その子弟」とは、神戸市民の配偶者又は2親等内の親族

免除・減免

学部学生：423,000円→282,000円
第2部学生：211,500円→141,000円

入学手続き時に、対象者に
のみ減額した納付書を配
布。

上限なし 兵庫県 財務班 併用可 併用可

神戸市外国語大学 楠ヶ丘会留学補助制度 その他 短期派遣プログラム応募時 留学費用支援制度
短期派遣留学者のうち、楠ヶ丘会（本学同窓会）加入者に対し、選考結果に基づき支給。

給付奨学金
5万円 短期派遣プログラム催行期

間
予算の範囲内 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 併用不可

神戸市外国語大学 短期留学補助制度 その他 短期派遣プログラム応募時 留学費用支援制度
短期派遣留学者のうち、選考結果に基づき支給。

給付奨学金
5万円 短期派遣プログラム催行期

間
予算の範囲内 地域の制限なし 国際交流センター 併用不可 併用不可

芸術文化観光専門
職大学

大学独自の授業料免除制度 入学後 入学金・授業料減免
経済的理由により授業料の納付が著しく困難な者で、国の修学支援制度の認定を受けているか、新規申請予定の者。

免除・減免
（３）新入生は入学金＋授業料相当額、在学生は授業料相当額。
（入学金は県内居住者：282,000円、県外居住者：423,000円。（6）授業料は半年分：267,900円）

前期、後期でそれぞれ認定
し、減免する。

人数制限なし 地域の制限なし 教育企画部教育企画課 併用可 併用可

奈良県立医科大学
在宅看護人材育成支援修学資金制度 在学中 看護学科2年生 用途を定めない経済的支援

・対象学部、学生：（1）参照
・対象者：将来奈良県内において在宅看護を牽引するリーダーとなる意志を持つ看護学生 貸与奨学金

月1０万円
2年間又は１年間 5名 地域の制限なし 教育支援課 併用可 併用可

和歌山県立医科大
学

修学奨学金 在学中 医学部６年生 その他 修学のための資金
卒業後本学において２年間の臨床研修を行う意思のある本学医学部６年生対象

貸与奨学金
月額５万円または１０万円

１年間 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和歌山県立医科大
学

修学奨励金 在学中 医学部６年生 その他 修学のための資金
卒業後、本学基礎医学教室において基礎医学研究に従事する意思のある本学医学部６年生

貸与奨学金
月額５万円または１０万円

１年間 若干名 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

和歌山県立医科大
学 授業料減免 在学中 ５年生以上 入学金・授業料減免

①令和元年度以前の入学者であって、３浪以上して入学した学部生
②令和元年度以前の入学者であって、留学生（日本国籍以外）である学部生
③令和元年度以前の入学者であって、留年経験のある学部生

免除・減免

授業料の全額または半額
半年間（半期ごとに申請及び
審査あり）

若干名 地域の制限なし 学生課 条件有りで併用可 併用可

公立鳥取環境大学

入学料減免 入学手続時 入学金・授業料減免

＜学部・大学院生の場合＞
（１）入学年度の前年度において、学資負担者が死亡した場合
（２）本人若しくは学資負担者の居住する自宅家屋が地震、風水害等により全・半壊又は流出した場合及びこれに準ずる相当の事由があると認められる場合
（３）その他入学料の納入が特に困難であると理事長が認めた場合

＜私費外国人留学生の場合＞
私費外国人留学生入試における日本留学生試験の得点合計が配点合計の７５％以上であること。

免除・減免

＜学部・大学院生の場合＞
（全額免除）２８２,０００円

＜私費外国人留学生の場合＞
（入学料の３分の１免除）９４，０００円

入学料納付時 人数制限なし 地域の制限なし 入試広報課 併用可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

公立鳥取環境大学

授業料減免 入学後 入学金・授業料減免

＜学部生の場合＞
（全額免除・半額免除とも）
　同一生計の世帯全員が住民税非課税であること。
（半額免除）
　前年度の成績が、２年次生は３２単位以上、３年次生は６４単位以上、４年次生は３年次までの必修科目を修得し９６単位以上修得していること。１年次生は前期
に１６単位以上修得していること。
（全額免除）
　生活保護世帯
　半額免除の基準を満たした２年次生以上で、前年度の成績が素点平均８５点以上または素点平均が所属する学科の上位２０％以内であること。

＜私費外国人留学生の場合＞
１年次・・・前期に１６単位以上を修得していること、かつ前期の素点平均が８０点以上又は所属する学科及び学年の上位３０％以内であること。
２年次・・・１年次終了時までに３２単位以上を修得していること、かつ前年度の素点平均が８０点以上又は所属する学科及び学年の上位３０％以内であること。
３年次・・・２年次終了時までに６４単位以上を修得していること、かつ前年度の素点平均が８０点以上又は所属する学科及び学年の上位３０％以内であること。
４年次・・・３年次終了時までに修得すべき必修科目を修得し、９６単位以上を修得していること、かつ前年度の素点平均が８０点以上又は所属する学科及び学年の
上位３０％以内であること。

免除・減免

＜学部生の場合＞
（半額免除）２６７,９００円
（全額免除）５３５,８００円

＜私費外国人留学生の場合＞
（半額免除）２６７,９００円 申請のあった年度の授業料

を減免。
授業を減免できる最大期間
は標準修業年限。

人数の制限なし 地域の制限なし 学務課学生支援係 併用不可 併用可

公立鳥取環境大学

就職活動支援 随時 就職支援

本学の学部又は大学院に在籍する者。
支援の対象は、就職活動及びインターンシップ参加に係る交通費及び宿泊費。
鳥取市を起点とし、鳥取県外への移動において、公共交通機関（鉄道、バス、航空機）を利用した場合。

その他

交通費
　就職活動：近隣エリア４,０００円／回、近隣エリア外１０,０００円／回。上限は、累計３０,０００円
まで
　インターンシップ：近隣エリア４,０００円／回、近隣エリア外１０,０００円／回。上限は、累計１４，
０００円まで

宿泊費
　就職活動：１泊３,０００円、累計で１８,０００円まで
　インターンシップ：１泊３,０００円、累計で９,０００円まで

就職活動及びインターンシッ
プを行う機関

人数制限なし。ただし、予算の上
限あり。

地域の制限なし 学務課キャリア支援室 併用可 併用可

公立鳥取環境大学
鳥取県内出身学生生活支援給付金制度 その他 各学期の中で大学が定める時期 その他 生活支援

大学が定める県内出身者

給付奨学金

①鳥取市に住民票を有し、かつアパート等住居の賃貸借契約を結んでいる学生（ただし、親族
と同居している場合は除く）／月額２０,０００円
②それ以外の学生／月額１０,０００円

申請のあった学期 人数制限なし 鳥取県 学務課学生支援係 併用可 併用可

公立鳥取環境大学

地域連携活動推進助成制度 その他 大学が定める時期 課外活動支援制度

1.対象とする活動
(1)教職員が指導する、学生３名以上で構成された団体
※授業の中で行う活動は除くが、授業時間外や授業終了後に行う活動は含む。
(2)学生３名以上によって構成されたグループ（クラブ、サークル、有志等）
　  
2. 活動エリア
原則として、鳥取県内及び兵庫県北部地域。
　  
3. 助成の対象となる費用
旅費等移動費、宿泊費、印刷費、会場使用料、消耗品、レンタル料、謝礼等。

その他

１団体につき、上限５万円
※同じ活動を複数箇所や複数回実施するなど、内容により２０万円まで助成する場合あり

申請のあった年度 人数制限なし 地域の制限なし 研究交流推進課 併用可 併用可

公立鳥取環境大学
令和5年度鳥取県内出身学生緊急支援金 その他 大学が定める時期 学費支援

対象者
　令和５年度学部入学者のうち、鳥取県内出身学生で以下の条件を満たすもの
　　・修学支援新制度受給者
　　・日本学生支援機構奨学金一種奨学金受給者

給付奨学金
申請のあった年度のみとし、
申請は一回限り。

人数制限なし 鳥取県 学務課学生支援係 併用可 併用可

島根県立大学

協定留学奨学金 その他 申請時期については、都度案内をしている。 留学費用支援制度

協定留学をする日本人学生（日本国の永住許可を得ている学生を含む）を対象とし、奨学金を給付する制度です。

給付奨学金

留学先によって異なる。 １人あたりの給付総額は、
12ヶ月分を上限とする。
ただし、引き続いて留学期間
の延長を許可された者につ
いては、１年を限度として奨
学金支給期間を延長するこ
とができる。

定めていない。 地域の制限なし 浜田キャンパス　連携交流課 併用可 併用可

島根県立大学

しまねの未来の担う人材奨学金 在学中 4年制：在学2年目、3年制・2年制：在学1年目 就職支援

【対象学年・学部】
学部生：在学2年目
短期大学部生：在学1年目
大学院生前期課程：在学1年目
大学院生後期課程：在学1年目
【資格】
以下のいずれも満たしている者とします。
・　学部生又は短期大学部生、大学院生（ただし、大学学則第42条～45条に規定する科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生または大学院学則第21条に
規定する特別研究学生または別科生は除く。）であって、休学中の者又は現職の者でないこと。
・　卒業又は修了年度の翌年度に県内就職することを希望している者であること。
・　別表に定める成績の要件を満たす者であること。
・　卒業又は修了年度の前年度までに、県内法人等におけるインターンシップ等に参加し、当該インターンシップ等参加後に報告書を作成の上、大学に提出するこ
と。
・　大学が指定する県内法人等との意見交換会に参加すること。
・　奨学金を受けようとする者及び就職を希望している県内法人等が、島根県暴力団排除条例（平成22年島根県条例第49号）第２条第１号の暴力団又は同条第３
号の暴力団員と密接な関係を有するものに該当しないこと。
【条件】
卒業又は修了年度の翌年度中に県内就職をすること。

給付奨学金

１回につき25万円

学部生：在学3年目、4年目
短期大学部生：在学2年目
大学院生前期課程：在学2年
目
大学院生後期課程：在学2年
目、3年目

浜田キャンパス：5名程度
出雲キャンパス：3名程度
松江キャンパス4大部：3名程度
短大部：3名程度

地域の制限なし
浜田キャンパス学務課学生支援
係

併用可 併用可

島根県立大学

成績優秀者奨学金 その他
学生からの申請ではなく前年度の成績をふまえて大学が受給者を決定す
る。

特待生・成績優秀者
資格取得支援制度

2年生以上
（１）在籍している年次の前年度において、休学をしていないこと
（２）在籍している年次の前年度において、履修登録をした科目の成績評価に「不可」がないこと
GPA上位から順に候補とする

給付奨学金

5万円

年度につき1回

国際関係学部：各学年次におい
て4名ずつ
地域政策学部：各学年次におい
て6名ずつ
看護学科：各学年次において4名
ずつ
健康栄養学科：各学年次におい
て2名ずつ
保育教育学科：各学年次におい
て2名ずつ
地域文化学科：各学年次におい
て4名ずつ

地域の制限なし 学務課教務係 併用可 併用可

島根県立大学
海外研修等奨学金 その他 大学が実施する海外研修への参加申し込みと同時期

研修支援制度
留学費用支援制度
課外活動支援制度

海外研修を含む科目を履修している者または国際交流事業に参加する者

給付奨学金

研修先及び期間により異なる

1回の研修につき1度 制限を設けない 地域の制限なし 連携交流課 併用可 併用可

新見公立大学
新見公立大学奨学基金 随時

研修支援制度
用途を定めない経済的支援

公立大学法人新見公立大学に在学する学生が海外又は国内における研修等へ参加するとき、又は緊急な事情等により経済的に困窮したとき、貸付けを行うことに
より学生を援助することを目的とする。 貸与奨学金

３０万円（上限）
１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

新見公立大学
新見公立大学ふるさと育英奨学金 入学後 用途を定めない経済的支援

本学の推薦入試又は一般入試に合格し、本学へ入学した成績優秀な者であり、真に育英奨学金の給付が必要である者

給付奨学金

年額１０万円 健康保育学科4名
看護学科５名
地域福祉学科4名

地域の制限なし 学生課 併用可 併用可

尾道市立大学

成績優秀学生奨学制度 その他 学部1年生・2年生・3年生 特待生・成績優秀者

学業成績が特に優秀であるとして決定された者
・経済情報学科：対象の各学年4名以内
・日本文学科：対象の各学年1名以内
・美術学科：対象の各学年1名以内
翌年度の5月に決定・公表し、修学に使用することを目的に支給。

給付奨学金

年額100,000円

地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

尾道市立大学
資格取得奨励金給付制度 在学中

対象資格を取得した後、速やかに提出。卒業年度においては３月末を提
出期限とする。

資格取得支援制度
在学中に国家資格などの資格を取得した学生に対し、奨励金を支給。対象資格は１８種類。

給付奨学金
10,000円～100,000円。資格によって異なる。

地域の制限なし キャリアサポートセンター 併用可 併用可

尾道市立大学 尾道市立大学奨学会 在学中 随時 用途を定めない経済的支援
経済的事情により修学が困難な者

貸与奨学金
月額30,000円

最短修学修了年限まで 地域の制限なし 学務課学生係 併用可 併用可

尾道市立大学

授業料減免制度 在学中
大学院生、高校卒業後2年以上経過し入学した学生等修学支援制度の
対象とならない学生等、修学支援制度の対象とならない学生

入学金・授業料減免

以下①～④のいずれかに該当する場合、授業料減免対象となります。
①　本人又は授業料負担者が、震災、風水害、火災その他の災害により著しい損害を受け、授業料の納入が困難になった場合
②　授業料負担者が経済的理由により授業料の納付が極めて困難であり、かつ、学生の学業成績が良好であると認められる場合
③　授業料負担者が経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ、学生の学業成績が良好であると認められる場合
④　その他理事長が特に必要と認めた場合

免除・減免

全額免除、2/3免除、1/3免除

地域の制限なし 総務課経理係 併用可 併用可

福山市立大学

一般選抜（前期日程）成績優秀者減免制度 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜（前期日程）の志願者のうち，特に成績優秀と認められるものを選考し，入学料を全額免除する制度。
一般選抜・前期日程試験における大学入学共通テスト（本学の配点に換算後）、個別学力検査及び調査書の合計点の高い順に選出し、選出人数は、教育学部児
童教育学科教育コース１人、教育学部児童教育学科保育コース１人、都市経営学部都市経営学科３人。

免除・減免

入学料を全額免除。（市内253,800円　市外423,000円）

入学年の4月

選出人数は、教育学部児童教育
学科教育コース１人、教育学部
児童教育学科保育コース１人、
都市経営学部都市経営学科３
人。

地域の制限なし 事務局学務課 併用可 併用可

福山市立大学

学生表彰制度 その他 学部長が学長に推薦するものであり，学生が申請をするものではない。
特待生・成績優秀者
用途を定めない経済的支援
課外活動支援制度

○学長表彰
　在学期間中に学部長表彰の対象となった卒業予定者のうち、学業若しくは学術研究において最も優秀な成績を修め、又は社会的に高い評価を受けた学生

○学部長表彰
学部の1年次生、2年次生及び3年次生を対象として、学業、学術研究、スポーツ・課外活動若しくは社会文化活動の各分野において優秀な成績を修め、又は社会
的に高い評価を受けた学生等

給付奨学金

○学長表彰：10万円相当の金品
○学部長表彰： 4万円相当の金品

毎年5月と3月

○学長表彰　1名
○学部長表彰（学業又は学術研
究）
　　教育学部　各学年4人以内
　　都市経営学部　各学年6人以
内
○学部長表彰（スポーツ・課外活
動又は社会文化活動）
　　各学部　若干人

地域の制限なし 事務局学務課 併用可 併用可

叡啓大学

大学独自の授業料減免制度 在学中 1-4年次 入学金・授業料減免

対象学年：大学に在籍する１～４年次生
学　　部：全学部
資格・条件：
①留学生
②日本人学部生においては、高等教育の修学支援制度の対象外で、家計急変等により授業料の支弁が困難である者。但し、大学が示す学業成績及び家計基準を
満たすこと。

免除・減免

＊半額減免の場合、年間 267,900円の減免額

半年 人数の定めなし 地域の制限なし 教学課 併用不可 併用可

広島市立大学
特待生制度 在学中 学部生２年次～４年次 特待生・成績優秀者

＊本学に１年以上在籍し、学力及び人物が優秀で他の学生の模範となると認められる者

給付奨学金

＊１人200,000円（年額）

受賞決定後
＊国際学部２名、情報科学部４
名、芸術学部２名を各年次（２年
次～４年次）ごとに選出する。

地域の制限なし
事務局学生支援室学生支援グ
ループ

併用可 併用可

広島市立大学

寮制度（①学生寮もみじ　②国際学生寮さくら） その他
①学校出願時
②1年生：学校出願時
　2-4年生：在学中

寮制度

①【学生寮「もみじ」】
＊自宅通学が困難で、経済的に民間アパート等への入居が困難な者

②【国際学生寮「さくら」】
＊国際交流や外国人学生との共同生活に対する関心・意欲の高い学生
＊学生寮「もみじ」と異なり、学部在学生や大学院生、また、自宅からの通学が可能な学生も対象

その他

【学生寮「もみじ」】
使用料月5,900円＋光熱水費実費（共益費：年額1,000円）

【国際学生寮「さくら」】
使用料月20,000円＋光熱水費等実費（共益費：部屋ごとに決定）

居住期間
①原則２年間
②１年間（学生役職者は2年
間）

【学生寮「もみじ」】
＊男女計96人

【国際学生寮「さくら」】
＊96人
　（内訳）日本人学生48人、外国
人留学生48人

地域の制限なし
事務局学生支援室学生支援グ
ループ

併用可 併用可

広島市立大学

入学料減免 入学手続時
入学金・授業料減免
被災者資金支援

次のいずれかに該当し、入学料の納付が著しく困難であると認められた場合には、入学料の減免を受けることができます。
・入学前1年以内に、学資を主として負担している者が死亡した場合
・入学前1年以内に、入学する者又は学資を主として負担している者が風水害等の災害を受けた場合
・入学する者が広島市内の者であり、生活保護法の規定による保護を受けている世帯に属している場合
・2020年4月1日から出願期日までの間に、災害救助法が適用されている地域で被災した者で、下記のいずれかに該当する者
　ア．主たる学資負担者が死亡又は行方不明の場合
　イ．主たる学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊(床上浸水を含む。)、流失した場合

免除・減免

未定
※入学料：市内282,000円、市外423,000円

なし 地域の制限なし アドミッションセンター 併用可 併用可

広島市立大学

授業料減免 在学中 入学金・授業料減免

【収入要件】※いずれかの要件に該当している。
1.生活保護世帯
2.市町村民税（所得割）非課税世帯
3.死亡、離別、疾病、失職等（災害を含む。）の特別事情が過去１年以内に発生

【成績等要件】※全ての要件を満たしている。
1.標準修得単位数以上の単位を修得している
2.在籍期間が修業年限以内
3.履修登録を行っている
4.懲戒処分を受けていない

免除・減免

収入、成績状況等に応じて決定。認められる場合は、各期授業料の全額、半額又は1/4を免
除。

前期又は後期ごとに減免判
定を実施する。

人数制限なし。 地域の制限なし
事務局学生支援室学生支援グ
ループ

併用不可 併用可

広島市立大学

短期語学留学プログラム助成 在学中 1年生～4年生 留学費用支援制度

１年生以上、全学部対象。海外短期語学留学プログラムに参加する学生。

給付奨学金

※助成額は、実施年度の経費により変動（下記は2019年度実績※モスクワ国立大学短期語学
留学プログラムは2018年度実績）
ハワイ大学短期語学留学プログラム104,000円（15名まで）、オルレアン大学短期語学留学プロ
グラム64,000～104,000円（15名まで※JASSO助成額により異なる）、モスクワ国立大学短期語
学留学プログラム51,000円（15名まで）、西南大学短期語学留学プログラム2,000円（10名ま
で)、慶北国立大学校短期語学留学プログラム16,000円（10名まで）

１回限り 人数制限なし 地域の制限なし 語学センター 併用可 併用可

広島市立大学
海外学術交流協定大学への派遣留学助成／渡航費の一部助成 その他 派遣留学出発前 留学費用支援制度

２年生以上、全学部対象。
海外学術交流協定大学へ長期留学する学生及び専門分野を学ぶために短期留学する学生が対象。
ただし、他の制度から航空運賃に対し助成金が支給される場合、当助成額以上の助成金が支給される時は支給せず、当助成額未満の助成金が支給される時は当
助成額との差額を支給する。

給付奨学金

韓国6,000円、中国14,000円、マレーシア14,000円、ドイツ40,000円、フランス32,000円、ハワイ
13,000円、カナダ23,000円、タイ13,000円、コスタリカ30,000円、台湾6,000円

一時金
派遣学生数として協定枠数を超
えない人数

地域の制限なし 国際交流推進センター 条件有りで併用可 条件有りで併用可

広島市立大学
海外交流プログラム助成 その他 プログラム実施前 留学費用支援制度

１年生以上、全学部対象。海外交流プログラムに参加する学生。

給付奨学金

マレーシア交流プログラム10,000円（15名まで）、サンフランシスコ交流プログラム20,000円（15
名まで）、シンガポール交流プログラム10,000円（15名まで）

一時金
最大45名（マレーシア15名、サン
フランシスコ15名、シンガポール
15名）

地域の制限なし 国際交流推進センター 併用可 併用可

山陽小野田市立山
口東京理科大学

山陽小野田市立山口東京理科大学特待生奨学金 在学中
本人からの申し出ではなく各学科からの推薦。各学科学年より1名ずつ。
2年生～4(6)年生。

特待生・成績優秀者
本学の学部または大学院修士課程に在籍する学生のうち、前年度の学業成績において特に優秀な成績を修めた者。

給付奨学金
一括１０万円

①１年間
②１回限り

2～４(6)年生までの各学科学年
より1名ずつ。

地域の制限なし 学生支援課 併用可 併用可

山陽小野田市立山
口東京理科大学

公立大学法人山陽小野田市立山口東京理科大学授業料免除及び徴収猶予
制度

在学中 1年生～4(6)年生 入学金・授業料減免
経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学業成績が良好であると認められる学生。

免除・減免
各期授業料の半額もしくは全額免除及び徴収猶予

地域の制限なし 学生支援課 併用不可 併用可
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大学名 （１）制度名

（２）申請時期
※代表的なものを表示しています。大
学によっては「（４）対象学年・学部・資
格・条件」の内容に他の対象時期を記
載している場合がありますので、ご注

意ください。

「在学中」
「その他」の具体的内容

（３）支援の種類 「その他」の具体的内容 （４）対象学年・学部・資格・条件 （５）種類 （６）金額 （７）支給期間 （８）人数 （９）地域条件 （１０）担当部署

（１１）JASSO給
付型奨学金対

象校との併用可
否

（１２）他奨学金制度と
の併用可否

下関市立大学
成績優秀者学修奨励金制度 在学中 ２年～４年 特待生・成績優秀者

本学の学部学生で学力が優秀であると認められる者。

給付奨学金

一人当たり年額10万円以内。（前期と後期の2回に分け、在学している学期ごとに給付）

1年間。

各学年各学科それぞれの入学
定員の4％以内。留学生につい
ては、２～４年生までの全留学生
のうち2名以内。

地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

下関市立大学
授業料減免制度 在学中 1年～4年 入学金・授業料減免

授業料を負担する者が、震災、風水害、火災その他の災害により、住宅又は家財が半壊以上の被害を受けた者（申請前1年以内の災害に限る）を対象に、授業料
減免する。ただし同一の災害について1回を限度とする。 免除・減免

各期授業料の額の2分の1に相当する額を上限として減免する。（1回限り）
半期。 人数に制限なし。 地域の制限なし 学務部学生支援課 併用可 併用可

下関市立大学

下関市立大学国際交流支援 随時

研修支援制度
留学費用支援制度
用途を定めない経済的支援
資格取得支援制度
その他

国際インターンシップ助成金、新入外国人留学生支
援、見舞金

１.協定校への派遣留学
２.外国研修支援
３.国際インターンシップ支援
４.不測の事態により生活維持が困難な学生支援
５.新入外国人留学生支援
６.留学生の資格等取得のための試験料援助

給付奨学金

1.協定校への派遣留学
　1年間の場合 英語圏甲地域　8万円/人　中国語圏　6万円/人 韓国語圏　7万円/人
　　　　　 乙地域　7万円/人
　半年間の場合 英語圏　6万円/人　中国語圏　4万円/人　韓国語圏　5万円/人
2.外国研修支援
　英語圏　4万円/人　中国語圏　3万円/人　韓国語圏　3.5万円/人
3.国際インターンシップ支援
　青島・釜山・台湾　25,000円/人、シンガポール（短期） 30,000円/人
　シンガポール（HIS、力の源） 40,000円/人
　長期インターンシップ（JTB） 80,000円/人
4.不測の事態により生活維持が困難な学生支援　5万円/人
6.留学生の資格等取得のための試験料援助
　最高5千円または実費額/人

前項１～３は出発前またはプ
ログラム終了後に1回
前項６は学部及び大学院
留学生が対象　　年間２回/
人

前項１：２５人、２：７５人、３：２３
人、６：２１人（２０２３年度予算）

地域の制限なし 国際交流センター　国際交流課 併用可 併用可

下関市立大学

下関市立大学後援会援助 在学中 1年～4年

研修支援制度
課外活動支援制度
資格取得支援制度
その他

見舞金、各種大会報奨金、表彰事業

在学中に所定の資格等を受験・取得した学生、善行やボランティア活動を行った者で公的機関等が表彰した学生、または各種大会（体育・文化）に出場し優秀な成
績をあげた学生個人もしくは団体に対し、援助金または報奨金の交付を行う。

その他

所定の資格等試験について1回の受験料のうち5,000円（実際に要した金額が5,000円に満たな
い場合は実際に要した金額。受験料が高額な一部の試験は10,000円）を上限として、年2回ま
で援助。所定の資格等を取得した場合、20,000円の報奨金を支給。
見舞金は上限30,000円、各種大会報奨金は上限100,000円を支給。表彰者には10,000円相当
の図書券を支給。

申請を受け付け次第、随時
支給。

特に人数の制限なし。 地域の制限なし 下関市立大学後援会 併用可 併用可

下関市立大学
学生旅費（地域商社） 在学中 2年次以上 その他 ＰＢＬ支援

ＰＢＬの取り組みで県外の活動に参加した学生に対して支給する。
給付奨学金

２０，０００円/人（沖縄）（２０２２年度実績）
報告書提出後の翌月（１月又
は２月）に支給

２０２３年度５人 沖縄県 キャリアセンター 併用可 併用可

山口県立大学

公立大学法人山口県立大学授業料の免除等に関する規程 在学中 全学年対象
入学金・授業料減免
被災者資金支援

ア 対象学年・学部
全学年・全学部対象。

イ 資格・条件
学資負担者が経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学生の学業成績が良好である場合。

免除・減免

納める授業料の全額（267,900円）または半額（133,950円）免除。

修業年限に定める期間 定めなし 地域の制限なし 学生部学生支援部門 併用不可 併用可

山口県立大学

山口県内で発生した風水害等の災害における入学料免除 入学手続時
入学金・授業料減免
被災者資金支援

①又は②に該当する場合
①入学前１年以内において、入学する者又は入学する者の学資を主として負担する者が、山口県内で発生した風水害等の災害を受けた場合
②前号に準ずる場合であって、理事長が相当と認める理由がある場合

免除・減免

入学料（県内生）141,000円（県外生）282,000円
〇全額免除
ア 災害発生時に、入学する者又は学資負担者が災害救助法適用地域に居住していた場合で
あって、学資負担者が所有する自宅家屋が全壊、大規模半壊、半壊又は流出した場合 
イ 災害発生時に、入学する者又は学資負担者が災害救助法適用地域に居住していた場合で
あって、学資負担者が死亡又は行方不明となった場合

〇全額免除または半額免除
　理事長が相当と認める理由がある場合

免除が許可された後、徴収し
ない方法で入学手続き時

条件を満たしていれば、人数の
制限なし

山口県 学生部入試部門 併用可 併用可

山口県立大学

YPUドリームアドベンチャープロジェクト その他 採択後（６月以降） 課外活動支援制度

ア 応募資格
〇応募資格は、本学に在学している学生及び学生団体とする。
〇プロジェクト企画は翌年の1月末日までには成果が出せる内容でなければならない。
〇ゼミ等での研究、学位論文に関する研究と思われるプロジェクトは、応募することができない。
〇過去に実施されたプロジェクトと同一とみなされるプロジェクト企画は、応募することができない。

その他

採択された企画に対し予算の範囲内（上限100,000円）で活動経費の一部または全部を助成す
る。（最大5グループ）

採択後（６月以降）からプロ
ジェクト終了まで（１２月末）

グループの人数に上限なし 地域の制限なし 学生部学生支援部門 併用可 併用可

北九州市立大学 成績優秀者表彰制度 その他 大学側で決定（本人の申請によらない） 特待生・成績優秀者
最優秀賞受賞者（４年生）

給付奨学金
200,000円

1回のみ（夏頃） 15名（各学科1名） 地域の制限なし 総務課 併用可 併用可

北九州市立大学

授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

「高等教育の修学支援制度（日本学生支援機構給付奨学金及び授業料等減免）」の申請要件を満たさない者（主に、大学院生・留学生等）を対象とした制度。以下
の基準あり。生活保護世帯又は災害を受けた世帯のみ、２期とも申請可。
＜学業成績等に係る基準＞
・　高等教育の修学支援制度と同程度の学業成績を修めていること。（大学院生は、修業年限を超えていないこと）
＜家計の経済状況に関する基準＞以下のいずれかを満たす者
①　高等教育の修学支援制度と同程度の家計基準であり、授業料の納入が困難と認められること。
②　申請前1年以内に天災地変その他不慮の災害により、学資の負担に堪えられなくなったこと。

免除・減免

年間授業料の1/2（267,900円（年間授業料が535,800円の場合））
年間授業料の1/3（178,600円（年間授業料が535,800円の場合））

※生活保護を受けている世帯の学生及び災害を受けた世帯の学生で2回とも授業料減免が認
められた者は、年間授業料の全額（535,800円（年間授業料が535,800円の場合））

授業料減免のため、支給で
はない

上限なし 地域の制限なし 地域・学生課 併用不可 併用可

北九州市立大学

北九州市立大学奨学補助金/北九州市立大学国際交流基金奨学補助金 その他 渡航２か月前後 留学費用支援制度

対象プログラム：交換留学・派遣留学・語学研修
支給条件：学業成績が優秀で人物等に優れており、日本学生支援機構海外留学支援制度の対象外の学生。
国際交流基金から補助金を受給する学生は、同窓会・後援会費を完納していること。 給付奨学金

10万円/1回　アメリカ・イギリス・アイルランド・ドイツ・オーストラリア・タイ（交換留学）・マレーシ
ア・マカオ・カナダ・カンボジア・ドイツ・アイルランド
5万円/1回　韓国・中国（マカオ除く交換留学・派遣留学）・台湾
3万円/1回　中国・タイ（語学研修）

＜交換・派遣＞渡航確認後
＜語学研修＞研修終了後

支給条件に合致する学生全員 地域の制限なし 国際課 併用不可 併用可

北九州市立大学
北九州市立大学奨学補助金（授業料補助） その他 渡航２か月前 留学費用支援制度

対象プログラム：派遣留学
支給条件：学業成績が優秀で人物等に優れており、日本学生支援機構海外留学支援制度の対象外の学生 給付奨学金

本学の授業料相当額（英語圏派遣留学）
留学先の授業料相当額（中国語圏派遣留学）

渡航後の授業料納付確認後
1回のみ

支給条件に合致する学生全員 地域の制限なし 国際課 併用不可 併用可

福岡県立大学
公立大学法人福岡県立大学真島・市場特別奨学金 随時

学費支援
用途を定めない経済的支援

経済的な理由により修学を継続することが困難な者。
日本学生支援機構の奨学金を新規に又は増額変更を申し込んでいる学生の当該奨学金が支給されるまでの間に修学上、つなぎ資金を必要とする者。 貸与奨学金

６０万を限度
貸与総額が６０万円超えない
範囲で、年２回まで

年度により異なる 地域の制限なし 学務部　学生支援班 併用可 併用可

福岡県立大学
福岡県立大学看護学部和田紘子奨学基金 入学後 学費支援

3年～4年生の看護学部学生対象（編入生・休学中の者を除く）
給付奨学金

後期授業料の自己負担額分
半期 １名程度 地域の制限なし 学務部　学生支援班 併用可 併用可

大分県立看護科学
大学 授業料減免制度 入学後 入学金・授業料減免

1年～4年生対象

修学支援制度の対象外の者でかつ経済的理由によって学費の支弁が困難な者
免除・減免

修学支援制度に準じる（所得に応じて、授業料の満額（上限額の範囲内）、2/3、1/3の減免）

修学支援制度に準じる 人数制限なし 地域の制限なし 教務学生グループ 併用不可 併用可

宮崎公立大学
MMU成績優秀者奨学金A その他 一般入試成績上位者が対象

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

一般選抜前期日程合格者上位5名、後期日程合格者上位2名

※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。
免除・減免

入学料相当額
一般選抜前期日程合格者上位5
名、後期日程合格者上位2名

地域の制限なし 学生支援課学生係 併用可 併用可

宮崎公立大学

MMU修学支援奨学金A 入学手続時 入学金・授業料減免

次のいずれかに該当する者
（１）入学前１年以内において学資負担者が死亡、かつ、世帯収入が基準額以下の場合。
（２）入学前１年以内において本人又は学資負担者が風水害等の災害を受け、かつ、
         世帯収入が基準額以下の場合。
※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。

免除・減免

入学料相当額

地域の制限なし 学生支援課学生係 併用可 併用可

宮崎公立大学
MMU成績優秀者奨学金B 在学中

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

本学の2年生～4年生で、前年度までに基準単位数を修得し、前年度の席次が１位～３位の者

※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。
免除・減免

授業料年額の半額分相当額

2年次以上各学年3名 地域の制限なし 学生支援課学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

宮崎公立大学

MMU緊急修学支援奨学金Ａ 入学手続時 入学金・授業料減免

（１）東日本大震災により被災した入学予定者で次のいずれかに該当する者
ア　被災により主たる学資負担者が、死亡または行方不明となっている場合。
イ　被災により出願時に避難所生活など自宅で生活できない状況となっている場合。
（２）前項のほか災害救助法の適用があった地域で主たる学資負担者もしくは本人が入学前1年以内に被災した入学予定者、もしくは理事長が必要と認める次に該
当する者。
ア　被災により学資負担者が死亡または行方不明の場合。
イ　被災により主たる学資負担者または本人の居住する住宅が半壊以上、全焼、半焼、全流失している場合。

※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。

免除・減免

入学料相当額

地域の制限なし 学生支援課学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

宮崎公立大学

MMU緊急修学支援奨学金Ｂ 随時 入学金・授業料減免

（１）東日本大震災により被災した入学予定者で次のいずれかに該当する者
ア　被災により学資負担者が死亡または行方不明の場合。
イ　被災により出願時に避難所生活など自宅で生活できない状況となっている場合。
（２）前項のほか災害救助法の適用があった地域で主たる学資負担者もしくは本人が1年以内に被災した本学の在学生または入学予定者、もしくは理事長が必要と
認める次に該当する者。
ア　被災により学資負担者が死亡または行方不明の場合。
イ　被災により主たる学資負担者または学生本人の居住する住宅が半壊以上、全焼、半焼、全流失している場合。

※本奨学金についての情報は全て令和5年５月１日現在のものです。

免除・減免

給付年度の授業料全額相当額または半額相当額

東日本大震災事由について
は初年度のみ対象

地域の制限なし 学生支援課学生係 条件有りで併用可 条件有りで併用可

宮崎公立大学
MMU成績優秀者奨学金C 在学中

特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

私費外国人留学生2～4年生の中で、前年度までに各学年の基準単位数を修得しており、かつ、その成績が各学年の成績順位上位2分の1以内である学生。

※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。
免除・減免

授業料年額の半額分相当額

地域の制限なし 学生支援課学生係 併用不可 条件有りで併用可

宮崎公立大学

MMU成績優秀者奨学金D 入学手続時
特待生・成績優秀者
入学金・授業料減免

私費外国人留学生入学者選抜試験の合格者で、下記のいずれにも該当している者。
※私費外国人留学生編入学生を除く。
①選抜試験において上位2位以内であること。
②公益財団法人日本国際教育支援協会と独立行政法人国際交流基金が主催する日本語能力試験（JLPT)においてN1に合格していること。

※本奨学金についての情報は令和5年５月１日現在のものです。

免除・減免

入学料相当額

地域の制限なし 学生支援課学生係 併用不可 条件有りで併用可

沖縄県立芸術大学
（公財）沖縄県立芸術大学芸術振興財団奨学金 在学中 毎年6月頃 用途を定めない経済的支援

対象学年：問わない。在学中であること。（休学や原級留置は対象外）
学部：問わない
資格：本学に在学する学生（留学生含む）で、人物、学業ともに優れ、かつ健康であり学費の支弁が困難と認められる者（他から奨学金の貸与または給付を受ける
ものを除く。ただし留学生はこの限りではない。）

給付奨学金

自宅通学者　月額：２５，０００円
自宅外通学者　月額：３０，０００円

1年間 年度によって異なる 地域の制限なし 併用不可 併用不可

沖縄県立芸術大学
沖縄県立芸術大学 公益財団法人金秀青少年育成財団奨学金 在学中 毎年7月頃 用途を定めない経済的支援

本学の２年生以上の学部学生（休学者を除く正規生）であって、人物、学業成績ともに優れ（学業成績評定平均値が原則２．８以上）、今後引き続き本学における修
学に十分に耐え得ると認められる者。ただし、本年度に他の給付型奨学金を受ける者は除く。 給付奨学金

年額10万円
1年間 若干名 地域の制限なし 併用不可 条件有りで併用可

沖縄県立芸術大学

大学独自授業料等減免 その他
入学費減免：入学前
授業料減免：前期（２月～４月）後期（８月～10月）

入学金・授業料減免

①GPA2.0以上の学生

②以下いずれかに当てはまる学生（修業年限を超える学生は申請不可（病気休学・留学など特別な理由が認められる者を除く ））
・高校卒業後２年を超えて入学した学生
・留学生
・大学院生

免除・減免

【入学料】
全額免除　282,000円（県内居住者）/512,000円（その他の者）
半額免除　141,000円（県内居住者）/256,000円（その他の者）

【授業料】
全額免除　267,900円
半額免除　133,950円

人数制限なし 地域の制限なし 教務学生課 併用不可 併用可
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